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まえがき

1993年９月モンデール氏がアメリカ駐日大使として来日され、はじめ

て会ったとき、日米留学生の不均衝を話題にされた。日本にはアメリカ

通が多いが、アメリカには日本通が少ないのは問題だと言うのである。

たしかに、1993／94年、在米日本人留学生は43,770人（在米外国人留学

生の9.7％）に対し、1994年、在日米人留学生は僅か1,146人（在日外国

人留学生の2.1％）でその比は３８：１となっている。言うまでもなく、モ

ンデール大使は、同年４月カルコン会議での、日米学生交流の不均衝是

正するため、国立大学で学ぶ米国人学部学生数を増やすことを主眼とす

る日米合同作業部会の設置の提言を知っておられた。

以上の論議はマクロに見れば正しいのであろうがミクロに見れば若干

問題もある。例えば、アメリカヘの日本人留学生４万人と言っても国立

大学の学部学生はその中の極めて少数であろうし、また、これまで日本

への短期留学するアメリカ人の学部学生の大部分は私立大学で学んでい

るのである。事実、1994年、日本の大学学生数の77％は私学であり、も

し、在日アメリカ人の学生数の増加だけを目的とするならば国立よりも

私学を注目すべきではないか、という論議も成り立つ。とも角、カルコ

ンが国立大学に米国学部学生の受け入れ増加の施策を要請して来たこと

は、わが国の国立大学の教育の質を高く評価してくれたと見るべきであ

ろう。

ところで、カルコンの要請を受け、AAC&Ｕと協力し、意欲的にプロジ

ェクト・リーダー役を演じているのはアーラム大学長リチヤード．ウッ

ド氏（最近、カルコンのアメリカ代表に任命された）である。彼の２つ

の計画とその状況を要約すると次の通りである。

1つは、アメリカの学部学生の日本への関心を高め、積極的に日本へ

の留学生をリクルートし、渡日に際してはさまざまの面で支援する。こ



れをtheBridgingProjectと呼び、theNationalSecurity

EducationalProgramから多額の資金援助（約＄1,000,000.）を期待し

ている。実はこれが日本への留学生数を増加させるための最重要プログ

ラムと位置づけられているが、未だ認められていない。やがてダウンサ

イズされたtheBridgingProjestが認められるのではないかと,恩われ

る。

次に資金援助（約＄250,000.）が認められ、現在進行しているのが

CurriculumAbroadProjectである。これは、日本への留学の最大の障

害、日本語の習熟を回避するため国立大学で短期留学生のための英語で

授業で行うことにし、特に留学に魅力を与え有意義ならしめるため、日

米協力でさまざまな分野（ArtsandSciences，Business，ａｎｄ

Engineering）で優れたカリキュラムを作成するプロジェクトである。こ

れは1994年10月から発足し、その進捗状況が本書に記載されているので

ある。

今日、日米関係、経済、政治の面では争点になる課題も多いだけに、

将来を考えて、日米学生交流を進め、相互理解を深めることの意義は大

きい。本報告書で述べられているように、九州大学、筑波大学、東京大

学では、すでに米国からの短期留学生を受け入れており、千葉大学、大

阪大学、広島大学、一橋大学などではその準備に多忙である。もっと

も、それに携わる教職員は、文部省の支援を求めながら、適宜な宿舎の

提供をはじめ、このJuniorYearAbroadという新しい制度に伴なう諸

難問に対して、極めて意欲的に身を挺していることを付言せねばならな

い○

第５常置委員長江崎玲於奈
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ＪＵＳＳＥＰ（JaparI-UnitedStatesStudentExchangeProgram

〔日米学生交流プログラム〕）一今までの経緯

1993.4.29/３０第１６回CULCON（カルコン)(＊1)合同会議開催（於：ワシントン,.C､）

学部学生交流に関する日米合同作業部会の設置を提言（資料１参照）

（目的は日米の学生交流の数のアンバランスを是正するため、日本の国立大学

で学ぶ米国人学部学生の数を増やすことが主眼）

（＊ＤＪapan-UnitedStatesConferenceonCulturalandEducational

lnterchar堰ｅ〔日米文化教育交流会議〕

１９９３．５．６第５常置委員会・U1vlAP小委員会（＊２）合同委員会

文部省村松留学生課課長補佐より第１６回カルコン合同会議の説明および国大

協に対し積極的に対応してほしいとの要請

（日本側パネル委員の１人が文部省学術国際局長であるため）

（＊２）UMAP:UniversityWlObilityinAsiaandthePacific〔アジア太平洋

大学交流〕第４回定例総会が９４年１２月７，８日大阪で開催

1993.8.11文部省井上留学生課長からの角田電通大学長に日本側カルコン作業部会への

参加依頼に対して第５常置委員会委員長としての参加を追認

1993.10.8第１回日本側カルコン作業部会会合

1993.10.25第５常置委員会

ＪＵＳＳＥＰ小委員会の設置を決定

（委員長角田電通大学長、委員江崎筑波大学長・小坂岡山大学長・原田

広島大学長・西村九大学生部長）

1993.11.17/1８国大協総会において同上小委員会の設置を承認

1993.12.11/１２日米合同カルコン作業部会第１回会議開催（於：東京）

作業部会の役割・目標・作業日程等を検討し、「作業部会は、国大協がＡＡ

Ｃ（＊３）と協力し、日本の国立大学におけるモデル・プログラムの開発と

実施を行うとの認識で一致した。」ということになった。

（＊３）AssociationofAmericanColleges

１９９４．１．７ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第１回）

(1)米学部学生の受入れ増を図るため、詳しい英文の大学案内書を作成

(2)１学年または１学期の短期留学生受入れのプログラムを各大学の実'情

３－



に則して作成以上の２点を決定

(下村千葉大文学部教授委員に加わる）

1994.4.25ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第２回）

ＡＡＣとの話合い、九大・東大等の受入れ体制の進捗状況についての報告

（九大は94年10月より実施、東大は95年10月実施を目処にするということで

進行中）

1994.10.17ＪＵＳＳＥＰとＡＡＣ＆Ｕ（＊４）との日米合同会合<日米大学長会議（於

：彦根）の際に＞

カリキュラムの採択等が各大学の自主性に任されていること（どこからも強

制されるものではないこと）を確認する覚書を交換（資料２参照）

（細野筑波大学副学長、能登路東大教養学部教授委員に加わる）

（＊４）AssociationofAmericanCOllegesandUniversitiesAACの発

展したもの

日本側カルコン作業部会非公式会合（於：東京）

ＦＩＰＳＥ（＊５）へのカリキュラム・アブロード・プロジェクトの申請が

認められたことが明らかになる。

（＊５）FundforlmprovementofPostsecondaryEducation

連邦政府関連の基金、ＡＡＣ＆Ｕはここに対してカリキュラム開発のため

の米国側研究費の申請を提出していた。

1994.10.21

1995.1.13ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第４回）

第１回カリキュラム・アブロード・プロジェクト会合にむけての打合せ

1995.1.19/２０第１７回カルコン合同会議開催（於：東京）

日本の大学が米国人留学生のための適切なプログラム及びカリキュラムの開

発に引き続き取り組むよう求める共同声明を発表。

1995.1.21/２２第１回カリキュラム．アブロード．プロジェクト会合（於：サンフラン

シスコ）

〔細野筑波大副学長、川口東大教授、藪野九大教授が正式メンバー／文部省田

浦室長、綾部筑波大助教授他がゲスト参加〕

筑波大、東大、九大の３大学がそれぞれの実施および計画中のプログラムを

米国側に紹介。日米双方で活発な議論が出たが、カリキュラム開発の具体的

な問題には踏み込まず。

４－



１９９５．２．９ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第５回）

第１回カリキュラム・アブロード・プロジェクト会合の報告および今後の方

針を検討

1995.2.19～３．６江崎委員長訪米AAC8U会長、woodアーラム大学長ほかとの話合い

カリキュラム・アブロード・プロジェクトの連絡等のため

1995.3.15ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第６回）●

６月の会議には米国側よりカリキュラム案が提出されることになった。

日本側からは東大、筑波大、九大、千葉大、広島大等が参加予定。阪大から

出ていたＪＵＳＳＥＰ小委員会参加希望（西口光一留学生センター助教授）

が承認された。

1995.4.19ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第７回）

６月の会議の討議資料として、米国側がカリキュラムに関するドラフトを５

月１日までに送ってくることになった。

１９９５．５．８ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第８回）

米国側ドラフトについて検討。

一橋大学経済学部の水岡教授（第５常置委員会専門委員）より同大の状況説

明があり、ビジネス分野に対応するため、同大が６月の会合に参加すること

になった。

1995.5.30ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第９回）

東北大学から出されていたＪＵＳＳＥＰ小委員会参加希望（阿部純二法学部

教授、国際交流委員会国際学術交流専門委員会委員長）が承認された。

米国側ドラフトの補足（日本語教育に関する部分）および暫定的日程表が届

く。筑波大、東大、九大が米国側ドラフトに対する考えをそれぞれまとめ、

事前に送付することになった。

日米友好基金より、５月５日にワシントンで開かれた再編BridgingProject

（＊６）の会合結果が送られてきたので、検討した。

（＊６）カリキュラム・アブロード・プロジェクトを子供とすれば親にあた

る米国の大学が本国で取り組む種々のプロジェクト

1995.6.20第２回カリキュラム・アブロード・プロジェクト日米合同計画会合参加者の

打合せ会開催（筑波大、東大、九大のメモランダム、千葉大、￣橋大のプロ

グラムが紹介された。）

－５



1995.6.23-27第２回カリキュラム・アブロード９プロジェクト日米合同計画会合

（インディアナ州アーラム大学にてカリキュラム開発のための作業

部会）筑波大、千葉大、東大、一橋大、阪大、広島大、九大と文部

省の計１１人が参加

１９９５．９．５ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第１０回）

第２回カリキュラム・アブロード・プロジェクト日米合同計画会合参加者に

よる報告

名古屋大学から出されていたＪＵＳＳＥＰ小委員会参加希望（石田眞法学部

教授、留学生センター長）が承認された。

1995.9.19-28RWood学長およびＡＡＣ＆ＵのJohnston氏等が５大学（筑波大、千葉大、

東大、広島大、九大）を訪問、各大学での現状を視察するとともに、意見

交換を行った。

ｌ９９５１０２０ＪＵＳＳＥＰ小委員会（第１１回）

１月初旬にワシントンで予定されている次期合同会合にむけての対応を

アメリカ側から届いたSummarylWemorandumに基づいて検討

前回参加大学を主たる対象として次期合同会合出席者の人選を依頼

－６



カリキュラム・アブロード・プロジェクトⅡ

第２回曰米合同計画会合報告

１９９５年６月２３日－２７日

アーラム大学（インディアナ）於

－７－



カリキュラム・アブロード・プロジェクト第２回日米合同計画会合参加者

日本側

l細野昭雄

２綾部裕子

３吉)Ⅱ明彦

４能登路雅子

５水岡不二雄

６高橋－

７西口光一

８稲田勝彦

９西村重雄

１０内野健一

１１田浦宏已

筑波大学副学長

･現代文化学系助教授
■■■
■ロ■

搬
搬
鞭

哀大言三ｺ敵う蚕＝三豊

喬大X=iご繰り里偶聿9Ｆ

大阪b大学留学生センター助教授

広 合ｳﾄﾞﾖ佐鷺部教授

ﾌﾞIjI(大学学生部長（法学部教授）

ﾌﾞIJI､Ｉ

文部省学術国際局留

米国側

TIlomasChapman，ProfessorofChemicalEngineering，TheCollegeofEngineering

UniversityofWisconsin-Madison

EricGangloff，ExecutiveDireCtor，Japan-UnitedStateFriendshipCollNnission

JamesManley，Director，InterdisciplinaryGeneralEducationProgralD，

CaliforniaStatePolytechnicUniversity-Pomona

JosephJohnston，VicePresidentforPrograms，AAC&U

MariNoda，AssistantProfessorofJapanese，DepartmentofEastAsianLanguagel

１

２
３

４
５

MariNoda，AssistantProfessorofJapanese，DepartmentofEastAsianLanguagesand

Literatures，TheOhioStateUniversity

KanjiOno，Professor/Chairman，DepartmentofMaterialsScienceandEngineering，UCLA

PhilipPalin，SeniorPartner，TheLaurasianlnstitution

JaneSpalding，DirectorofPrograms，AAC&U

MichaelUseellLProfessorofManagement，

TTleWhartonSchooloftheUniversityofPennsylvania

６
７
８
９

０
１
２
３

１
１
１
１

PeterWOllitzer，RegionalDirector，EducationAbroadPrograILUniversityofCalifornia

RichardWood，President，EarlhamCollege

MisaTsuuyalna，Partner，TheLaurasianlnstitution

BrianReilly，Partner，TheLaurasianlnstitution

－９－
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Thursday,Junc22：
AniveinRichmond

６:３０ｐ,m-dinnerindiningmom,NOrwichLodge

Friday,JUne23：
８:ＯＯａ・m-breal辻hstindiningroom,NOrwichLodge
,:ＯＯａ・ｍ－ｍｏｍｍｇｓｅｓｓｉｏｎ
１０:３０ａ．ｍ．－ｂ施ａｋ

ｌ２:００･lunchindiningroom,NorwichLodge
l:OOpm-8dtemoonsession
２:３０ｐ・唾－ｂ泥８ｋ
６:ＯＯｐ・m-twowmsleaveNOrwiChLodge,stopatLelandfbrpiCkUpfbr

dUnneratForcstHUlsCoumyChlbat6:30p.m.(coatandtie）

Saturday,June２４：
８:ＯＯａ・ｍ－ｂｒ℃aldhstindiningroompNorwichLodge
，:00ａ．ｍ．－monungscssion．
１０:３０ａ・ｍ－ｂｌｃａｋ

ｌ２:00‐lunChindningrDom｡NOrwichLodge
l:00ｐ．ｍ．‐aftemoonsession
２:３０ｐ．ｍ．‐ｂｒｃａｋ
６:３０ｐ．ｍ．－twovansleaveNOrwichLodge,stOpatLelmdfbrpiCkUpfbr

OperaGalaatl701ReevestonRoadat7:00p.m.(dressy/Casual）

Sunday,June２５：
８:00ａ．ｍ．－brcaldhstindiningroom,NorwichLodge
l:００ａ．ｍ．－ｍｏｍｍｇｓｅｓｓｉｏｎ
ｌＯ:３０ａ・ｍ－ｂｒｅａｋ

ｌ２:00‐lunchindiningmom,NOrwichLodgc
l:１５ｐ､m-vanleaveNorwichLodgefbrCenterville,IndiBna
６:00ｐ．ｍ．‐twovanslcaveNOrwichLodge,stopatLelandfbrpiCkupfbr

dinneratDePalo1sinO)dbId,Ohioat7:00p.m.(Indianatime）

Monday,Jnne26：
８:00ａ．ｍ．‐ｂrealごastindiningroom,NOrwichLodge
，:00ａ．ｍ．‐momingsession
lO:３０ａ、.－ｂｒｍｋ

ｌ２:00‐lunchindiningloom,NorwichLodge
２:３０ｐ．ｍ．-break
６:１５p.m.-vanleaveNorwichLodgeibrdinneratLelandat6:30p.m.(coat8ndtic）

TuesdaybJUnc27：
８:ＯＯａｍ－ｂｒ己akfhstindiningroom,NorwichLodge
,:ＯＯａ・ｍ－ｍｏｍｍｇｓｅｓｓｉｏｎ
ｌＯ:３０ａ．ｍ．－ｂｒｅａｋ

ｌ２:00‐lunchindiningroom,NOrwichLodge
６:30ｐｍ．‐dinneratWOods,７１２CollegeAvenue,fbrthosest2wingovemight
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Ｊｕｎｅ２７，１９９５

ＡＡＣ&ＵＣＵＲＲＩＣＵＬＵＭＡＢＲＯＡＤＰＲＯＪＥＣＴ

ＴＨＥ２ＮＤＪＡＰＡＮ－ＵＳ・ＪＯＩＮＴＰＬＡＮＮＩＮＧＧＲＯＵＰ

ｊＡＰ｣ａＬＢＪ－Ｕ－Ｓ＿ｇ｢･工ＮＴＭＥＨｏ正Ｚ４ＬＩＪＤＵＭ

Aspar上oftheFIPSE-fundedCurriculumAbroadProjeC上，representativesofthe

AssociationofAmericanCollegesandUniversities(AAC&U），theJapanese

AssociationofNationalUniversities(JANU），andseveralrelatedmstitutions

(seeattached）werebroughttogetherfor上he2ndJapan-U.Ｓ・JointP1anning

MeetingfｏｒｔｈｅｆｉｖｅｄａｙｓｂｅｔｗｅｅｎＪｕｎｅ２３ａｎｄ２７，１９９５ａｔＥａｒｌｈａｍＣｏｌｌｅｇｅ，

IndianadThismemorandumservesthepurposeofconfirmingthemajorissues

ｄｉｓｃｕｓｓｅｄｄｕｒｉｎｇｔｈｅｓｅｔａｌｋｓ．

１．ＢｏｔｈｔｈｅＪａｐａｎａｎｄＵＳ・sidesagreedonthetwofoldobjectiveofthismeeting，

Ｌｅ．，ｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎａｓｓｅ上ｏｕｔｉｎｔｈｅＦＩＰＳＥｐｒｏｐｏｓａｌｔｏｐｒｏｍｏｔｅ

ＡｍｅｒｉｃａｎｕｎｄｅｒｇｒａｄｕａｔｅｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌｅｘｃｈａｎｇｅｔｏＪａｐａｎ，ａｎｄｔｈｅｐｒｏｍｏｔｉｏｎｏｆ

ｍｕｔｕａｌｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｍｇｓｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇｔｈｅａｂｏｖｅｅｆｆｏｒｔ．

２．ＴｈｅＪａｐａｎｓｉｄｅａｐｐｒｅｃｉａｔｅｄｈｉｇｈｌｙａｌｌｔｈｅｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎｓｍａｄｅｂｙｔｈｅＵＳ・ｓｉｄｅ

ｆｏｒｔｈｉｓｍｅｅｔｉｎｇ，ＴｈｅＵＳ．ｓｉｄｅａｐｐｌａｕｄｅｄｔｈｅｐｒｏｇｒｅｓｓｍａｄｅｉｎｓｈｏｒヒーヒｅｒｍ

ｓｔｕｄｙａｂｒｏａｄｐｒｏｇｒａｍｓｏｆＪａｐａｎｅｓｅｎａｔｉｏｎａｌｕｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓｓｉｎｃｅｔｈｅｌｓ上

Japan-US・ＪｏｉｎｔＰ１ａｎｎｉｎｇＭｅｅｔｉｎｇ，ａｎｄｗｅｌｃｏｍｅｄ上ｈｅｍａ上ｅｒｉａｌｉｚａｔｉｏｎｏｆａ

ＭｏｎｂｕｓｈｏｓｃｈｏｌａｒｓｈｉｐｐｒｏｇｒａｍｕｎｄｅｒｔｈｅＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

Education，Japan（AIEJ）IsmShort-termStudentExchangePromotionProgram､１，

Ｂｏｔｈｓｉｄｅｓｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄｔｈｅｉｍｐｏｒｔａｎｃｅｏｆｐｒｏｍｏｔｉｎｇｕｎｄｅｒｇｒａｄｕａｔｅａｃａｄｅｍｉｃ

ｅｘｃｈａｎｇｅｕｎｄｅｒｂｉｌａｔｅｒａｌｉｎｔｅｒ－ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙｓｔｕｄｅｎｔｅｘｃｈａｎｇｅａｇｒｅｅｍｅｎｔｓｂｅｔｗｅｅｎ

ＪａｐａｎａｎｄｔｈｅＵＳ・ａｓａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｌｉｎｋｔｏｍｏｒｅｂｒｏａｄｌｙbasedexchange

programs・Ｂｏｔｈｓｉｄｅｓｅｘｐｒｅｓｓｅｄｔｈｅｉｒｉｎｔｅｒｅｓ上ｉｎｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇｔｏｐｒｏｖｉｄｅａｎｙ

ａｓｓｉｓｔａｎｃｅｔｈａｔｎｌｉｇｈｔｂｅｍｕｔｕａｌｌｙｈｅｌｐｆｕｌ．

３.Thejointplanningsessionssawanactiveandopen-mindedexchangeofiｄｅａｓｏｎ

ｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｌｌｇｉｓｓｕｅｓｐｅｒｔａｉｎｉｎｇｔｏｓｈｏｒｔ－ｔｅｚｍｓｔｕｄｅｎｔｅｘｃｈａｎｇｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｔｗｏ

ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ、Ｔｈｅｏｕｔｃｏｍｅｏｆ上ｈｅｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｓｗａｓｅｘｔｒｅｍｅｌｙｆｒｕｉｔｆｕｌｆｏｒｂｏｔｈ

ｓｉｄｅｓ．
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３－１.ResponsesfromtheJapanside（seeattached）ｆｏｒｔｈｅＵＳ・memorandumof

May４，１９９５（seeattached）．

３－２.ＣｏｎｔｅｎｔｓｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙａｂｒｏａｄｐｒｏｇｒａｍｓｄｅｖｅｌｏｐｅｄｂｙｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｎｇＪａｐａｎｅｓｅ

ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓ，

３－３.Ｊａｐａｎｅｓｅｌａｎｇｕａｇｅｃｏｕｒｓｅｓ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇａｓｓｅｓｓｍｅｎｔｏｆｗｏｒｋａｎｄａｗａｒｄｉｎｇｏｆ

ｃｒｅｄｉｔ、

３－４.Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓｆｏｒｃｒｅｄｉｔｅｘｃｈａｎｇｅ，ａｎｄｔｈｅｎｅｅｄｆｏｒｅｘｔｅｎｓｉｖｅｄｏｃｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ

ｏｆｃｏｕｒｓｅｗｏｒｋ、

３－５．Backgrounds，ｍｏｔｉｖａ上ｉｏｎｓ，ａｎｄｅｘｐｅｃｔａｔｉｏｎｓｏｆＡｍｅｒｉｃａｎｕｎｄｅｒgradua上ｅ

ｓｔｕｄｅｎｔｓｐａｒｔｉｃｉｐａ上ｉｎｇｉｎｓｔｕｄｙａｂｒｏａｄｐｒｏｇｒａｍｓｉｎＪａｐａ、，ａｎｄｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓ

ｏｆａｓｕｒｖｅｙｃｏｎｄｕｃｔｅdbytheLaurasianlnstitution（seeattached）．

４.Ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅａｂｏｖｅｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｓ，ｂｏ上ｈｓｉｄｅｓｃｏｎｆｉｒｍｅｄｔｈｅｎｅｅｄｔｏｃｏｎｔｉｎｕｅ

ｄｉａｌｏｇｕｅｏｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｉｓｓｕｅsforfurtherpromotingundergraduａｔｅａｃａｄｅｍｉｃ

ｅｘｃｈａｎｇｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅ上ｗｏｃｏｕｎｔｒｉｅｓ：

４－１．Ｅｘｃｈａｎｇｅｏｆｉｄｅａｓｒｅｇａｒｄｉｎｇｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍｓｔｕｄｙａｂｒｏａｄｃｕｒｒｉｃｕｌａｒｐｌａｎｎｉｎ９．

４－２．Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｓｏｆｔｈｅｐｒｏｇｒｅｓｓｏｆｓｈｏｒヒーｔｅｒｍｓｔｕｄｙａｂｒｏａｄｐｒｏｇｒａｍｓｏｆ

Ｊａｐａｎｅｓｅｕｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓ、

４－３.Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｓｒｅｇａｒｄｉｎｇｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆａｎｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｓｅｒｖｉｃｅｍｅｃｈａｎｉｓｍ

ｆｏｒＪａｐａｎ－ＵＳ、ｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍｓｔｕｄｅｎｔｅｘｃｈａｎｇｅ、

4-4.Withregardtotheclearinghousecalledforinthejointstatementofｔｈｅ

ＣＵＬＣＯＮＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐＨｅｅｔｉｎｇｏｆＤｅｃｅｍｂｅｒ'１９９３，ｂｏｔｈｓｉｄｅｓｒｅａｆｆｉｒｍｅｄｉｔｓ

ｂａｓｉｃｉｍｐｏｒｔａｎｃｅｔｏｔｈｅｓｕｃｃｅｓｓｏｆｅｘｐａｎｄｉｎｇundergraduateexchangesand

calleｄｆｏｒｆｕｒｔｈｅｒｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｏｆｉ上ｓｄｅｓｉｇｎｂｙ上heCULCONWorkingGroup、

4-5.WithregardtoaclearinghousedesignpresentedbytheU.Ｓ、ｓｉｄｅ（see

attached），theJapansideacknowledgedthepossibilitiesofbenefits，ｒｏｒ

ｔｈｅｐｒｏｍｏｔｉｏｎｏｆＪａｐａｎ－ＵＳ・ｕｎｄｅｒｇｒａｄｕａｔｅａｃａｄｅｍｉｃｅｘｃｈａｎｇｅｕｎｄｅｒｉｎｔｅｒ－

ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙｓｔｕｄｅｎｔｅｘｃｈａｎｇｅａｇｒｅｅｍｅｎｔｓ，ｗｈｉｃｈｃａｎｂｅｅｘｐｅｃｔｅｄｆｒｏｍｓｕｃｈａｎ

ｉｎｉ上ｉａｔｉｖｅ、

４－６.ＴｈｅＵＳ・ｓｉｄｅｅｘｐｒｅｓｓｅｄｉｔｓｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｓｅｅｉｎｇｔｈｅｃｌｅａｒｉｎｇｈｏｕｓｅｕｓｅｄＥｏｒ

ｏｕｔｒｅａｃｈｔｏｔｈｅｂｒｏａｄｅｓｔｐｏｓｓｉｂｌｅｑｕａｌｉｆｉｅｄａｎｄａｐｐｒｏｐｒｉａ上ｅｓｔｕｄｅｎｔ

ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｓｉｎｂｏ上ｈｃｏｕｎｔｒｉｅｓａｎｄｆｏｒ－ｏｐｅｒａｔｉｏｎｓｉｎｂｏｔｈｄｉｒｅｃｔｉｏｎｓ．
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1995年６月27日

AAC&Uカリキュラム･アプロード･プロジェクト
第２回日米合同計画会合

曰うfミラー后Iメョニランタ声‐ム

米国FIPSE援助によるAAC&Uカリキュラム･アプロード･プロジェクトの一環として、
AAC&Uと国立大学協会JUSSEP小委員会双方の代表者および関係機関の代表者(別添）
は1995年６月23日より27日までの5日間､米国インディアナ州アーラム大学におけ
る第２回日米合同計画会合に出席し､以下の話し合いを行なった｡このメモランダ
ムは､本会合において討議された重要事項を確認するものである。

Ｌ日米双方は､米国学部学生の日本短期留学を促進するためのカリキュラム開発、
およびこれに関連する相互理解の深化という本会合の目的を確認した。

2.日本側は今回の会合に向けた米国側の準備に敬意を表した｡一方､米国側は第１
回日米合同計画会合以降の日本川各国立大学の短期留学プログラムの進捗を高
く評価し､日本国際教育協会(AIEJ)｢短期留学推進制度｣の奨学金プログラムの
創設を歓迎した｡日米双方は､日米の大学間交流協定に基づく個別の二大学問学
部学生交流推進が､より広範な学生交流に強い関連をもつものとして重要であ
ることを認識した｡また双方は､相互に有益なあらゆる支援を引き続き提供しあ
うことに関心を表明した。

３．本会合では両国間の短期学生交流について､以下の諸点について､活発かつ率直
な意見交換が行われ､日米双方にとり､極めて有意義な成果をみた。

＊

3-1.米国､Ｉがあらかじめ提出した1995年５月4日付けメモランダム(別添)に対す
る日本側メモランダムL』､２重の説明＊(資料３参照）

3-2.日本側参加大学のプログラム内容

3-3.学習の評価と単位認定に関わる事項を含めた日本語教育カリキュラム
3-4.単位互換のシステム､および履修内容に関する十全な情報提供の必要性
3-5.日本に短期留学する米国学部学生の背景､動機､期待､および､これらに関す

るローラシアン協会の調査結果(別添）
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4.上記の意見交換を踏まえ､今後の日米間の短期学生交流のさらなる促進のため

に､以下の諸点について､双方は話し合いを継続することを確認した。

4-1.短期留学のためのカリキュラム開発に関する意見交換

4-2.日本側各大学の短期留学制度の進捗状況の検討

4▲3.日米間短期学生交流に関する情報交換システムの織築に関する検討

4-4.1993年12月のCULCONワーキング･グループの共同声明で提案されたクリア

リング･ハウスに関し､日米双方はそれが日米間の学部学生交流拡大を成功

させるために基本的に重要であることを再確認し､CULCONワーキング･グル

ープにおいて､その仕組みについてさらに検討することを要請した。
＊

4-5.これに関連して米国佃Ｉが提示したクリアリング･ハウス構想(別添)につい

て､日本側は本構想が日米大学間交流協定に基づく短期留学促進に資する

可能性に理解を示した。＊(資料４参照）

4-6.米国側は､クリアリング･ハウスが両国の優秀かつ交流にふさわしい可能な

限り広範な学生にアクセスを与える形で利用され､また､双方向で活用され

ることに関心を表明した。

(iii,日米共同メモランダムを原文のまま掲載しましたの五

文中の031願_は当報告書には添付しておりません。
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1．米国学生の曰本短期留学の動機･期待･背景

ブIjlI大学学生部長（法学部教授）西村重雄

1．米国の学部学生中、他の国の大学で短期（１年祓いし１セメスター）の学習を希

望す騒者の比率は決して高く芯い゜米国が国際社会で果たす役割を考えると望雷し

くだく、長年にわたって改善のための努力を重ねてきている。とりわけ、日米関係

の重要性に鑑み、日米双方の学生の交流の促進が望まれる。

２．外国にでかける米国学生の圧倒的多数は、西欧諸国の大学に向かいこれ以外の国

は極めて少数である。世界的に利用度の高い西欧諸国語の櫨得･強化、西欧文化の

歴史修得といったファクターが働いていると考えられ、米国の大学とは制度運用は

異厳ることが多いが交流の経験を重ねることにより、単位認定もそれ芯りの機能を
果たしている。

８．日本への短期留学は、まず近時の円高により経済的に高いものとなっている。ま

た、これに加え、授業料以外の生活経費につけて確実な情報が伝えられず、また、

日本国内の地域差についても認識が十分でない。

この点から、日本国際教育協会の奨学金（月１０万円）制度は極めて有効であり、

授業料相互不徴収の特典、安い宿舎ないしホームステイの提供tRどは、大きな因子
となる。

４．（例えば、仏・独・西語といった言語と異なり）全米で考えれば、日本語教育の

水準は（特殊な例外を除けば）日本人向けの一般講義を理解しうる程度とは大きく
かけ離れてい愚。英語による講義が開かれ愚ことば米国の学生にとって基本的には
大変魅力あるものである。

同時に、日本への留学を希望する者の大部分は日本滞在中に日本語を学びたいと
考えている。もっともそのレベル･方法はざまざ雷である。

なお、米国における日本語教育の振興、日本学研究の促進と本プロジニクトの展

開は長期的には相互に深く関連するものといえよう。

５．米国の学生は、米国の大学の講義と同機のものを潮待している。すなわち、理解

しやすい英語で話され、講義がしっかりした骨組によって組立られ、その内容がシ

ラパスで予告され、リーディング・リストで十分予習した上で臨めること、（日本

で－般的雄一方的レクチャーで法･質疑の時間が十分に砿保されていることなど

が望まれる。

また、母校で、卒業必要単位として履修した科目のある程度の数が認定されるこ
とを希望している。

６．米国学生は、講義においてもそれ以外の場面（課外活動、日常生活）でも、日本

人との接触の機会の多いことを期待していろ。これは日本語学習の機会であると共
に、日本社会を体験するためである。
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７．米国学生は、多くは各大学のアドバイザーにより、日本留学の情報芯いしアドバ
イスを得ている。アドバイザーは教員･職員ともにその有する経験・情報から、留
学について相談にのり、単に経済的のみならず、本人の学業展開との関係で有益と
判断する場合に勧める。
ﾑｭｰ＊パー÷スメンフ＋メーン陣ソ・センターはこれらの活動を援助するため全米をカバーするインフオ」

に有効な働きをなすであろう。

ンフォメーシ曰ソ゛
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２．ジュニア・イヤー・アブロードのプログラムにおける

カリキュラムのあり方と単位互換

筑波大学副学長細野昭雄

ＬＪＹＡカリキュラムのあり方

（１）シラバスにおいては、提供されるコースをとる際に、それまでの学習に関してどのよう

な条件が必要であるかをできるだけ明示することが望ましい。例えば、筑波大学の「日本の経

済と金融」という授業に関しては、その授業をとる前に、アメリカないし日本において「経済

学入門」のような授業をとっておくことが望ましいということを明示する必要がある。

（２）アメリカの学生は、きわめて多様であり、したがって、ジュニア・イヤー・アブロード

ヘの参加対象となるアメリカの学生についてもそれに対応する形が必要である。一般論として

は、最初のｌ、２年はそれぞれのアメリカの大学に入学後、その大学に慣れる時期であり、ま

た基礎的な科目の学習時期である。一方、通常４年次にはアメリカの大学に戻っていることが

望ましい。したがって、３年次に短期交換留学を行うことが最も適当であると考えられるが、

２年次でも留学することや、またアメリカの大学で４年間学習後に、５年次に留学する可能性

などを含む柔軟な受入れが行われることが望まれる。

（３）筑波大学のジュニア・イヤー・アブロードの通常のコースは、全体の呼び方はメジャー

・コーシーズ・オファード・イン・イングリッシュ（アッパー・ディビジョン・コースと呼ぶ

ことも可能）とし、またスペシャルコースは、ベイシック・コーシーズ・オファード・イン・

イングリッシュ（ロウアー・ディビジョン・コースと呼ぶことも可能）等とする方がよいと考

えられる。

（４）インディペンデント・スタディーズを行い、それに対して単位を与える可能性もジュニ

ア・イヤー・アブロード・プログラムの一環として行う可能性も指摘された。また、これに準

ずるダイレクテッド・スタディーズの可能性にも言及された。

（５）企業でのインターン・シップを行う場合には、そのことについてのレポートを書かせ、

そのレポートに基づいて単位を与えるのが望ましいことも指摘された。

（６）日本の各大学間における分担や特化に関しては、今後、ジュニア・イヤー・アブロード

・プログラムを実施し、その経験に基づいて新たな進展も考えられるので、それを見極める必

要があり、最初から各大学の間での分担を考えるのは時期尚早であるとの指摘があった。ただ

し、各大学がその特徴を持ったコースを組み、それを広く周知させることは重要であるとの考

えも示された。例えば、広島大学は、平和研究、環境に関するコース、人権に関するコースな

どを開講することに関心が示された。

2．アメリカの学生のＪＹＡへの期待と授業における留意点

（１）アメリカの学生は、一般的に授業が十分に準備され、教え方が優れていることを常に強

く期待している。また、授業のための教科書が良いものであり、授業では詳細な例が示される
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こと、学んだことの学習を行う練習問題などが十分に用意されていることを期待している。ア

メリカの学生の場合、よい成績をとることに強い意欲があり、十分な授業の準備がなされてい

て、自習をしやすい条件が整っていれば、非常によく勉強する。

（２）以上の点が十分に整っていない場合、学生は非常に強い不満を持つことが多い。

（３）授業において質疑応答をし、討論をすることを強く期待している。

（４）持ち帰って学習するように指示された練習問題などは、それがその科目の最終試験で用

いられることを当然のこととして期待している。

（５）授業において話された内容についての要約が、配付されることを期待している。

（６）アメリカの学生は、日本の学生のように多数の単位を余分にとっておくということをし

ない。これはアメリカの大学でそのようなことが出来ないように上限を課していることにもよ

るが、通常アメリカの学生は、必要単位数を４ないし５単位上回る程度の受講しかしない。

（７）以上は、アメリカ的な教育方法に慣れたアメリカ人学生の期待するところであり、一般

的にはアメリカ人学生は「教育の消費者的」メンタリティーを持っているといえる。したがっ

て、アメリカ人学生は、教育や学習の責任が主として教える側にあるという考えが強い。これ

に対して、ヨーロッパでは教育や学習の責任が学生にあるという考えが強く、日本もこれに近

い。

（８）アメリカでは、一般に上記のような期待があることから、例えば大学の教授の内ネイテ

ィブでない教授の授業に対しては、不満に感ずることも多いとされる。

（９）こうしたアメリカ人の学生に対しては、日本の教育法はアメリカとは異なるということ

を予め十分に知らせておく必要がある。すなわち、日本における学問的文化（アカデミック・

カルチャー）の基本的理解を深めておく必要がある。このような文化的な側面についてアメリ

カ人学生に対するオリエンテーションを事前に行い、日本での教育方法を知ることもまた日本

理解に繋がることを教える必要がある。

（１０）一方、日本側にとっては、アメリカ人学生のこのような積極的授業への参加は、日本の

教育を改善することに貢献するという指摘もあった。

（11）いずれにしてもアメリカ人学生は、授業の内容がどのようなものであるかについて事前

に非常に詳しく知ることに強い関心を持っている。したがって、このことについての詳細な`情

報を提供することが望ましい。また、後に検討される単位互換のための情報としても、以上の

内容が詳細に示されていることが望ましい。

3．単位互換について

（ａ）単位の計算方法について

単位互換については、まずアメリカにおける単位数の計算方法について説明があった。通常

は５０分の授業を１５回行うのが１セメスター・アワーとなり、これがｌ単位として通常計算

される。通常の講義は、１週間に３回の５０分授業を１セメスターに行うもので、これによっ

て３セメスター・アワーとなり、３単位を取得するというのが最も典型的な形である。上記の

１セメスター・アワーをｌコース・クレジットと呼んでいる。

これに関連して、筑波大学の授業の詳細な説明を書いた資料を配付した。この資料に基づき

、筑波大学は各回７５分で１０回の授業からなるものがｌ単位となっているとの説明を行った
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が、この説明に対し、それはアメリカの１セメスター・アワーに完全に一致するものであり、

単位互換の計算に際し、計算しやすいものであるとの回答があった。また筑波大学のジュニア

・イヤー・アブロードのプログラムにおいては、２単位のものが多いが、それについてアメリ

カ側のメモランダムには、３単位のものを基準としていることから問題はないかと質問したと

ころ、その点については全く問題がないとの回答あった。

なお、通常正規の学生は、１セメスターの期間１２のセメスター・アワー（したがって’２

単位）をとることが基準となっている。例えば学生の奨学金など資金面での援助を受ける場合

、１２のセメスター・アワーの授業をとることが条件となっている。

ただし、実験などの場合、より多くの時間を前提として単位数が計算される。

また、１週間の５０分の授業に対し、自習する時間がその倍必要であるとの前提があるとの

説明があった。

なお、毎週５０分の授業を１０週行った場合は、ｌクォーター・ユニットという数え方もあ

り、１クォーター・ユニットは３分の２のセメスター・ユニットに対応するものである。した

がって、筑波大学の毎回７５分で１０回の授業を行う場合には、１．５クォーター・ユニッ

トの授業となり、これがｌセメスター・ユニットと一致するとの説明があった。

（ｂ）単位互換の基本的考え方について

単位互換の基本的考え方としては、主として次の３つの考え方があるとの説明があった。

第一は、直接同一性を確認する方法である。（ダイレクト・エキバレンシー）

第二は、互換する授業の内容の透明性と比較可能性を重視し、詳細な授業に関する情報に基

づいて、単位互換が行い得るかを判断する方法である。（トランスパレンシィーとコンパラビ

リティー）

第三の方法は、大学全体を一定水準以上にあるものとして認め、その大学で行われる授業の

単位は、原則として自動的に認めるというものであり、アクレディティション・モデルと呼ば

れるものである。これらのうち、最もジュニア・イヤー・アブロードの場合に行い易いのは第

二の方法であり、そのためには詳細な授業の内容、受講する際の各種の条件（試験の方法、参

考書、授業方法等）を相互に交換する必要があるとの説明があった。

また、ヨーロッパのエラスムスのプログラムでは、エキバレンシーを重視する第一の方法は

用いられなくなっており、現在は第二の方法が中心となっている。また、ＯＥＣＤやユネスコ

においてもこの第二の方法をとることが、より適切であるとの考えが強い。また、単位互換の

実際上の問題として、互換された授業のコースの番号をどのようにするかが問題にされた。通

常匹敵する授業の番号を付ける傾向がある。しかし、例えばペンシルバニア大学の場合は、各

学部が特別な番号を用意しており、それをジュニア・イヤー・アブロードで受講した授業に当

てはめるという方法も取られている。

また、カリフォルニア大学では、非常に複雑なシステムが用いられている。

いずれにしても、日本側の授業内容に基づいて、それをアメリカのフォーマットに翻訳しな

おす必要がある。（トランスクリプトのトランスレイション）

さらに、日本の通年授業（スルー・ザ・イヤー・プログラム）はジュニア・イヤー・アブロ

ードにとっては一つの障害となる可能性があり、検討の必要があるとの指摘があった。
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3．H1gineering分野の短期学生交流について

ﾌﾞENI大学工学部教授内野健一

千葉大学工学部教授吉川明彦

Engineermg（工学系・理系）に関する検討は全体会議の他に，小グループでの分野ごと
に開かれたセッションでも行われた。小グループのセッションには，米国側からＵＣＬＡの

ＫＯno教授，同大学留学プログラム担当Ｐ・WOllitzer博士，Wisconsin大学Ｔ､Chapman

教授およびLaurasian協会ＰＰａｎｎ氏，日本側からは千葉大学吉川明彦教授それに九州大

学の内野が出席した。以下，その要点を列挙する。

1．これまでの米国の理工系学生の日本への留学の動機はおよそ次のようである。

１）日本の高度な技術および産業のあり方にひかれた。

２）日本系の会社に就職する際に有利な条件となる。

３）冒険心。

４）自分が日系であるから。

５）専門分野における日本の技術に対する興味から。

留学時期等について

１）米国側から次のような指摘があった。つまり、米国の３年次の工学系学生が１年間

日本に留学することはほとんど考えられない。その理由は米国人学生がcost

benefitに敏感であり，３年次の１年間を日本で過ごすことは確実に卒業が１年遅

れることにつながるためである。

ただし、本年10月末現在の九州大学のプログラムJTW95-96の内定者28人の

うち10人は理工系（1年生２人、２年生３人、３年生３人、４年生２人）であり、

全体の３分の１以上である。このことのみを以て楽観はできないが、このような可

能性があることは注意しておくべきであろう。

２)最も可能性の高い時期は，２年次の後期（米国の２学期）の半年から９ない１０か

月程度(３－４月から１１‐１２か月)である。あるいは４年次学生(SeniorleveL

Fifthyearstudent）も考えられる。その理由はこの時期には学問がより専門化

しているので，日本に学ぶことにより専門の知識を深めると同時に，それ以外の面

についてもより積極的に価値を見出し得るからである。

その後、本年10月ＵＣＬＡのＫＯno教授から、２年後期と３年前期の工学部学

生を対象とした１学期のプログラム（Semester-longEngmeermgExchange

Program）の案が寄せられた。なお、九州大学ではJYW95-96から１学期のみ

の学生も少数ではあるが試験的に受け入れる計画である。

３）一般的に理工系の学生は，専攻した領域の勉学に熱心であるが，経済的な負担が

少なく，かつ卒業が遅れなければ，かなり多くの優秀な学生が日本への留学を希

望するものと考えられる。

４)種々の条件が整備され、理工系の学生が増加すれば、場合によってはひとつのプロ
グラムの中に文系、理系の２コースを設けることもあり得よう。

2．

－２０－



3.講義について

１）米国側から見た場合，講義の内容は，日本に焦点を当てたものと，卒業要件充足の

ためのより一般性の高い講義の適切な組み合わせがよい。

２)多様なbackgroundを有する学生を対象とする場合に，講義の内容が境界領域的な
ものとならざるを得ないことが多いことは理解できるが，この種の講義は専門課程

の必修科目の単位としては認定されにくい。しかし，選択科目としてなら認定可能

である。

３）上述の選択科目としてなら，という意味はレベルの低い講義と見なされると解釈

すべきではない。境界領域的な講義は知的な刺激に富むことが多い。

４）日本留学を希望する理工系の学生は日本語，日本の文化，歴史に興味を持ってい

るものが多い。

4.Internshipについて

１）internship（学外実習）については，専門分野の実際を見学，体験することにより，

専攻あるいは関連する領域の理解を深めると同時に，日本の産業，技術の現状の

を知ることに役立つという意味で賛同が得られた。

２）ただし，学年によって収得した専門的知識のレベルが異なるので，一般的な理解を

深めるためのmternshipと,専門的に深い理解をめざすinternshipの二つにわけ，

目標を明確にしておくことが重要である。

３）すでに述べたように，短期留学プログラムではその特殊性から，教育内容が一般的

なものになりやすいが,internshipは後述のindependentstudyと並んで,学生の

専攻する分野の知識欲を満すためにも効果がある。

5.Independentstudyについて

１）independentstudy（自主研究）につては，まずこれを実施した九州大学がその内

容ならびに教官や学生の評価を紹介しところ，日米双方から大きな関心が寄せられ

た。このstudyは理工系に限られるものではないが，次に述べる理由からとくにこ

こで取り上げておきたい。

２)米国の大学の理工系学部では，現在，日本でいう卒業研究を行わないところが多

い。しかし，九州大学のプログラムに参加した米国人学生も指摘するように，実験

室において一つのテーマのもとに研究を行うこと(Laboratoryposition)を希望する

学生は多い。すなわち，independentstudyは日本で学ぶことの魅力のひとつにな

り得るものと考えられる。

３）実験室あるいは実際の研究の場で，教官，大学院学生等と一緒に研究する場合には

日本人との接触も機会も増え，その意味でも貴重な機会を提供することにもなる。

さらに大学院の学生が指導の一端を担う場合には,院生本人の教育経験になると同

時に教官のロードの軽減にもなろう。

理工系における教育は，どの国においても整然と順序立てられたカリキュラムに沿って

行われているという事実を反映して，学生が他分野に比して途中で外部に出にくいという
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問題があることは，これまでも認識されていたところである。今回の会議においてもこの

問題を再認識せざるを得ない面があったのも事実であるが，同時に，上述のように学生の

交流促進のための建設的かつ具体的な意見の交換と考え方が提案されたことは，評価に値

するものと考えられる。

(了）
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4．ｶﾘｷｭﾗﾑ開発にかかわる第二回合同計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ会議出張報告書

一橋大学経済学部教授水岡不二雄

九五年六月二二日から二七日までの五日間、合衆国の中等後教育改善基金（ＦＩＰＳＥ、

FundforthelmprovementofPost-secondaryEducation）の助成を得て、インディアナ

州リッチモンドにあるアーラム大学に日米合計二四名が集まり、カリキュラム開発にかか

わる第二回合同計画グループ会議が開かれた。日本からは、すでに特別プログラム開設を

決めている国立大学のうち、九州大・東京大・筑波大・大阪大・千葉大．広島大、ならび

に文部省留学生交流政策室の関係者が参加し、一橋大から筆者も含め二名が加わった。合

衆国側からの参加者は、アメリカ大学協会会長・日米友好基金事務局長をはじめ、ペンシ

ルベニア大．カリフォルニア大・ウィスコンシン大・オハイオ州立大.ローラシアン協会

関係者であった。会議では、留学生の日米間モピリテイにおける不均衡是正という基本的

認識にたって、短期留学プログラムにおけるカリキュラム内容・単位互換の可能性．日本

語要件．クリアリングハウスを設置し受け入れ米国人学生を交流協定校外に拡大する可能

性、そして￣ケ月程度の超短期の視察旅行に関する大学間相互交流の可能性など、幅広い

問題がきわめてプラクティカルなレベルで論議された。

短期留学カリキュラム開発において合衆国側がとくに関心を示してきたの彌は、教養．日

本語・経営学・工学の四分野であり、さらに学際的・問題志向型コースも提案された。九

五年五月には、合衆国側からそれぞれにつきカリキュラム案が提示された。経営学の分野

で立案を担当したのは、一橋大とすでに交流協定があるペンシルベニア大学ワートンスク

ールで経営学の教鞭をとるマイケル・ユスイームMichaelUseem教授で、今回の会議に

も姿を見せた。このカリキュラム案の文書は、合衆国の学部レベルにおける経営学のカリ

キュラムは、近年いっそう文理系教育とグローバル化・語学学習．自主性を志向し、エス

ニックな問題・グローバル化の問題が扱われるようになったと述べ、これに対応できるよ

う、経営学と非経営学科目とがバランスし、日本語の事前の知識を生かしつつ英語で学ぶ

機会も与えられる短期留学プログラムを求めている。一年間のプログラムの例として、経

営学を二～四科目・それ以外を四～六科目履修し、これに日本語教育と企業実地研修（
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internship）をくわえた課程が提案されている。交流学生の日本語能力については、現行

の一橋大との交流のように三年間の日本語学習を要件とすればこのプログラムに「参加で

きる合衆国の学生数を著しく限定してしまう」とし、こうした条件に影響されないプログ

ラムを作ることを求めている。

さて、一橋大学はまだ短期留学生用の特別プログラムを設置することを決定していない

が、この一橋大に対して、合衆国側から批判がなされた。

批判はなにより、一橋大学の学生国際交流委員会が学長に対し留学生政策の基本方針と

して九三年七月に学長に答申した『外国人留学生受入の現状と提言』で、交流学生に対し

ても「原則として日本語能力試験二級以上」を要求し、合衆国からの交流学生に対しては

ＥＴＳ（EducationalTestingService）の日本語試験受験を義務づけていることにむけ

られた。すなわち、ＥＴＳの試験は実施方法に問題がある（問題が二種類しかなく、過去

の受験者の噂から問題が漏洩する可能性があって公正を期せない）うえすでに合衆国で行

われなくなっており、日本語能力試験も全米で年一回、－ヶ所だけで行われているにすぎ

ず、しかも試験問題は中国人など母国語で漢字を使う人々に不当に有利である。合衆国の

交流学生にこの受験と二級合格を要求することは、米国人交流学生に対し一橋大学にくる

な、といういわば非関税障壁を設けていることと同じである。事実、ペンシルベニア大学

から現在一橋大学にきている米国の交流学生は、幼少時から日本語に接する機会があるな

ど特別な条件をもつ者に限られており、より幅広い同大学で学ぶ母集団から来日交流学生

が決定するという状況にはなっていない。これでは、一橋大学と合衆国諸大学との間にあ

る留学生フローの不均衡を是正することは困難であろう。

これに対し、すでに動きだしている特別プログラムのうち、筑波大のものは日本語要件

が母国で一五○時間（初級一年間相当）の学習となっており、一般の米国人学生でも対応

できる。また、東京大学の場合には、一切日本語要件が課せられていない。このままでは、

米国人の社会科学系短期留学生のフローは、語学要件の適切な特別プログラムがすでに用

意されている他大学に向かい、一橋大学は選択肢に次第にのぼらなくなって、専門領域で

有能な米国人交流学生を受け入れる機会を失うだろう、との危倶も表明された。たしかに、

自由競争が経済・社会の一般的原理としてますます強調される今日、イタリアのボッコー

ニ大・タイのタマサト大など、英語を母国語としない国の世界的に有力な大学は、経済・

経営学関係で英語による外国人用プログラムを整備する努力を怠らず、世界から有能な交

流学生を集めてグローバルなハブ大学としての地位を確固たるものにしている。この会議
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のある米側参加者が以前一橋大学を訪れ、日本の他大学と比べてもアジア人以外のエスニ

シティの学生がキャンパスにあまり見られず、国際化されていない印象を受けた、と語っ

たことも考えあわせると、この危倶に知らない顔をしてすますことは難しい。

もっとも、他の国立大学のように、短期滞在する留学生が履修するすべての講義を英語

で提供するカリキュラムを組み、英語だけで留学生生活を送れるプログラムにすることが

最善かどうかについては、いろいろな考え方がありうる。昨年一二月の大阪におけるＵＭ

ＡＰ大会で論議になったように、短期留学における「場所の経験」の一つとしてもホスト

国の語学学習は重要で、これは合衆国側も短期留学プログラムの一環として求めているも

のである。筆者は以前香港大学に二年近くいたことがあるが、香港大では講義がすべて英

語で行われるので、せっかくの香港滞在にもかかわらずあまり広東語が上達せず、残念に

思ったことがある。そこで、一年間のプログラムの場合、まず六～七本の科目を「コア科

目」として新設して英語で提供し、中級日本語（一五○時間の初級コースの母国における

履修を要件とするもの）の集中授業とあわせ第一セメスターに交流学生に履修させ、第二

セメスターには「サテライト科目」として、現行どおり日本語で授業する既存の専門科目

を履修させ、日本語能力向上と日本人学生との交流の場を確保する、という方向性もあり

うる、という小生個人の提案を、会議の席上で行っておいた。従来から一橋大学の学内に

願望のある、社会科学系の日本語教育に重点をおくという構想も、このプログラムのなか

で位置付ければ生きてくるのかもしれない、と思った。
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5．日本語教育について

大阪大学留学生センター

西口光一

筑波大学国際関係学類

綾部裕子

相死亘喜

本報告では主として７月２５日の午後に行われた分科会の日本語教育部会について報告す

る。部会参加者は野田真理氏（オハイオ州立大学）、ジェーン・スポールディング氏（Ａ

ＡＣＵ）、フィリップ・パリン氏（ローラシアン協会）、稲田勝彦氏（広島大学）、綾部

裕子氏（筑波大学）、そして西口光一（大阪大学）である。まず最初に野田氏より、アメ

リカ側が期待する日本語コースの概要の説明があった。その後は自由討議に入った。自由

討議で出された意見で重要と思われる点は、(1)日本語教育は短期留学プログラムの中で重

要な位置を占めるが、中小規模の大学の事情を考えるとそれほど多数のコースを提供する

のはむずかしいのではないか、(2)現在の日本の大学の日本語教育の状況と短期留学プログ

ラムの日本語コースをいかに調整するかが問題、という２点。学生の多様性（日本語の既

習レベル、専門、興味、慣れている教授法等）を考えると各校でいろいろと工夫する必要

があるとの結論。

里子Ｅ日日ごＣＤ幸艮イーテ アメリカ側が期待する日本語コースの概要

コースの概要目研究環境と社会環境での会話的技能とストラテジーの習得に主眼を薑置く。

学生の学習段階の興味の多様性に対応したコースを策定する。

一ス策定

(1)柔軟性

学習者の日本語学習の背景はさまざまである。学習者がすでに２．３年日本語を学習し

ている場合、彼/彼女らが受けた日本語教育はこういうものだと一概には決して言えません。

また、日本の大学で行われている日本語教育も、受け入れている学生のタイプや教師が持

っている教え方に関する考え方によって教育目標や教育の主眼が多様になっている。それ

ゆえ、日本語プログラムの策定にあたっては、学習者のニーズに対応できるように十分に
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柔軟なものにすること、および、個々の機関の日本語教員やプログラムの状況の条件下で

最も有効な方法をさぐること、の２点を十分に配慮することが肝要である。

(2)関連性

短期留学の中の日本語教育は、教育内容が留学中の環境で直接に役に立つものになって

いると、最も価値が高くなるだろう。関連性の原理を適用すると、各学習段階で教育内容

の焦点は違ってくる。例えば、初級段階では外国語の環境で生活することのフラストレー

ションを低減するようにしなければならないし、上級段階では研究者との交流に主眼を置

かなければならない。

コースの形態

以下に３段階の形でコースを提案する。各レベルは２つのコースが並行してあり、それ

ぞれのコースは１学期・３単位の授業２つからなる。例えば初級段階の４つのコースは次

のようになる。

秋学期

日本語１

+して/ｊ６１)Ｍ

日本語３

春学期

日本語２

iして/ＭｉｌＩｉ

日本語４

学生は、各自のレベルや興味により１年間の間に１つから４つのコースを取る。それに

は以下のように７つの可能性がある。

１＋２

３＋４

１＋３＋２

１＋３＋２＋４

１＋２＋４

３＋４＋２

１＋３＋４

２つの並行したコース（例えば、初級段階の１と３）の内容は、各機関で決定するのが

適当と思われる。例えば、ある機関では話し言葉と書き言葉のコースというふうにするの

が有効かもしれない。また、ある機関では一般日本語コースと専門日本語コースに分けた

方がよいかもしれない。また、工学系の学生には一般日本語と専門日本語という分け方が

有効かもしれない。コースの策定にあたって考慮すべき要因は（これがすべてというわけ

でなないが）、（１）日本語教員の教え方に関する考え方、(2)アメリカからの学習者の種類、

(3)他の国からの学生の種類、(4)コースのレベル、(5)アメリカ人学生が参加できる英語・

日本語による授業の種類、である。
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苔ＦＩＺ会＝言寸言命

以下に日本語部会討論で提示された意見を紹介する。

・日本語学習の目的はごく簡単に言うと、

（１）日本滞在中の生活のため

（２）それぞれの環境(勉学の場や研究室も含めて)でコミュニケーションができるように

ということである。

・日本語学習は勧めた方がいい。

・日本に１年行く学生で、何らかの目的で真剣に日本語を勉強しようという気持ちがない

学生はないだろう。

・中小規模の大学のことを考えると、それほど多くのコース（野田案では１学期の６コー

ス）を提供するのはむずかしい。

・日本語の大学間交換はできるか？

・しかるべき資格のある教師が教え、コースの内容がきちんと記述され、その上評価など

も出ていれば、単位の認定は問題ないだろう。

・日本の国立大学では現在主として３種類の日本語教育を行っている。それは、

（１）国費留学生のための６カ月の日本語集中コース

（２）学部留学生のための外国語科目としての日本語

（３）主として大学院の属する研究生と院生等に対する日本語補講

である。短期留学の学生はどこにもあてはまりそうにない。つまり、多くの場合短期留

学生のために新たに授業を開設しなければならない。それが可能か。

上以
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全体会におけるディスカッション

＊日本語の単位の米大学における読みかえについて

Ｑ：日本で１年間日本語を勉強して上達し、たとえばそれがアメリカでのコース履修の

２年分に当たり、帰国後に試験で好成績を収めたとすると、アメリカの大学が３年次、

４年次分の日本語の単位に読みかえるということは可能か？

Ａ：できない。４年生の単位を試験のみで認めるという方式はない。取得した単位数と

同数の単位を認められるのみである。学生が日本で単位を取得して帰国した場合、アド

ミッションズ・オフィスにいき、まず「ジェネラル・クレデイッツ」を認定してもらう。

何のコースでもかまわない。単位数だけ認めてもらうい、これでcredittransferは完

了する。次に各学部が読みかえを行う。ここでたとえば、日本で取った日本史の単位

を日本語の単位として読みかえる、ということはあり得る（オハイオ州立大）。

＊日本語教育に関するサジェスチョンと問題点

．近くにある二つの大学が留学生を受け入れている場合､Ａ大学の留学生がＢ大学の日

本語教育を受ける、ということは可能だろうか（日本国内の大学間交流の可能性）。

・大学によっては日本語教育を行っていても、補講という形式でやっていて単位は出さ

ない、という問題がある（筑波大学の場合は単位を取得する／補講として受講するとい

う選択肢がある）。

・日本で日本語を勉強して帰ってきても、帰国してから履修する上級コースがない、と

いう問題もある。時には日本語の単位を取得して帰っても母校で日本語コースが開設さ

れていない場合、単位の読みかえができない、という可能性も生じる。

＊アメリカ人留学生の日本語レベルについて

・特定の大学が日本語学習を留学の条件とするのはいいが､日本語を全く知らないでも

受け入れる大学があってほしい。

･東大、九大は条件をつけていない（ただし、履修してくるようリコメンドする）。

・日本語のレベルは専攻分野によって異なるだろう。サイエンスであれば日本語を知ら

なくてもよいかもしれないが、文学ならそうはいかないだろう。

・日本語で教育を受けるためには７，８年の日本語学習が必要である。これは学部学生

のレベルを超えている。
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日本語で行っている授業であっても、重要な点を英語で言い換えたり、

グ．アサインメントを英語の文献に替えたりすれば、学生の日本語力が７，

でなくても受講可能である。

リーデイン

８年レベル

．「易しい日本語による授業」には賛成できない。これは授業の内容を水で薄めるよう
なものだ。１学期目には英語によるコア・コースを履修させ、同時に日本語の時間外集

中授業も受けさせて、２学期目には一般学生と一緒の日本語による授業に出させるのが
良いと、個人的には思う。

・ＵＣＬＡでは日本語初級は秋学期から始まり、１５セクションある。しかし学部毎に

プライオリティを設けていて、工学、サイエンスでは日本語学習のプライオリティがも
っとも低くなっており、初級に入れない。初級に入れないということは、日本語が学べ

ないということだ。

.（筑波大学が設けている）日本語１５０時間の既習という留学の条件についてだが１
５０時間、といっても実際には非常に異なった内容が考えられる。高校での１５０時
間と大学での１５０時間も大いに異なる。意味がないのではないか。

．しかし「１５０時間」ということには「日本に興味があって、すでに日本語学習を始

めている学生に来て欲しい」というメッセージが込められている。

、日本語の学習時間による条件よりも日本語能力試験の成績を条件にしたほうがいい
のではないか。

しかしこれは学生をもっと限定してしまうだろう。

＊ＦＯＲＥＩＧＮＬＡＮＧＵＡＧＥＡＣＲＯＳＳＴＨＥＣＵＲＲＩＣＵＬＵＭ

ＵＣＬＡでは、日本語教育に限らず、ある特定の課目を英語以外の言語を次第に多く

交ぜながら教育していく試みがすでに長年なされている。アーラム大学でも日本史など
は日本語でディスカッションを行ったりする。この傾向は世界的にも見られ、筑波大で
は英語で－部の授業を行っているが､ヨーロッパではこれが非常に一般的になっている。
これはForeignLanguageAcrosstheCurriculumと言われ、まだ端緒についたばかり
だが、次第に広がりつつある。

、私は個人的には日本人が日本人相手に英語で授業をすることには違和感がある。そ
れよりも教官を交換して英語で授業してもらうのはどうか？（それもよいという声）

、テレビジョンによるホーム･ユニヴァーシティからの授業というやり方も一部では実
施されている。
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、日本人でも長年外国で教員をしていて英語による授業に何の支障も感じない教官も
いる。

＊日本語教育と成果の共通評価尺度

､私は日本語教育の評価に興味があぉ。何らかの日米共通のテストが開発されるとよい

(それはずいぶん先の話だろうという声）。

、大学間協定を結んだ大学同士の日本語教育の日米教官が集まって話し合いをするの
がベストであろう。アメリカの大学が自校の種々の分野の教官を日本に送る、という形

では同様の試みがすでに行われている。

以上
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6.(短期留学カリキュラムについての各大学別のカリキュラムの討論内容）

カリキュラム・アブロード・プロジェクト

第２回日米合同計画会合要旨報告

千葉大学工学部吉川明彦

１．はじめに

標記の会議が、AAC&Ｕと国立大学協会JUSSEP小委員会双方の代表者および関係
機関の代表者（別添）により、1995年６月２３日より２７日までの５日間、米国イン

ディアナ州リッチモンドのアーラム大学にて開催された。千葉大学からは「千葉大
学短期留学国際プログラム委員会（委員長：下村由一文学部教授）」の理系ワーキ
ングの取りまとめ責任者である原田義也教授（工学部機能材料工学科）の代理とし
て、吉川（工学部電気電子工学科教授）が、このプロジェクトに対する千葉大学で
の取り組み姿勢・進捗状況の説明、および、理工学系カリキュラムの日米での意見
交換・調整を主務として出席した。

会合は、このプロジェクトに対する双方の代表者および関係者の積極的な取り組
み姿勢を反映して、極めて友好的かつ前進的な雰囲気の中で進められ、添付の資料
にもあるように日米共同のメモランダムの作成にまで至り、成功裏のうちに閉じら

れた。なお、本会合の成功の要因の一つとして、本会合がアーラム大学のウッズ学

長夫妻のきめ細かい配慮と献身的な態度のもとに行われたことが上げられ、小生と
しても先ずはじめにこの場を借りて同夫妻に対する深謝の意を表したい。

本報告書では、会合の概要を説明するとともに、別添の関係資料を基に、千葉大
学に関連する事項を中心に、会合の要旨をまとめた。

２．会合全体の概略

本会合の主目的は、日米共同でこのプロジェクトのモデルになりうる「モデルカ
リキュラム」を策定することであるが、本プロジェクトを円滑に進めるための日米

双方の相互理解がまだ不十分であり、どちらかというと「プロジェクトを円滑に進

めるための相互理解を深める」ことを中心にして、会合全体の議題は出席者が集

まってから適宜決められていくというように、極めてフレキシブルに設定・運営さ
れていった。

まず、全体の会議を始める前に、出席者が日本側および米国側に分かれて、それ

ぞれで本会合でどのようなことを検討すべきかを話し合った。日本側としては、

「カリキュラムの打ち合わせ(Curriculumdiscussion)」、および、「相互理解・

情報交換(MutualunderstandingofsituationｉｎＪａｐａｎａｎｄＵＳ.)」を最重点に
すべきことを確認した。

全体会議では、上記提案および米国側提案の「いかにしてこのプロジェクトに米

－３２－



国学生を参加させるか(FascilitationofUS､studentparticipation)」を主要議
題として確認の上、本プロジェクトの背景が米国から日本への学部留学生の数を増

やすことであることから、日本側の各大学からの説明に対する米国側からの質問と
いう形で始められた。まず、昨年秋からこのプロジェクトを既に開始して、この秋

には修了生を出そうとしている九州大学、また、本年秋より開始すべく既に受け入
れるべき学生をほぼ決めている筑波大学（国際関係学類が主体）と東京大学（駒場
の教養学部が主体）の両大学、合計３大学からの、本プロジェクトの進捗・準備状
況の説明、および、プロジェクト全般に対する理解を深めるための日米双方からの
質疑から始まった。次いで、来年秋からプログラムを開始しようとしている５大学
（千葉大学、大阪大学、広島大学、東北大学、名古屋大学）のうち、本会合に出席
した千葉大学、大阪大学、広島大学が準備状況の概要を説明した。また、今回は

「経済（ビジネス）」関係の専門領域からの学生の受け入れを検討している一橋大
学からも２名の参加があり、学生の受け入れ姿勢などが説明された。

会合全体の中では、単位互換と日本への短期留学に対する米国学部学生の動機や
期待などについても大きな比重で討論された。

また、今回は全体会議の他に、「日本語教育」、「一般教育」、「工学（理
系）」、「経済（ビジネス）」の小グループでの話し合いももたれ、吉川は「工学
（理系）」のグループに参加した。

a千葉大学からの説明

千葉大学の進捗状況は添付資料の3-1から3-3を基にして説明を行った。
まず、千葉大学の英文パンフレット（資料3-1）にて、本学の学部構成、学生

数、留学生数とその出身国等を説明した。

次に、CH1BAUNlVERSITYINTERNATIONAL曰くCHANGEPROGRAM（資料3-2
：千葉大学の計画の概要を４頁に要約したもの。）をもとに、下記事項を説明し
た。

（１）千葉大学での短期留学国際プログラムの概要とそれに対する考え方の説明
（学期の時期、留学生の受け入れ条件は交換協定の締結が必要なこと、授業料の
支払方法、奨学金など）。また、千葉大学としては総勢２０名のうち文系と理工
系それぞれ１０名づつを受け入れる旨を説明した。（資料3-2の1/4頁）
（２）千葉大学の文系、理系、共通、日本語教育科目の概要の説明（同2/４頁）
（３）理系コースの説明（同3/４頁）。ここでは千葉大学の理工学系プログラム
の特徴としてResearchＷｏｒｋと夏期あるいは春期休暇中のInternshipを考え
ていることを説明。

（４）日本語教育の説明（同4/４頁）。これに対しては何故単位が認められない
のかの質問が出され、留学生センターからの修了認定証明が出される旨を説明し
た。米国側の反応はこれでも米国にて単位認定が可能なようなニュアンスの発言
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があったが、基本的には単位を認定して欲しいようであった。

以上の他に、資料として文系と理系の各授業科目（コース）のより詳細な説明資

料を米国側委員に配布した。

来年秋から留学生の受け入れを検討しており、今回この会議に出席した大阪大学

と広島大学に比べて千葉大学の準備はやや進んでいることがわかった。しかし、先

発の九州大学、筑波大学、東京大学の例を聞くと、受け入ｵlパンフレットの作製、

学生を受け入れるための交換留学協定の締結と学生のリクルーティング、文系・理

系ともにより詳細なカリキュラムの策定、学生受け入れ時の住居等々、全学の委員

会にて早急に具体的な作業を進める必要がある。

４．単位互換について

米国内の大学では同レベルの大学間において単位互換は広く受け入れられている

システムであり、短期留学国際プログラムについても同様な思想で対応していく。
単位互換をする上で、必要な事項は、講義内容の詳細（何がどこまで教えられる

か？講義に対するprerequisiteは何か？教科書のreadingとhomework等）、

試験の点数（優、良、可などではなく素点）、指導教官のQualification、などで

ある。また、米国の学部学生は宿題を出さないと全く勉強をしない、学生は極めて

intolerantforpoorteaching、講義内容やOHPの教材などはそのコピーを学生に
配ることなどの情報（？）が提供された。

米国とヨーロッパ間でも単位互換は進めており、基本はシラパスにおいて、

ｉＩＴｒａｎｓｐａｒｅｎｃｙａｎｄｃｏｍｐａｒａｂｉｌｉｔｙｉｓｃｒｕｃｉａｌｔｏｅｓｔａｂｌｉｓｈｃｒｅｄｉｔｔｒａｎｓｆｅｒ

ｓｙｓｔｅｍＪであることが必要。

講義時間数としては、米国では（50分）ｘ（１５週）＝１（学期時間semester

hour）つまり１単位であり、週３回の授業で３単位を与える。日本で慣例の（９０
分）ｘ（１５週）＝２単位は、講義時間数が±5-10％は許容ということで、単位の

数え方として全く問題はない。実験については（3時間）ｘ（１５週）＝１単位であ

る。

米国の平均的な学部学生は常時15-18semesterhoursを履修しており、例え

ば、これが１２以上にならないと政府からの奨学金などは打ち切りとなる。

なお、非常勤講師についての質問が日本側から出され、これについてはその質が
問題であり、教官が常勤か非常勤かは問わないとのことであった。

5．米国学生の日本留学へのmotivation

・日本の技術や文化に対する興味

・将来日本での仕事を得たい
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･冒険心等

6．日本留学した米国学生の統計資料

・男性６０％、女性40％。（OECDではより女性が多い傾向）

・白人（含むノンヒスパニック）７０％、アジア系アメリカ人２４％

・学年は、３年が５４％、４年が３７％、２年が8％。

・学問分野は国際学、ビジネス、日本語関連が70-80％。

・学費と生活費の合計は約＄27,000.

.動機としては、一般教養８４％、語学８２％、専門65％。

・奨学金受給者７１％・学費と生活費の５０％をローン。

７．理系・工学系コースについて

米国側から、ＵＣＬＡのＫＯｎｏ教授、RWolitzer留学プログラム担当、ウィス

コンシン大学のTChapmann教授、および、ローラシアン協会のＰ.』・Palinの４

名、日本側から内野健一九大教授と吉川の２名が出席して理系（主として工学系）

コースについての議論を行った。

重要な点として、米国から３年次の工学系学生が１年間日本に行くことは殆ど不

可能であることが説明された。これは、米国学生がCostbenefitに極めて敏感であ

り、３年次の１年間を日本で過ごすことは確実に卒業が１年遅れることにつながる

ことになるためである。

可能性の高い時期としては、２年次の後期（米国での２学期）の半年から9-10カ

月程度（3-4月から11-12月頃の間）、あるいは４年次学生（SeniorleveLFifth

yearstudent)の１年間が、もっとも好ましいと説明された。４年次学生で１年間

の留学が可能となるのは、学問がより専門化しているので、専門の授業を深めるこ

ととともに日本で学ぶことや日本で仕事を得ることにより積極的に価値を見いだし

うるからである。また、これら２つの可能性の高い時期については、学生次第でど

ちらがもっとも好ましいかは変わるので、両方に対応するようにしてカリキュラム

を考えて欲しい旨の発言があった。なお、２年次後期の代わりに３年次前期の半年間

の留学も考えられるとのことであった。

コースとしては、interdisciplinaryなものをupperdivisionの単位互換科目と

することは不可能であり、一般教育科目としての単位互換科目となる。

また、一般論として、米国の学部学生は日本への留学中にhomeuniversityにい

る場合の約半分の単位を取れれば満足するであろうとの発言があった。

千葉大学の理系・工学系プログラムもこれらの意見を考慮してカリキュラムの具

体化などの受け入れ策の検討を急がねばならない。
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８．おわりに

冒頭にも述べたように、今回の会合は極めてフレンドリーな雰囲気の中で進めら

れ、より多くの米国学部学生を日本へ受け入れる上で極めて重要な会合となった。

今回の会合への大方の参加者の意見として、このような会議に参加して会議の雰囲

気を感じとることが重要であることが一致して認識された。千葉大学おいても文

系・理工系ともにより多くの人がこのような会合に参加することが必要であろう。

今回は、筑波大学、九州大学、および、一橋大学から２名づつの参加があったが、

千葉大学のプログラムの特徴として文系と理工系でそれぞれ１０名づつを受け入れ

る予定であることを考えると、今後は千葉大学としても少なくとも両系から１名づ
つの参加が今後の運営上でも必要となろう。

今後の検討課題としては、米国側から提案のあった、クリアリング・ハウス構想

や日本側から米国への留学についての諸問題を詰める必要がある。
今後の予定としては、本年９月下旬にAAC&Uからの代表団が日本の関係機関を訪

れる。また、来年１月に予定されていた米国での次回の会合は、日本の国立大学入

試日程（センター試験）を考慮して、１月７日（日）‐８日（月）を第一候補とし

て、国大協にてこの日程を検討の上米国側に返事をすることになった。

なお、このプロジェクトを円滑かつ成功裏に遂行するためには、日米双方でこの

プロジェクトに対する相互理解を、日常的により深めていくこと力泌要であり、次

回の会合で終わりとすることなく、関係者でこの種の会合を継続していくこと力泌
要であるとの意見が多くの参加者（特に日本側）から出された。
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資料リスト

１．会合全体の資料

１－１．会合日程

1-2．会合への日本側参加者名簿（日本語）
１－３．会合への参加者名簿

１－４．会合参加者の名詞コピー

１－５．本会合の日米共同メモランダム（日本語）
１－６．本会合の日米共同メモランダム（英語）
１－７．本会合の発言要旨速記録（２３日から２６日までの分。但し、小グループで
の会合については理・工学系のみ。この内容は米側のメモであり、内容の真偽に
ついては未確認）

1-8．単位互換性への理解（米側には英語原文、日本側には日本語訳文を配布）
１‐9．ＤｅｃｌａｒａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＦｏｕｒｔｈＵＭＡＰＲｅｆｅrenceGroupMeeting

2．日本側の配布資料

2-1．九州大学の短期留学国際プログラムのパンフレット（米側委員に配布）
２－２．JUNIORYEARATTSUKUBAPROGRAM（筑波大学のパンフレット。米側
委員のみに配布）

2-3．ABROADINKOMABA（東京大学のパンフレット）
２－４．大阪大学の短期留学プログラムのカリキュラム説明書（日本語）
２－５．TheMonbushoosApproachtoPromotiｎｇＪａｐａｎ－ＵＳ・Ｓｔｕｄｅｎｔ
Exchange(Summary）

2-6．AIEJ奨学金の説明書（英文）

3・千葉大学からの配布資料

3-1．千葉大学の英文パンフレット（米側委員のみに１０部配布）
３－２．CH1BAUN1VERSITYINTERNATIONALB(CHANGEPROGRAM（千葉大
学の計画の概要を４頁に要約したもの。全員に配布）
３－３．千葉大学の文系および理・工系講義説明書（米側委員のみに配布。ただ
し、日本側委員には国大協での事前打ち合わせ会(6/20)にて、千葉大学の取り組
み状況の全体説明資料とともに既に配布された）

４その他の資料

４－１．１９９５年６月２０日（火）に、本会合への日本側出席者が事前打合会を行っ
た細に配布された資料集（吉川は欠席）
４－２．アーラム大学説明資料（全４冊）

４－３．UCLA工学・応用物理学部の説明資料
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短期留学カリキュラムに関する各大学プログラムの検討内容および５月４日付け

アメリカ側メモランダムに関する検討内容

能登路雅子

６月23日と24日の両日、日本の各大学の短期留学プログラム紹介の一環として､東京大学教養

学部のプログラムの主旨説明を行い､アメリカ側および日本側参加者との意見交換の機会がも

たれた｡提示した交流計画の概要およびそれに関する検討内容は以下の通り。

東京大学教養学部における短期留学生受け入れ計画は､1993年12月に開始され､アメリカから

ジュニア･イヤー･アブロード型の学部留学生受け入れのための｢国際教育交流(JYA)検討委員会」

が1994年春に正式に発足｡当初はCULCONの提言に沿って､日米間の留学生交換を前提にしていた

が､同年秋､交流対象範囲を広くアジア太平洋地域全体に拡大し､委員会組織も｢AIKOM（Ab｢oad

lnKomaba)｣と改称した上で再編された｡本年秋からのスタートに向けて､留学生20名の学内選

考を終え､日本国際教育協会(AIEJ)の奨学金を申請中｡すべて､滞在予定期間は1年間｡相手国は

アメリカ合衆国､オーストラリア､ニュージーランド､マレーシア､インドネシア､フィリピン､中

国､韓国と8カ国にわたる｡それぞれの相手校とは､双方向の学部学生交換､単位互換､授業料相互

不徴収を主たる内容とする交流協定を締結するための交渉を目下続けている｡相手枝のいくつ

かとは､初年度から本学の日本人学生を派遣する合意も成立している。

アメリカに対しては､計画の当初から本プログラム実施の上での最重要国として20名中少な

くとも8名を割り当て､複数のアメリカの大学と交渉を行っていたが､結果的には応募者は2名の

みで､AIKOMプログラムはアメリカ色が希薄な形で出発することになった｡これには､アメリカの

相手枝に十分な検討準備期間がなかったこと､すでに存在する日本の他大学･諸機関との交流関

係､単位認定にともなう困難など､さまざまな背景があると思われる。しかし､アメリカからの参

加拡大が期待できない場合､東京大学における今後の短期交換留学制度の性格､日本語教授法な

どに大きな影響をおよぼすことになろう。この点に関するアメリカ側の考え､有為なアメリカ人

学生の応募を促進する方法などについて､本会合において助言を要請したい。

以上のような成立の背景から､東京大学における学部生交流計画はアメリカとの二国間プロ

ジェクトではなく、多国間交流プロジェクトとして実施に移されることになったため､カリキュ

ラム運営には予測困難な点が多い｡大学制度や教育文化の異なる多様な学生の集団を満足させ

るために東京大学が現時点で提供できる最適なカリキュラムは何かをめぐって､学内で検討を

重ねた結果､この秋からの初年度に向けては次のような授業計画を組んだ。

先ず､AIKOMプログラムの特徴は､1)東京大学教養学部が掲げる｢先端性｣｢国際性｣｢学際性｣の

さらなる推進、２)同学部の現有能力の最大限の活用、3)受け入れ留学生を可能な限り､正規の東

京大学在学生の学生生活全体に統合する､を柱としたカリキュラムを開発したことである｡カリ

キュラムの具体的内容は配布したパンフレットと授業案内を参照されたいが､授業のタイプと

概要を以下で紹介する｡授業時間は90分で､原則として週一回行われる。

(1)AIKOM学生用に開講する英語による科目｡教養学部の正規の学生も参加する。日本の現在

と過去をグローバルな視点から広く検討する｢日本の文化｣｢日本の社会｣はAIKOM生を主たる
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対象とする｡特定のテーマを毎週､12人の異なる専門家が次々に別の切り口から論じ､それを

受けて､専任教官がディスカッション･セッションを指導する｢特別リレー講義｣と｢小人数セ

ミナー｣を一体化した授業｡これは､内容が一般的になりがちな講義を、リーディングズと討

論､学生の発表などを通してより深い理解と主体的な学習に導くことを狙いとする｡以上の２

種類の授業は､AIKOH生の必修科目｡より専門性･集中度の高い､英語による後期課程(教養学

科)用授業として､｢日本の言語文化｣｢現代日本文学｣｢日本政治史｣｢日本経済｣などの選択科

目も開講される。

(2)教養学部後期課程の学生を対象とする現行カリキュラムの一部で､英語圏出身の教官が

担当する英語による授業｡｢地中海文化論｣｢現代映画論｣｢アメリカ政治と文明｣｢オーストラ

リアとアジア太平洋地域｣など｡選択科目。

(3)日本語コース｡学生の能力に応じて､3レペルに分け､週に4回の授業を行う。日本滞在中に

日本語の知識とコミュニケーション能力の向上を望む学生を対象とした選択科目。日本語運

用能力が中級以下の学生には､履修を強く勧める｡授業の目標は､日常生活とアカデミックな

場面両方における日本語能力の向上にあり､｢話す｣｢書く」｢読む｣｢聴く」の全分野を扱う。

(4)日本語､中国語､フランス語など､英語以外の言語で行われる授業｡受講を希望する

AIKOM生は､当該言語に十分堪能である必要がある。このなかには､社会調査を行う実習授業

もあり､専門知識と日本語能力によって､担当教官が受講を許可する場合がある。

上記の各授業はほとんどが教養学部の専任教官が担当する｡内容的にも授業の形式の上から

も､現時点で可能な限り多様なカリキュラム構成が織り込まれた結果､AIKOM生は､かなり多くの

本学部教官および学生と教室で接触するはずである｡今年応募した学生の専攻は､日本文化､日

本語のほかに､政治学､経済学など社会科学系も多く､今後の方向として社会科学系のコースを

より積極的に開講したい｡但し､分野を問わず､教官の授業負担は現在でも過重であり、その上に

英語によるコースを担当することには､一般的にかなりの困難がある｡また､日本語については、

すでに中級程度の能力をもつAIKOM生が多い｡今後､漢字文化圏からの参加学生が蝋えた場合､日

本語教授法にも多様化あるいは見直しが必要となるかもしれない｡理科系のコースに関しては、

教養学部の多様な専門分野の能力をAIKOMプログラムに活用すべ<、学内で検討中であるが､ア

メリカの派遣側にどのような専門に関する需要があるか､情報が不足している状態である。

学生の生活に関しては、AIKOM生は東京の三鷹市にある東京大学三鷹国際学生宿舎を使用し、

パスおよび電車で通学する｡学内での交流活動や日本語習得を助けるため､ステューデント.ア

ドバイザーのようなシステムも考慮中である。

上記のような短期留学生プログラムを実際に今秋からスタートさせる立場から､５月４日付け

のアメリカ側メモラングムを検討した結果､メモラングムが推奨する｢大学自治の原則｣｢カリキュ

ラムの柔軟性｣｢学際的アプローチ｣の重要性に関し､全面的に同意したいと考える。しかし､学際

性とともに､高い専門性をもった科目を開講する必要性も、これまでのアメリカの大学との交渉

過程でたびたび指摘されたことであり､留学生の知識レペルと本籍校での大学文化といった背

景の違いにより､AIKOMのプログラム内容､授業の厳しさや程度､評価方法にどのような期待がも
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たれているか､現在は十分に把握できていない｡さらに､日本研究および日本語の既習を要求し

ないという本プログラムの基本条件が､学生の多様性をさらに広げる結果となっており､最適な

カリキュラム内容がどこに落ち着く力､の予想を困難にしている。このような事情を含めて､東京

大学では今後のカリキュラム運営に関しては､柔軟性をもって臨みたい。

また､メモランダムに例示されている日本の文化･文学に関するカリキュラムは､アメリカの

大学でもおそらく提供が可能な内容であり､必ずしも日本の大学で実施されなくともよいと考

える｡それよりも､日本の各大学固有の教官スタッフ､専門分野などを活用した独自のカリキュ

ラムを追求するべきではないか。

以上の説明を踏まえたアメリカ側との討議内容は次の通りである。

・アメリカ側から見ると､応募時期の遅いことにも問題がある｡AIKOM生の応募締め切りは今

年は５月20日で､正式な選考結果が出るのは７月とのことであるが､このタイムテープルを早

める形で､事前にアメリカの相手校に告知する必要がある。

・AIKOMのカリキュラムはアメリカの大学が専門科目と認知できるものをまだ十分提供して

いるとはいえない｡受講前に既に学んでおくべき(prerequisite)科目や知識の内容を､シラ

パスに具体的に示し､一般的な入門科目でないことを明示する必要がある。

・リレー講義と小人数セミナーの組み合わせは､将来､多様な発展の可能性が考えられる｡た

とえば､これにさらに個人指導システムを加え､専門性の高い論文作成にAIKOM生を導くこと

が可能であれば､充実した後期課程の専門科目として､アメリカの大学は単位の認可ができ

るだろう｡各AIKOM生を専門テーマによって､特定の日本人教官につなげるシステムも考えら

れる｡特に地域研究の分野で､このような指導を希望するAIKOM生は多いかもしれない。

･AIKOM生が自分の出身国や出身地域に関して､日本からの見方を学ぶことには大きな価値が

ある｡たとえば､アメリカ人学生が日本人教官によるアメリカ研究の授業を受けることは､日

本留学ならではの貴重な経験になる。この点で､将来的にAIKOM計画の中に､アメリカの大学

との学科同士あるいは専攻同士の交流計画を含んではどうか｡アメリカ研究に関しては、

AmericanStudiesAssociationなどの学会組織に仲介を依頼することも可能である。
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短期留学カリキュラムについて各大学別のカリキュラムの討論内容
－広島大学の場合一

広島大学総合科学部教授稲田勝彦

短期留学カリキュラムについての各大学別の進捗状況及びカリキュラムの検討状況について
は、広島大学は日本側参加大学の最後に報告を行った。

広島大学におけるカリキュラムの検討は、現段階では開設授業科目が確定していないなど、
なお検討すべき問題があること、および、直面するその他の問題点は、来年度受け入れを予定
している千葉大学、大阪大学のそれと同じで重複するところが多いので、報告は次のとおり簡
単なものとした。

１．広島大学は、規模・内容ともに、短期留学生を受け入れる条件を備えた大学である。

２．１９９６年秋に受け入れを開始する予定で、委員会を設置し、受け入れ体制の準備を整える
と共に、各学部において開設可能な科目を検討中である。

３．広島大学が直面している、アメリカからの短期留学生受け入れに伴う問題は、現在計画
中の千葉大学、大阪大学のそれとほとんどかわらないものなので、省略する。

４．カリキュラムを立案するに当たっては、今後、日本の多くの大学が短期留学生を受け入

れ始めることが予想される中で、広島大学として特色のあるコースを設けることが肝要で
あると考える。たとえば、“平和都市広島”の視点から「平和と入植」（学外の講師によ
る講義や実地見学等を取り入れた授業科目）、あるいは、酒造に関する「発酵工学」など
も考えている。

質問については、次のようなものがあった。

Ｑ・広島大学は何名の留学生を受け入れる予定か
Ａ・約30名である。

Ｑ・日本語の知識のない者も受け入れるか。

Ａ、受け入れる。ただし、ある程度の日本語能力がある方が望ましいと考えている。
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ＪＴＷ(JapaninTodayisWbrld)プログラムの実施にともなう諸問題

ﾌﾟIjII大学学生部長（法学部教授）西村重雄

1．英語による講義を引受けて頂く教官を探すことが容易ではない。英語による講義
の経験の少なさ、その用意はあって､外国出彊多数等多忙、誕義負担がその分純増
となる芯ど゜

２．権限と責任のあるオーガナイザーの組立たリレー調懇は、教官の負担軽減からも
いくつかの科目でありうる。

８．講義を担当した教官の多くが、次年度以降の担当を快諾して頂いている。これは、
留学生の講義が、日本人のみを相手とする場合とはちがう緊張感と刺激を伴うこと
にあるものと思われ、本プログラムの将来を予想するものとして心強い。

４．講義科目の中には、英語で書かれた十分なリーディング・マテリアルを見出し、
かつ学生が利用しうる状況に置くことが容易で厳いものがある。図書･雑誌の購入、
利用の便について、一層の努力が必要である。

５.すべての講義（日本語を含む）が選択制としたが、特定の科目についてば必倦と
すべきかもしれない。

６，本年度は第１回目であり、学生が多様趣専門分野をもち、学年もさまざまであっ
たため、講義をどこに焦点を置いてやるかについて各担当者に苦労があった。専門
性を高めると途端に参加者が少なくボリ、他方、多くの者に分かるように配慮する
と、物足り厳いと反発する学生がでる芯ど゜次年度以降は開講科目を増やし、選択
の幅老広げることによって、学生と教官のそれぞれの要望に対処したい。

７．日本語教育について、一般には非常に熱心であるが、従来の非漢字圏学生とは異
なる受講態度がみられ、米国学生の勉学態度に適合する授業方法を開発する必要が
あるかもしれない。

８本プログラムの実施は（毎回の）シラパス作成から学生によるエバリニエーショ
ンまで含め、いくつかの新しい試みを伴い、興味深いものがある。しかし、なお、

宿舎の提供、ホームステイ、ホームピジヅト、授業料不徴収制度の活用、課外活動
への積極参加、帰国後の単位認定厳ど、基本的には活用されているがなお若干の改
善を要する事項がある。

９．新しいプログラムとして実施に移されたばかりであり、今後協定枝との信頼関係
を確立して軌道に乗せるまでには相当の年数（少趣くとも８～５年）を要すると思
われる。それには講義担当教官のみならず、大学事務担当者の熱意と尽力が不可欠
である。１年間の経験ではあるが、本プログラムは我々の努力に十分に値するよう
に思われる。

－４２－



7．情報交換システムの構築及びクリアリング･ハウス等について

能登路雅子

６月25日､上記に関し､先ず日米友好基金のエリック･ガングロフ氏(EricCanglo｢L

ExecutiveDirector，Japan-UnitedStatesFriendshipCommission)より導入説明がなされた。

短期交換留学促進のためのBridgingProjectの一環であるクリアリング･ハウス設立の件は､19

93年12月のCULCONワーキング･グループの共同声明で提案されたが､設立のための財源確保が難

航している｡そこで､BridgingProject全体を3つの明確な機能に分けるなど､構想に必要な修正

を行った上､再び設立の準備態勢を整えたい｡次頁にあるような図が会議場の黒板に示され､本

会合が直接関わるカリキュラム･アプロード･プロジェクトを推進･支援するための｢教授/カリ

キュラム開発｣("FacultyandCurriculumDevelopment"）と「クリアリング･ハウス」

("Clearinghouse")の相互連関が示された｡このあと、ローレシアン協会のフィル･ペイリン氏

(PhilPalimSeniorPartner，TheLaurasianlnstitution)より､現時点でのクリアリング・
ハウス構想の概要説明があった。

クリアリング･ハウスの存在目的は､日本に留学するアメリカ人学部学生数の拡大にあり､具

体的な機能は留学制度に関する情報提供､学生のリクルート､動機づけ､配置､単位互換手続きの

補助などである｡有為なアメリカ人学生を募るための方法としては､ダイレクト・メール､各地域

の日本語教師への働きかけ､講演/説明会などを利用し､双方向に働く仲介(interactive

connection)の役目を果たす｡留学情報交換のためのデータベース機能､奨学金給付､単位互換な

どが利用者への主なサービスとなる｡すなわち､クリアリング･ハウスは｢文化の翻訳者」

(culturaIinterpreter)の役割を果たすのであり、日本の大学と広範なアメリカ人学生を有効

に結ぶ懸け橋となる｡たとえば､本会合で示された日本の国立大学の短期プログラムの紹介パン

フレットや説明書は､内容的には良いが､アメリカ人の学生を動機づけるための形式､表現その

他､アメリカ側がいわば｢仕立て直す｣必要がある。さらに､留学生と日本の大学との｢縁組」

(matching)や日本留学のための出発前オリエンテーション､授業料免除や奨学金手続きを支援

するbankingサービスもクリアリング･ハウスの機能として考えられる。

クリアリング･ハウスは大学間交流協定ではカバーしきれない個人単位のアメリカ人学部学

生に可能な限り広くアクセスすることを重要な目的としており､上記はこの目的に資すること

になる｡大学間協定だけに依存したのでは､目標に見合うだけの数のアメリカ人学生のリクルー

トは困難である｡(この関連で､対象となるアメリカ人学生を､各地のコミュニティ・カレッジ在

学生にも広げられないかという質問が､アメリカ側から出された｡）

クリアリング･ハウスの機能と－部が重なる｢教授/カリキュラム開発｣活動は､主として日本

研究プログラムが十分整備されていない大学や地域で日本留学に対する関心を喚起することを

目的としている｡潜在的な留学生の動機づけや日本留学のための予備的教育のためのカリキュ

ラム開発ができる教師を見つけ出し､この構想全体に組み込む必要がある｡そのような人材は

LocalChampionsと位置づけられ､同様の機能をコンピューター･ネットワークで行う場合､それ

はVirtualChampionsとなる。
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上記のクリアリング･ハウス櫛想に対し､日本側は次のような対応を行った｡日本に留学する

アメリカ人学生数を拡大する手段として､何らかの情報交換システムが必要であることは自明

であるが､提示された構想は現段階においては大規模にすぎる印象があり、日本側が直面する諸

問題により即した形で練り直す必要がある。

すなわち､アメリカ側の目指す方向は､交換の重点を大学間協定ではなく､個人ペースの学生

への広範なアクセスに置いているようであるが､日本の国立大学は現在､日本国際教育協会の奨

学金を利用した､大学間協定にもとづく計画の推進に主たる関心を向けており､そのプログラム

発足の時点で苦労しているのは､いかに最適な協定相手校を探し､交渉を進めるかということに

ある｡複数の日本の大学が同じアメリカの大学に同時にアプローチすることによる交渉の混乱

はすでに起きており､各大学がどのような交流プログラムをもち､どのような交換を望んでいる

かを日米双方の立場から包括的に把握し､｢情報整理｣｢交通整理｣をすることこそ､クリアリング・

ハウスに望まれている機能であると思われる｡本会合に参加している日本の国立大学はいずれ

も､質の高い短期交換留学制度を実施するために大学間協定の存在は根本的に重要であるとと

らえており､それゆえ､少なくとも短期的には､クリアリング･ハウスが大学間協定推進により貢
「口

献する形で日米双方の大学を支援できるのでなくては､その存在価値は認めがたい。

上記を確認した上で､クリアリング･ハウスのデータベース機能や広報機能の確立は日本側と

しても支援したい｡また､この議題は､本会合の本来の趣旨を超えた性質のものであり､CULCONの
ワーキング･グループのレベルでのより本格的な桧討泰含め_譲錨寡六民に雷ね盛』Ⅸ重絨奉Ｚより本格的な検討を含め､議論をさらに重ねる必要がある。
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情報交換システムの構築及びクリアリング・ハウス等について

広 稲田勝彦

本計画会では、次のような日程と内容で、クリアリング・ハウスについての検討が行われた。

１．６月２５日（日）朝：

アーラム大学ウッド学長が、当日の検討事項の一つとして、クリアリング・ハウス問題を

あげた。本計画会の第１の目的はカリキュラムを検討することにあるが、同時に、日本の大

学に留学を希望するアメリカ人学生の募集に関する諸問題を検討することも重要である。日

本の大学は個別の大学間交渉によってアメリカの大学から学生を募集しているが、アメリカ

人学生を日本の大学に適正に配置することや単位互換の問題等を含め、アメリカ人学生が日

本の大学に留学する際に生じる諸問題を実際的に処理し、アメリカ人学生の日本留学を促進

するための機関が必要であるとの理由であった。

Ⅱ、６月２５日（日）朝：

ガングロフ氏（ｕｓ・CULCON）がクリアリング・ハウス構想の経過と概要について説明をし

た。内容は、1995年５月５日に行われた“RebuildingtheBridgingProject”という会議の

報告書（1995年５月23日付）の内容とほぼ同じであったが、ガングロフ氏の説明の要点はお

よそ次のとおりであった。

１．クリアリング・ハウス構想は、1993年12月のCULCONワーキング・グループの会議で提案

され、その後実現に向けて検討が重ねられてきた。

２．クリアリング・ハウスは、現在は分離している他の二つの機能“Faculty＆Curriculu風

Development”及び“CurriculumAbroadProject'，を統合して、より効率的で強力な組織

としそうすることによって、たとえば基金獲得も容易になる。

３．クリアリング・ハウスの性格．任務等については次のとおりである。

１）日米両国合同（bi-national）組織である。日本人スタッフもいる。

２)全米の大学・学生を対象として、日本への留学生募集を集約的に行う。

３)このために必要な、日米の大学、カリキュラム、公私奨学金等に関する情報を集め、デ

ータ・ベース化して集中管理し、提供する。日本人学生も利用できる。

４)学生の留学前のオリエンテーション（日本事情、日本の大学事情．日本語問題等）およ

び留学先での生活に関するカウンセリング等を行う。

５)単位互換をスムーズ化する。たとえば、アメリカの大学では、「一般教育」の単位認定

については比較的問題は少ないが．専門科目の単位認定については条件が厳しい。これ

に伴う問題の解決の橋渡しをする。

６)全米の大学にいる日本留学の経験者（教員、学生、大学管理者）のネットワークを作り、

日本への留学生をリクルートする戦力とする。

７）日本人の学生・教員をアメリカの大学に短期留学（１～３か月、夏季）させるプロジェ

クトにも援助を提供できる。

－４６－



Ⅲ、６月２６日（月）午後：

午前中、アメリカ側からアメリカの大学のシステム、学生の気質等について情報が提供さ

れ、これを受けて、午後は再びクリアリング・ハウスについて意見交換が行われた。

ｌ）（質問）クリアリング・ハウスが学生募集を集約的に行うとすると、日本の大学がそれ

ぞれの独自性を考慮しながら個別に行っている大学間交渉、学生募集などとの関係はど

うなるのか：

（応答）クリアリング・ハウスは個別大学間交渉・学生募集にとって代わるものではな

く、補助的活動をするのである。

２）（質問）クリアリング・ハウスはコミュニティ・カレッジも対象と考えているのか。

（応答）日本側はコミュニティ・カレッジを除外したがるかもしれないが、アメリカ側

としては学生の機会を塞ぐようなことはしたくない。

３）（質問）たとえば．現在４万人と言われるアメリカの日本語学習者をターゲットとして

リクルートする方法もよいということだが、これには問題があるのではないか。

（質問）日本語学習者に限るのではないし、限る必要もない。

Ⅳ、６月２６日（火）

クリアリングリ

において確認した。

ハウス構想に関する日米両国の最終的態度を、 ｢日米共同メモランダム」

－４７－



８．今後のスケジュールについて

ﾌﾞU１，１大学学生部長（法学部教授）西村重雄

１．次回会合は、ＡＡＣ＆Ｕ年次総会（ワシントンＤＣ.、９６年１月）終了後の１月１
２日／１３日、同地で開催されることが予定されていたが、大学入試センター試験
（１月１３，１４日実施）との関係で日本側により変更が提案され、（総会に先立
つ）１月７日（日）、８日（月）の両日開かれることとなった。

２．１月の会合では、本会合で残された課題と、新たに生ずる問題老中心に討議され
る。そのテーマ、準備は、９月以降両国関係者の相互訪問、協議のなかで煮詰めら
れる。

３．その後、９６年２月ないし８月にプログラム実施から生ずる問題を検討するため
日本において、ワーキング・セッシ国ソを持つことが計画されていたが、これは取
り止め、ＡＡＣ＆Ｕ関係者が９６年４月以降分野毎（アート＆サイエンス、エンジ
ニア、ビジネス）に来日し、実施または実施を予定する日本の各大学で個別的に塩
識する。

、ＡＡＣ＆Ｕは９７年にこれらの結果について愚終報告書をＦ IＰＳＥに提出する。
４．
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米学部学生の

交流の推進への恥沮み

カルコン曰Ⅲ．

－４９－



筑波大学「ｶﾙｺﾝ日米学部学生の交流の推進への取組み」

JTPQimiorYearatTsukubaProgram)プログラムによる１９９５年９月現在
留学生数

コロラド大学ポルダー枚

ハワイ大学マノア校
名
名
名
名
名
名

３
２
２
８
５
０
２

ニューヨーク州立大学

オハイオ州立大学

スタンフォード大学

オスエコ鮒交

計

対応組織

国際総合学類

人間学類．

留学生センター

授業担当・指導教官

授業担当・指導教官

日本語教育担当

－５１－



ｔｈｅｒｅｈａｓｂｅｅｎｃｏｎｓｉｄｅｒａｂｌｅｉｍｂａｌａnce
betweenthenumberofJapanesestudents
studyingintheUS・andthenumberof
AmericanstudentsstudyinginJapalLDuring
theSixteenthCULCON(ＵＳ.-JapanConference
onCulturalandEducationallnterchange）
heldinWashingtonDC・inAprill994，it
wasagreedthatthenumberofAmerican
undergraduatestudentsinJapanshouldbe
increasedlnresponsetothis，andendorsed
bytheMinistryofEducation，Scienceand
Culture，andtheJapanAssociationof
NationalUniversities，theUniversutyof
Tsukubahasinitiatedanewmove.・

TheUniversityofTsukubaisandhas
alwaysbeenopentostudentsinAmeｒｉｃａｎ
ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓｗｈｏｗｉｓｈｔｏｓｔｕｄyinour
university･However，duetothelanguage
barrier，thenumberofAmericanstudents
hasbeenquitelimitedsofar・Toenable
studentswhoareinterestedinJapanbut
notproficientenoughinJapanesetotake
coursestaughtｉｎＪapanesetospendtheir
junioryearinJapanattheUniversityof
TEukuba，wenowofferanevvone-yearprogranL
JuniorYearatTsukubaPrograllL

灘灘鍵蕊霧蕊蕊灘鰄蕊蕊鍵露蕊蕊蕊錘蕊躍霧蕊

TheUniversityofTsukuba，foundedin
l973，isanationaluniversitysituateｄ４０
ｍｉｌｅｓｎｏｒｔｈｅａｓｔｏｆＴｏｋｙｑｌｔｉｓｍａdeupof
divisionsofhumanities，socialsciences，
naturalsciences，engineering，配dicine，art
andphysicaleducationwhicharefurther
dividedintosixteendifferentcolleges(the
equivalentofdepartments)．SincefoundatioIL
itwasparticularlygearedtowardsopening
itselftotheinternationalacademic

conｍｕｎｉｔｙｗｉｔｈａｓｐｅｃｉａｌｃｏｎｃｅｒｎｔｏｔｈｅ
exchangeofteachers，researchersand
students・Atpresentthereareapproximately
900foreignstudentsstudyingmainlyinthe
graduateschoo1s，andaconsiderablenlunber
offoreignteachersandvisitingscholars
fromallovertheworld、Incaseofthe

CollegeoflnternationalRelations，about
one-thirdofthecoursesaretａｕｇｈｔｉｎ
ＥｎｇｌｉｓｈｂｙｂｏｔｈＪａｐａｎｅｓｅａｎdforeign
professors，ａｎｄｔｈｉｓｉｓｗｈｅｒｅｔｈｅＪＴＰ
ｓｔｕｄｅｎｔｓｗｉｌｌｍａｉｎｌｙｓｔｕｄｙｓｉｄｅｂｙｓｉｄｅ
ｗｉｔｈＪａｐaneseandotherforeignstudents・

灘蝋蝋蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊

Interestedinlivingandlearningina
differentculture？Whynotspendayearat
theUniversityofTsukuba，Japan？TbeJunior
YearatTsukubaProgram(JTP）isanew
programstartinginSeptembｅｒｌ９９５ｗｈｉｃｈ
ｓｅｒｖｅｓｆｕｌｌ－ｔｉｍｅＡｍｅｒiｃａｎｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ
ｓｔｕｄentsinterestedinspendinganacademic
yearinJapanwhileeamingcreditsfor
yourhomeuniversities・

IfselectedforJTByoumaytake
advaｎｔａｇｅｏｆｃｕｌｔｕｒａｌａｎｄａｃａｄｅｍｉｃ
ｏｐｐｏrtunitiesunavailableonyourcampus，
learnJapanese，andtakecoursestaughtin
Englishofferedbytwocolleges，ｉ､ethe
Co11egeoflnternationalRelations，andthe
CollegeofHumanSciences(seeAcademic
Programbelow)．Ｉｆｙｏｕａｒｅａｔａｎａｄｖａｎｃｅｄ
ｌｅｖｅｌｏｆJapanese，ｔｈｅｃｈｏｉｃｅｏｆｃｏｕｒｓｅｓ
ｙｏｕｃａｎｔａｋｅｉｓextendedtothevastnumber
ofcoursesofferedinJapanese．

;灘jEmiii彊遜蕊蕊職凝議懸醗懸懸】鍵il蕊慧蕊蕊蕊騨
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蕊織蕊蕊:雛邇鰻調癖蕊遜錘;灘I灘醗鱗騨蕊蕊蕊ｉ
蕊鍵蕊蕊護譲繊蝋i蕊灘蝋灘蟻議繊謹譲繊霧蕊

Duringthefirstyear，theUniversityof
TsukubawillacceｐｔｌＯｔｏ２０ｆｕｌｌ－ｔｉｍｅ
ｓｔｕｄｅｎｔｓｆｒｏｍＡｍｅｒｉｃａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓ
ｔｈｒｏｕｇｈｏｕｔｔｈecountry･Theseselected
studentswillarriveattheuniversityof
TsukubainthebeginｎｉｎｇｏｆＳｅｐｔｅｍｂｅｒａｎｄ
ｔｈｅｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎｐｒｏｇｒａｍｗｉｌｌｓｔａｒｔ
ｉＨｍｅｄｉａｔｅｌｙ、RegularcoursesfortheJTP
studentsstartinSeptemberalso(see
AcademicProgrambelow)，andendinJune
thefollowingyear・Thedurationofstayfor
theJTPstudentMsgenerallyexpectedto
betheequivalentofoneJapaneseacademic
year．

鱗護鱗灘纏雌蕊鰯蕊譲繍璽鰯I灘ii灘；

TheJapaneseacademicyearbeginsin
ApriLandattheUniversityofTsukuba
therearethreeterms；ｉ、ｅ・ｔｈｅｆｉｒｓｔ
ｔｅｒｍ（Ａｐｒｉｌ－Ｊｕｎｅ），ｔｈｅｓｅｃｏｎｄ
ｔｅｒｍ(September-November）andthethird
term(December-February)．FortheJTP
studentsregularcoursesbeginonSeptember
l、TheregularJapaneselanguagecoursesat
introductoryinterlnediate，intermediateand
advancedlevelswillwillbegininOctober
andcontinuethroughouttheacademicyear．

鰯遜遼狸鰯愚鍛議醗蕊蕊獺獅醗議懸猛圃鰯磁;j1IijKu

Ｉｎｖｉｅｗｏｆｔｈｅｍａｊｏｒｃｈａｎｇｅｓｉｎｔｈｅ
ｗｏrldsystemandrecentdevelopmentsinthe
allianceandcoInpetitionbetweentheJapan
andtheUS.，mutualunderstandingand
cooperationbetweentwocountrieshave
becoｍｅａｃｒｉｔｉｃａｌｉｓｓｕｅ・Untilpresent

－５２－



Duringtheyearacademicprogramcoｎｓｉｓｔｓｏｆ
ｔｈｅｆｏｕｒｄｉｆｆｅｒｅｎｔｃａｔｅｇｏｒｉｅｓｇｉｖｅｎ
ｂｅｌｏｗ(Thereisalistofcoursesonpages
9-15,subjecttominorchanges)．The
greatestcharacteristicofthisprogramis
thatAmericanstudentslearntogetherwith
theJapaneseandotherforeignstudents
whichwillprovideampleoccasionsfor
developingfriendshipandexperiencingsome
cultureshockaswell．

＆クタクノョノＤｏａｒｓｅｓ

(1)GovernmentandPo1iticsofJapan
(２credits，secondtrimester，twoclasses
perweelO
ExaminationoftheJapanesegovernmental
bureaucracyanditsdecision-nnkingprocess，
andthedomesticpoliticalpowers，with
selectedtopics．

(2)EconomyandfinanceofJapan（２
credits，secondtrimester，twoclassesper
week）
AnalysisofeconomicdevelopmentoｆＪａｐａｎ
ａｆｔｅｒｔｈｅ２ｎｄＷＯｒｌｄＷａｒｂｔｈｅｐresentfinance
policy，andsomeunreso1vedissuesin
compaｒｉｓｏｎｗｉｔｈｔｈｅＵＳ，ａｎｄEurope．

DJapaneselanguagecoursesheldatthe
lnternationalStudentCenter、
２)SixspecializedcoursesinEnglishｆｏｒ

ｂｏｔｈＪＴＰｓｔｕｄｅｎｔｓａｎｄｏｔｈｅｒｓｔｕｄents
discussingfromacollparativepointofview
JapaneseGovemmentandPolitics，Ｅｃｏｎｏｍｙ
ａｎｄＦｉｎａｎｃｅ，ＳｏｃｉｅｔｙａｎｄＣｕｌｔｕｒｅ，
IｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＰｏｌｉｔｉｃａｌＥｃｏｎｏｍｙ，
ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ，and
lnterculturalEducation(l3credits)．
３)SpecializedcoursestaughtinEnglish

forstudentsingeneral・Therewillbe22
suchcoursesamountｉｎｇｔｏａｔｏｔａｌｏｆ４２
ｃｒｅｄｉｔｓ、

４)AllothercoursestaughtinJapanesein
thel6differentcolleges・IfyourJapanese
isatasufficientlｙａｄｖａｎｃｅｄｌｅｖｅｌｙｏｕｃａｎ
ｔａｋｅａｎｙｏｆｔhecoursesofferedinthe

(3)JapaneseCultureandSociety（２
credits，secondtrimester，twoclassesper
week）
OverviewofJapanesecultureandsocietyin
comparisonwithsomecountries；ｆｏｃｕｓｏｎ
ｆａｍｉｌｙ，ｅｄｕｃａｔｉｏｎ，andothersocial
institutions．

undergraduateschooL

(4)InternationalPoliticalEconomy-
Japan-US.-AsiaRelations（２credits，
secondtrimester，twoclassesperweek）
Ｃｒｉｔｉｃａｌｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｃｏｎｔｅｍｐｏｒary
problemsoftherelationshipsbetweenJapan，
ＵＳ、ａｎｄＥａｓｔＡｓｉａ，withemphasison
regionalismandglobalism

(5)Cross-CulturalConmmnication-Japan-
US．（３credits，thirdtrimester，two
classesperweek）
Analysisofselectedissuesofconmunication
betweenJapanandUS，byapplicationto
theoriesoflinguistics，anthropology，and
internationalrelations．

（６）ＩｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌＥｄｕｃａｔｉｏｎ（２
credits，thirdtrimester，twoclassesper
weeD
Examinationofcontemporaryeducational
changes，includinglnulti-culturaleducation，
internationaleducationalexchange，and
cross-culturaladaptatioIL
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(9)EconomicAnalysisU（２credits，
second＆thirdtrimester，oneclassper
week）
A1ternativetheoriesofincome，employment，
andthepricelevel；fiscalandmonetary
policy；flow-of-funds．

(10)IntroductiontotheHistoryof
lntemationalRelationsH（２credits，
second＆thirdtrimester，oneclassper
week）
Introductiontohistoricalmethodsof
internationalrelationsofstudyingsources
andscreeningknow1edｇｅｏｎｔｈｅｐａｓｔｆｒｏｍ
ｔｈｅｍ

（１）Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎtolnternational
Relations（３credits，firsttrimester，
threeclassesperweek）
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎｔｏｂａｓｉｃｔｈｅｏｒｉｅｓｏｆ

ｉnternationalrelations．

(2)Seminar：InternationalRelations
(２credits，first＆Secondtrimester，one
classperweek）
Ｅｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｍｕｌｔｉ－ｄｉｍｅｎｓｉｏnal
approachwhichsynthesizespower-balance，
economicmutualdependencylandsouth-north
problems．

(3)PoliticalAnalysisl（２credits，
secondtrimester，twoc1assesperweek）
IntroductiontothehistoryofWesternmoral
andpoliticalphilosophyfromP1atoto
Popper．

(１１)SpecialLecturesonUS-Japan
relations（２credits，second＆third
trimester，oneclassperweek）
ExaminationofpostwarUS.－Ｊａｐａｎｒｅｌａｔｉｏｎｓ
ａｔｔｈｒｅｅｌｅｖｅｌｓｏｆａｎａｌｙｓｉｓ：the
internationalsystem，domesticpolitics，
andbilateralinternationaldynamics．(4)PoliticalAnalysisl（２credits，

thirdtrimester，twoclassesperweek）
SeePoliticalAnalysisL

(5)Seminar：EconomicAnalysis（２
credits，thirdtrimester，twoclassesper
weelO
Introductiontomicroeconomictheory，with
emphasisonproductionandcosts，market
structureandpricingandcapitalbudgeting．

(１２)InternationalEconomicsl（２
credits，second＆thirdtrimester，oneclass
perweek）
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｅｃｏｎｏｍｉｃｓ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ
ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅｍｏｄｅｌｓｏｆｂａlanceofpayments
behaviorandadｊｕｓｔｍｅｎｔ，ｐａｙｍｅｎｔｓ
ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ，ｅｘｃｈａｎｇｅｍａｒｋｅｔｓ，and
altemativeexchange-rateregimes．

(6)IntroductiontotheFoundationand
PracticeofLaw（２credits，second＆
thirdtrimester，oneclassperweek）
Introductiontobasicconceptsandlegal
principlesandexaminationofstatutoryand
caselaⅢI

(１３）ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＦｉｎａｎｃｅｌ（２
credits，second＆thirdtrimester，oneclass
perweek）
Internationalfinance，includingbalanceof
paylnentsaccountingexchangennrket．

(14)HistoryoflntemationalRelationsN
(Modern）（２credits，second＆third
trimester，oneclassperweek）
InternationalrelationsinEuropefromthe
l6thtol8thcenturyandtheirinfluenceto
contemporaryrelations．

(7)Seminar：InternationalLawI（２
credits，second＆thirdtrimester，oneclass
perweek）
Thesourcesanddevelopmentofinternational
law，ｗｉｔｈｓｐｅｃｉａｌａｔｔｅｎｔｉｏｎｇｉｖｅｎｔｏ
ｃｕｒrenttrends．

(１５)ＭｏｄｅｒｎＨｉｓｔｏｒｙｏｆＡｆｒｉｃａ（２
credits，second＆thirdtrimester，oneclass
perweek）
ModernAfricanHistory，specialtopicsof
conflictbetweenindigenouscultureand
lslaminthel3thandl4thcentury，slave-
tradeinthel6th，１７thandl8thcentury，
colonizationinthel9thand20thcentury．

(8)Seminar：InternationalColnmunication
(２credits，second＆thirdtrimester，
oneclassperweek）
Ｔｈｅｏｒｉｅｓａｎｄｍｅｔｈｏｄｓｏｆｉｎｔｅｒｎａｔｉｏnal
comunication．
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CoursesinJapaneselanguageforforeign
studentsareofferedatthelnternational

StudentCenteraspartofitsJapanese
TrainingProgramThisprogramhascourses
rangingfromlntroductorylntermediateto
lntermediatelevelsl-H・Ｔｈｅｔａｂｌｅｂｅｌｏｗ

ｌｉｓｔｓｄｅｔａｉｌｓｆｏｒｔｈｅｌｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ
ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅａndintermediatelcourses・
Studentsareassignedtoacourseandlevel
appropriatetotheirabilityonthebasisof
aplacelnenttest・THEADMISSIONREQUIREWENT
TOTYlESECOURSESISl50HOURSOFJAPANESE
LANGUAGESTUDY）ＡＮＤｍＥＡＢＩＬＩｗＴＯＲＥＡＤＡＴ
ＬＥＡＳＴ１００ＫＡNJLPLUSHIRAGANAANDKATMANA．

(16)HistoryoflnternationalRelationｓ
ｏｆＡｓｉａａｎｄｔｈｅＰａｃｉｆｉｃ（２credits，
second＆thirdtrimester，oneclassper
week）
InternationalrelationsofJapaniｎＡｓｉａａｎｄ
ｔｈｅＰａｃｉｆｉｃ，ｗｉｔｈｅｍｐｈａｓｉｓｏｎｔｈｅ
ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｂetweenJapanesehistoryand
South-EastAsia，AustraliaandOceania

(17)DiscussionofCurrentTopicsl
(２credits，second＆thirdtrimester，one
clasｓｐｅｒｗｅｅｋ）
DiscussionofCurrentTbpicsinEnglish．

(18)DiscussionofCurrentTopicsu
(２credits，first＆secondtrimester，one
classperweek）
SeeDiscussiononCurrentTbpicsl

(１９）ＥｎｇｌｉｓｈＤｅｂａｔｅ（２ｃｒｅｄｉｔｓ，
second＆thirdtrimester，oneclassper
weelO

Thelntroductorylntermediate4＋３
courseconsistsof4classesperweeｋｏｆ
Ｇｒａｍｍａｒ，ｐｌｕｓｏｐｔｉｏｎａｌｃｌａｓｓｅｓｏｆ
Ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉｏｎ，KanjiandComposition，toa
totalof7classesperweek．

Thelntroductorylntermediate7course
consistsofGrammar，Conversation，Kanji，
ＲｅａｄｉｎｇＣｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｏｎ，Listening
ComprehensionandCoIIlposition，ｔｏａｔｏｔａｌｏｆ
７classesperweek
Thiscoursecanonlｙｂｅｔａｋｅｎａｓａｐａｃｋａｇｅ．

Thelntermediatecourses(levell-Dhave
acompulsorycorecomponentofGraJINnar，and
optionalskill-basedcoursesinSpeaking，
Writing，Kanji，ListeningComprehensionand
ReadingComprehension，eachonthreeto
fourlevels、Studentsarerequiredtotake
aminimumof2classes(i､e，GraImnarandone
optionalcourse)．

(20)JapaneseEducationalThought（１
Credit，firsttrill肥ster，oneclassperweek）
OverviewofJapaneseeducationalthoughton
thebasisofcontelnporarystudies．

(21)JapanesePsychology（１Credit，
secondtrimester，oneclassperweek）
OverviewoftrendsinJapanesepsycho1ogyon
thebasisofcontelnporarystudies．

(22)JapaneseSpecialEducation（１
Credit，thirdtrimester，oneclassperweek）
OverviewoftrendsinJapanesespecial
educationonthebasisofcontemporary
studies．

－５５－
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Februaryl996・
Ｔｈｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎｃｒｉｔｅｒｉａｆｏｒｔｈｅ

ｓｃｈｏ１ａｒｓｈｉｐｓｗｉｌｌｂｅａｌｍｏｓｔｔｈｅｓａｍｅａｓ
thatoftheJTPstudents，ｐｌｕｓｏｎｅｍｏｒｅ
ｉｔｅｍ：studentsdemonstratingexcellent
academicandpersonalrecordsattheir
universities･Forthosestudentswhoare
notawardedascholarship，theapproximate
costofstayduringoneacademicyearwill
beasfo110ws：

蕊繊蕊霧議蝋溌I灘;蕊灘蕊i鱗蝋繍蕊蕊蕊蕊ｌ

ＪＴＰｉｓｂａｓｅｄｏｎｉｎｔｅｒ－ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ
ｅxchangeagreements・However，ifastudent
ofanAIIlericanuniversitywithoutsuchan
agreementwishestoparticipateinthe
programexchangeoflettersbetweenthe
universityandtheUniversityofTsukuba
administrationspecifyingthetermsof
studentexchangecanbesubstitutedforthe
officialagreement・Selectionisbasedon
youracademicpreparedness，seriousnessof
purpose，andadaptabilitytoJapanese
culture・Itissubjecttothefollowing
minimumqualifications：
ＤＯｎｅｙｅａｒ（150hoursincludingself-

study）ofJapanesepriortodeparture
２）Ａｓａｒｕｌｅ，juniorstandingbytheend

ofthespringtenn
３）Full-timestatusinanAmerican

universityorcollege
４）UScitizenship

､上fffolZ好航ｈｍＺ】erごα,ﾌﾞbT30Cz巴[Ｚ旗ノ
400’000U巳?Ｚ

ＯｏｓｆｑｆＺｆｚ)f?ＵｐＥｒｍｏ『tfJzZ40100O×ZO
Z，釦MOO!/巴冗

●◆Ｃ￣の●ＣＣｏ●●●●●･●●●●ＣＣＣ●●●｡●●●●●●●□ＤＣＣＣＣ●●ＯＣＣ●･￣●●●●●･･￣ＣＣ

ＺｂｔａＺZ’80010009巳?【
（cz6ozLfUS$Z8,000）

;遜圃Ｉ懸窒蕊灘趨：

ＪTPstudentswillliveindorMtories、
Thedormitoryroomsarefurnishedwithbeds，
desksandchairs、Lounges，comnonlaundry
roolnsandkitchenettesarealsoprovided・A
dininghall，publicbathandshowerrooms，
shops，barbarshopandbeautyparlorare
locatedintheCoIImons，nearthedomitory・
TheratepermonthisbetweenlO,Ｏ００ａｎｄ
ｌ４,O00yenThereareapartmentsavailable
neartheuniversityincasｅｓｔｕｄｅｎｔｓｏｐｔｔｏ
ｐａｙｆｏｕｒｏｒｆｉｖｅｔｉｍesmoreforastudio．

□●ＣＯＤ●■■●●■●◆･ＤＣ■●●●●■●のUの■●G●●□●□●□●■●□●日●■●●●■白■のあのe●■●G●日●･･･ﾛ●■●■●●ｳﾛｳF●●｡●。｡●●e●●●□●●●●●●●●◆●●●●●■■■■■｡●｡●c●●●●●●●●●の●の｡の■■■■｡■■

鰯鰯蝋ii灘鰯蕊i灘Ilj灘鱗轆J蝋鱗蕊蕊蝋鱗鰯鰯ｉ
鐵蕊蕊蕊繊蕊j蝋1繊蕊翻灘譲蕊霧灘1蕊蕊蕊鰯!i灘i

Tuitionwaiverlnaybegranteddepending
ontheconditionsstipulateｄｉｎｉｎｔｅｒ－
ｕniversitystudentexchangeagreementsor
theequivalentexchangeoflｅｔｔｅｒｓｂｅｔｗｅｅｎ
ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓ・ＴｈｅＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆ
ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＥducation，Japan(AIEJ）has
initiateda“Short-termStudentExchange
PromoｔｉｏｎＰｒｏｇｒａｍ，，ｗｈｉｃｈｐｒｏｖｉｄｅｓ
ｓｃｈｏｌａｒｓｈｉｐｓｆｏｒｌ,OOOstudentswhoareto
studyinJapa、duringthefiscalyearl995
understudentexchangeagreementbetween
uｎｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓｉｎＪａｐａｎａｎｄｔｈｏｓｅｉｎｔｈe
Asia-Pacificregion・TheJTPstudentswill
fallunderthiscategoryandwillthusbe
eligibletoapplyforthescholarshipsand
otherbenefitsasbelow8

moIlMI(金｡柵柵Ｍ\loMOOpe『
２）Travelexpenses：Ａｎｅｃｏｎｏｍｙｃｌａｓｓ

ｒｏｕｎｄ－ｔｒｉｐａｉｒｔｉｃｋｅｔｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅ
ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌａｉｒportsnearesttothe
Currentandhostuniversities

３）Settling-inallowanceof￥50,OOOonce
atthetimeofarrival

溌繍蕊:感瀝､<jf鍵蕊霊感iW灘蕊蕊護蕊議譲蕊議鱗騨
蕊蕊蕊蕊蕊蕊議繍蕊蕊繍溌l鰯蝋灘蕊繍繊蕊
蕊議蕊蕊蕊議蕊蕊蕊蕊蕊蕊蝋蕊蕊I蕊溌!;蕊I製織

MTIONALIlRAJmlNSIRANCE

ForeignstudentsstayinginJapan
forayearorlongermustjointheJapanese
NationalHealthlnsuranceProgramThose
stayingforashorterperiodoftimeare
alsostronglyadvisedtojoin・Foreign
students，iftheydeclarelackofincome，
payadiscountedmonthlyinsurancefee・ＮＨＩ
ｍｅｍｂｅｒｓｗｉｌｌｈａｖｅｔｏｐａｙ２０-30％onlyof
medicalcostsincurred・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，
theAssociationoflnternationalEducation，
Japan(AIEJ）willreimburse80％ｏｆｔｈｅ
ａｍｏｕｎｔｐａｉｄｂｙｔｈｏｓｅｓｔｕｄｅｎｔｓwhohave
joinedtheNationalHealthlnsuranceProgralD
andregisteredwiththeAIEJoffice．Thestudentsanduniversitiesinterestedin

thisscholarshipareinvitedtocontactthe
addressgivenattheendofthebrochure、
TheUniversityofTsukubamustsubmitalist
ofrecommendedstudentsforthescholarship
byJune2３，１９９５forarrivalinJapanini
September／October1995,andOctober27，’
1995forarrivalinJapaninJanuary／

lNIHlMrloMLASSpCIArlONs

Thereａｒｅａｎｕｍｂｅｒｏｆａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｓ

ｄｅｓｉｇｎｅｄｆｏｒｔｈｅｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇｏｆｔｈｅ
ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｓｔｕｄｅｎｔｓａｎｄｆｏｒｔｈｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎａｍｏｎｇＪａｐａｎｅｓｅａｎｄ
ｉｎｔｅｒｎａｔionalstudentsTISA(Tsukuba

－５７－



lntemationalStudentAssociation）holds
bazaars，festivals，tennistournaments，
discussionsandregu1armeetings．Ａll
foreignstudentsatTsukubaautomatically
becolnemelnbersofTISA，freeofcharge・Ｓｏｍｅ
ｏｔｈｅｒａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｓｆｏｒｉｎｔｅｒｎational
collmunicationsuchasAPICalsohavevarious

proｇｒａｍｓｔｒｙｉｎｇｔｏｂｒｉｎｇＪａｐａｎｅｓｅａｎｄ
foreignstudentstogether．

－５８－
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午蒙犬筆

血Z肋Zα立○/ＺａｊＳＹｍｅ"ｒＥ:rCﾉia7ZgeBロg7zZ77z
GENERALOⅥLINE

qibaUniv耐tyiSdeMOpmgancwsbort･temﾕaEadcmicprOgｪ曰mfbrhごi理studcntswbowishto
孟鶴證駕'ﾄﾊｾﾞﾘ,:Nil:FHP鞠鱈!§i三E=5｢日;H急iriitM蹴?:;:鰯;悪;::』:'二KKi菫
andscminar目mthefieldsofhumanitjes,socialscienccs,naturalsciencesandcu]gmccmgwiUbc
pmvidcd・AllcouｴBesinthepro摩amwillbc垣ughtinEnglish,NOpriorlmowied深ofJapanandJapanescLmgmagcwiUbcエビqU比dtoaccgptstudentswitMivcｪ白cmajors,
CIInBAUNIVERsITY

Chjbaumvcｴsityislccatcdabout2Smilescastoflbkyo､IthasniMaculticsaMschools侭cultyof髄監;も蕊鷺:＃H譜雪』竺kHii製F1三iｴｰｾﾞ雪上p目：;hjii三ii;;:淵i継遷認;::::|:'睦
:|謡;蓋:h鵜'二:i:i鷺:li簿雲冨HiiiiiF=i:::三iii重Kiii1i1lii鰯髄琴;:謎::::?;圏｡､t’’8饗駕l:fPl認鰐慧驚W;・霊職Ii雪写ijri1E．=i:！#鑓蹴蹴:M:;鰯臓
lmdexg｢禽日型cstudcnts,bcingtbcfbuｴthlaｴgごstnationallmivcｴ５ityinJapan､A1prcscnt61Ofb牢靱
studentshom伯coun江iesstudyattheUnive[sityandthcnumbcrjBinc正巳asmgmpidlycvcｪyyear・
CALENDAR

ThcpmgramstartsmOctoberll95andcovelstwoscmestcｪs・
Semestcrl:Octoberユ,g6toMamhl917
Semester2:ApnUl97toScptcmbcrll97、

ＮＵＭＢＥＲＯＦＳＩＵＤＥＮＴｇＡＣＣＥＰＩ垣D

Atotalof20mdcｴﾋﾞ尿aduatestudcms(l0fOrhumanitiesamlOfbrscienccstudcms)wnlbeacceptcd、
SELECTION

mepro巴已mwillbcbasedontbeim画一univcrsiU鞭changca摩cemcmtsbctwBenChibaUniversityandfbrcl印coUCgBsandl、iveｴsities.、Ca厚ごcmentwmincludethBtuitionwniv可ａｎｄ牢dit
R:liiill::鶉鷲撫醗聖9空Ｍ１虚掴輌庇蹴B蝿::::｡::;wi1b:::二:i1:ｌａｄｍ・abilitiesandscriousncssofpmpoＳｃ・

SCHOLARSmP

TheAsso咽iop0mtematio口alEdu剛on,Japan(AmEJ)hasstaⅢtedllShort.temdStudcntExchange
HDmotionProg[ａｍ１',whichpmvidcs“holaｴshipsfbrfbrci四studcmsmntbcAsia-Paci日cregion．Ihccontemsofthescbola[８hipisasfbUows．.
(1)Seholaｴﾖhや:￥100,000($1,100)permouth
②nzvclcXPenscs

(3)SCtting-inallowance:￥50,000

ＡＣＣＯＭＭＯＤＡＴＩＯＮ

Ｔｈｃｓｔｕｄｃｍｓｃａｎｓｔａｙ、此UmvczsitymtcmationalDoロゴtoｪy，
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FRAIVmWORKOFTHECOURSES(Tentative）

HumanitiesandSocialSciences(2ｍｿwcck,ｚｃｴcditS）
COmpamtivCljteraturebctw℃巳、Japanese函ｄＡｍ前can雨/ritcTs
hmductionto此CbmparativcStudiesofMOdemJapmese
lm[oductimtoEumsianLinguistics
R巳scarchmSocialPsychology

CompamtiveH：onomicHistoIy･withEmphasisonJapanesc
MOdcmJapancseEconomymlheWoZ1d
JapaneseＯ』1tﾛｴsamManagcmcnt-FbmsofthehEnitcBond
l2wandPoliticsmJapanl
IawandPoliticsmJapan2
1sIammSoufhem生血

MonBtaｴyPolicyinPostwaｴJapan

ScienceandEngineering
Ordinalycourses(ZbWeek,Ｚ唾｡its）
Japane竃cISlands:ＡｎＡロtivclS1andムェ℃
hdusmalDesign

HontlcrLdmologymMcchanicalEngjneeｴing
HonticrlbcbmlogyinEIccmmcsmdus亡y
OutUnco2ChcmcalmdustzyofJapan
mfbmmationScimoE

E1ecｾqnaPcticmgoXy
ScmiconductorPhysIcs
Mol色ﾛmarScimcc

S11rf2ceSciencご

Photochcmistｴy
hncductoryPolymcrChcmis丘y
ReSearchwork(61mWcck,Ｚｃ正℃ditS）
Internshlp(zwceksduｴingspmmcz/Spｴingvacatio四noclI9diO

CoursesCommontoAllStudentsChlAH,cck,Zpedits）
JaPanescCuItuｪ巳

JapansscSccicty
MCdemHistmyofJapan
MUltimcdiamthemtcmct

JapancscAｴﾛhitcctuｴe

DevclopmentofUrbanEm/ironmentandエandscapcinJapan
nｺtmductiontomfblmationPIocCSsing

JapaneseLanguage(10classes/Wc坐循血/Class）
CoursesfOrBc團回nmgStudcnts
CouｪscsfOrmtcmdcdiatcStudents
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TheUniversityo｢Tokyo,ｗｈｏｓｅＣｏｌｌｅｇｅ
ｏ「ArtsandSciencesiswidelyregardeｄａｓ
ｊａｐａｎ，sfbremostpubIicinstitutionIbTliberal
artseducation，ｉｓｉｎｓｔｉｔｕｔｉｎ２ａｎｅｗｓｈｏ｢t-term-

academicprogramlbrfbreignstudentsbegin‐
ｎｉｎｇｉｎｔｈｅＭｌｏ「１９９５．Ｉｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏｐｒｏ‐
vidinginstructionlbrnrstandsecond-year
undergradｕａｔｅｓｔｕｄｅｍｓｉｎｔｈｅＪｕｎｉｏｒＤＭｓｉｏｎ，
ｔｈｅＣｏＩｌｅｇｅｈａｓｉｔｓｏｗｎＳｅｎｉｏｒＤＭｓｉonfbr
thirdandfburth-yearstudｅｎｔｓａｎｄａＧｒａｄｕａｔｅ
ＳｃｈｏｏＬＡｓｐａｒｔｏfitsvigorouseHbrtto
promotediversityandintema[ionalunder‐
Standing，ｔｈｅCollege，ｍｏｒｅｃｏｍｍｏｎｌｙｃａｌｌｅｄ
Ｋｏｍａｂａｍｒｉtslocation，hasdevelopeda
uniqueacademicprogｒａｍＡＩＫＯＭ（Abroad
lnKomaba）Theprogramisdesignedtoh-

sbarewithstudentsfi･ｏｍａｒｏｕｎｄｔｈｅ２１ｏｂｅａｎ
－

ｅｘｃｉｔｉｎｇｌearningexperienceinthecompanyo「
theUniversityofTokyof1acultyandfTeshman‐
to-doctorallevelstudentsh｢omallpartsof
JapanWhileearningcreditsattheirhome
universities，ＡＩＫＯＭｓｔｕｄentswillbeentitled
toenrolliｎｔｈｅＭｌｒａｎｇｅｏ「coursesatthe
College・Toenablestudentswithdiverse
majorstopaTticipate，、ｏｐｒｉｏｒｋｎｏｗｌｅｄ２ｅｏｆ－

ＪａｐａｎｏｒＪapaneselanguagewillberequired・
Allcoursesintheprogramwillbetaughtin
English，ａｌｔｈｏｕｇｈｓｔｕｄｅｎｔｓｗｉｌｌｂｅＢｅｅｔｏｔake
otherregularcoursestaughtinJapanese，
French，German，Chinese，Russia､，etc、Ａ

ｃｏｕｒｓｅｏ「intensiveJapaneselanguagetrain‐
ing，tailoredtosmdents，abilities，ｗｉｌｌａｌｓｏ
ｂｅｐｒｏｖｉｄｅｄｔｏｈｅｌｐＡＩＫＯＭｓtudentstobetter
understandandenjoytheiracademicyearin
Japan．

Ａ

199ﾗｰ1996

ＴＨＥＵＮＩＶＥＲＳⅡＹＯＦ

ＴＯＫＹＯ,ＫＯＭＡＢＡ
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Ｔｕｉｔｉｏｎｍａｙｂｅｗａｉｖｅｄｄｅpendingon
theconditionsstipulatedininter-university
studentexchangeagreementsoranyequiva‐
IentexchangeoflettersbetweentheUniversity
ofTokyoandthestudent，shomeuniversity・
Anumberofscholarshipsassistingｗｉｔｈｔｈｅ
ｃｏｓｔｏ「ｓｔayandtravellingexpensesbetween
Japanandthecountryofthestudentare
planned・Theapproximatecostofstaydur‐
ingｏｎｅａｃａｄｅｍｉｃｙｅａｒｗｉｌｌｂｅａｓｆｂｌｌｏｗｓ：

TheKomabaCampusoftheUniversitｙ
ｏ「ＴｏｋｙｏｉｓｌｏｃａｔｅｄｉｎｗｅｓｔｃｅｎｔｒａｌＴｏｋｙｏ
ＡｌｔｈｏｕｇｈｍｉｎｕｔｅｓａｗａｙｆｉＦｏｍｔｈｅｂustling
ci[yscapeso｢ShibuyaandShinjuku,ｔｂｅＣａｍ‐
pusboastsapeaceMandsecludedenviron‐
ｍｅｎｔＦｏｒｌｅａｍｉｎｇ・ＡｌｌＡＩＫＯＭｃｌａｓｓｅｓｗｉｌｌ
ｂｅｈｅｌｄａｔＫｏｍａｂａ,butstudentswillenjoy
readyacceｓｓｔｏmuseums，artgalleries，thea‐
[ers，andsportsandrecreationalfacilities，
usinganefncientpublictransportationsystem
toexperiencethedivｅｒｓｅｃｕｌｔｕｒａｌｌｉｆｂｏｆｏｎｅｏｆ
ｔｈｅworld，sgreatcities・Studentsmayalso
taketheopportunitytovisittheUniversitys
HongoCampusｊｗｈｉｃｈｉｓｌｅｓｓｔｈａｎａｎｈｏｕｒ
ａｗａｙｈｒｏｍＫｏｍａｂａｂｙｔｒａｉｎＴｈｅｃｌｉｍａｔｅｏ「
Tokyohasfburdistinctseasonswithapleas‐
antspringhighlighにdbytheHamouscherry
blossoms，ａhot，ｈｕｍｉｄｓｕｍｍｅｒ，ａｃｏｌｏｒＭ
ａｕｔｕｍｎ,andarelativelymoderatewinterwith
onlyanoccasionalsnowftllL

400,000yen
150,000×10

1,500,000ｙｅｎ

Tuition（ifnotwaived）
Costoflivingpermonth

HOUSING

Livingaccommodationwillbeavailable
attheUniversity，sMitakalnternationalHall
ofResidence，ｗｈｉｃｈｉｓａｌｉｔｔｌｅｍｏｒｅｔｈａｎ３０
ｍｉｎｕｔｅｓａｗａｙｆｉ｢ｏｍｔｈｅＫｏｍａｂａＣａｍｐｕｓｂｙ
ｔｒａｉｎａｎｄｂｕｓＴｈｅｄｏｒｍｉｔｏｒｙｈａｓｓｉｎｇｌｅ
ｒｏｏｍｓｆｂＩrnishedwithabed,desk，kitchenette

andshower・Ｔｈｅｒａｔｅｐｅｒｍｏｎｔｈｉｓ３,300yen
plusutiIities，Privateapartmentsandhome‐
stayarrangementsmayalsobemadeavailable
throughtheUniversityadministration．

ＨＯＷＷＩＬＬｉＡＩＫＯＭ"ＷＯＲＫ？

ＮＵＭＢＥＲＯＦＳＴＵＤＥＮＴＳ

ＤｕｒｉｎｇｔｈｅＨｒｓｔｙｅａｒ，ａｔｏｔａｌｏｆ２０ｆｕｌｌ‐
ｔｉｍｅｆｂｒｅｉｇｎｓ[udentswiIlbeacceptedhrom
NorthAmeTica，Oceania，ａｎｄAsia．（Ｉｔｉｓ

ｈｏｐｅｄｔｈａｔｓ[udentsfTomEurope，Ｓｏｕ[ｈ
ＡｍｅｒｉｃａａｎｄＡｈ｢icawillbeabletoparticipaに
ａｓｏｆａｕｔｕｍｎｌ９９６）Thestuden[ｓｍｕｓｔｂｅ
Ｍｌ－ｔｉｍｅ３ｒｄｏｒ４ｔｈ－ｙｅａｒStudentsattbeirhome
universitiesbyOc[ｏｂｅｒｌ９９５ｗｈｅｎｔｈｅ
ＡＩＫＯＭｐｒｏｇｒａｍｂｅｇins．

ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ

ＡＩＫＯＭｗｉｌｌｂｅｂａｓｅｄｏｎｉｎｔer-university
exchangeagreementsbetweentheUniversity
ofTokyoandparticipatinguniversitiesand
coIlegesoutsideo｢JapanSelectionwilltake
intoaccountthestudent，sdemonstTatedaca‐

demicabilities，seriousnesso「purpose，and
interestininternationaleducationalexchange
Ashortlistofstudentapplicants，withan
orderofpriority，ｓｈｏｕｌｄbemadebyeach
homeuniversity、TheUniversityofTokyo
willreviewtheseapplicationsbeIbremakinga
nnaldecision,whichwillbecommunicated【o
thereSpec〔iveparticipatinguniversitie５．Ｓｍ－
ｄｅｎｔｓofunive｢ｓｉｔｉｅｓｗｉｔｈｏｕｔａｎｏｍｃｉａｌｉｎｔｅｒ‐

universityexchangeagreementmayparticipate
intheAIKOMprogrambyarran2ement-

betweentheｉｒｈｏｍｅｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙａｎｄｔｈｅＵｎｉ８，er‐

sityo「Tokyospecifyingthetermso「student
eXchange．

ＣＡＬＥＮＤＡＲ

Ａｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅａｃａｄｅｍｉｃｙｅａｒｉｎｍｏｓ［
JapaneseuniversitiesbeginsinApriLthe
AIＫＯＭｐｒｏｇｒａｍｓｔａｒｔｓｍＭｌａｎｄｃｏｖｅｒｓ【wo
semesters：WinterSemester（Octoberl995-

Februaryl996)andSummerSemeSter(AprI
Julyl996）Thereisatwo-weekwin[ervaca‐
ｔｉｏｎａｔＣｈｒｉｓｔｍａｓａｎｄＮｅｗＹｅａｒ,andaspring
recesso｢sixweeksfTomtheendofFebruaｒｙｔｏ

ｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎｇｏ「ＡｐｒｉＬＩ[ｗｉｌｌｂｅｐｏｓｓｉｂｌｅｂｒ
ｓ【ｕｄｅｎｔｓｔｏｓｔａｙｆｂｒａｓｉｎ２ｌｅｓｅｍｅster・ｂｕｔ－

s[udentsareencouragedtｏｓｔａｙｌｂｒａＭｌｙｅａｒ．
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ＡＣＡＤＥＭＩＣＰＲＯＧＲＡＭ

ＴｈｅＡＩＫＯＭａｃａｄｅｍｉｃｐｒｏｇｒａｍｆｂｒ
l995-96willconsistoffivedifYbrentcategories・
Ａｃｏｍｐｌｅｔｅｌｉｓｔｏ「courseswillbeprovided
separately．

l）SpecialcoursesfbrAIKOMstudents
onaspectsofJapanesesociety,culture，
andpoliticaleconomyinaglobal
perspective(taughtinEngIish）

2）Regularcoursestau2htinEnglishfbr
undergraduatestudentsattheCollege
ofArtsandSciences

3）Japaneselanguagecourses
4)SpecialMdwork/project
5）Otherregularcourses（nottaughtin

English)ofYbredattheCollegeofArts
andSciences（withtbepermissionof
theinstructor）

ＣＯＮｒＡＣＴ

Forhlrtherinfbrmation，pleasecontact：

ProfbssorYasunariTAKADA

DirectorofAIKOMProgram
TheUniversitｙｏｆＴｏｋｙｏ，Komaba
3-8-lKomaba，Meguro-ku
Tokyol53，ＪＡＰＡＮ

＋81-3-5454-6000

aikom＠cathy.c､u-tokyoac・jｐ

Fax：

e-mail：
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｢カルコン日米学部学生の交流の推進への取組み」

－広島大学の場合一

広島大学では、次のような骨子を持つ「短期交換留学プログラム実施要項」を確定し、現在、

英文の募集要項を作成中である。

１．学生募集対象国・大学

アメリカ合衆国を主としたアジア・太平洋地域の国の大学で、大学間協定、学部間協定・

短期学生交流協定を締結している大学。1996年度は、アメリカ合衆国、カナダ、ニュージー

ランド、オーストラリア、タイ、インドネシア、中国などの大学が候補大学となっている。

２．受入れ期間

１学期（1996年10月-1997年３月もしくは1997年４月－９月）又は１学年（1996年10月から）

３．募集人員

３０名

４．募集・選考方法

対象大学に対し、募集要項を配布し、公募する。選考は、学内に設置した「短期交換留学

プログラム実施委員会」が行う。

５．学生の身分と受入れ

学生は、留学生センターで総括しながら、それぞれ専門に応じて指導教官を定め、各学部

で「特別聴講学生」（広島大学学生交流規程）として受入れる。

６．授業料の不徴収等

交流協定に基づく特別聴講学生として受入れるので、授業料を徴収しない。

７．開設授業科目等

１)次のような分野の授業科目を開設する：「平和と人櫨」「開発と環境」、比較文化、比較

文学．言語、「アジアの思想と宗教」、心理学、教育学、「スポーツと文化」「家族学」、

経済論、金融．財政システム、「産業技術論」、「日本語・日本事情」「インディペンデ

ント研究」（各授業科目は２単位。カッコ付きは科目名、その他は数科目の総称）

２)授業科目は各学部で正規の科目として開設し、学部の便覧、シラバスに記載する゜

３)授業科目には、対象留学生のために特設するものと、既開設科目とがあるが、いずれも日

本人学生や他の留学生も受講することができる。授業は英語で行われる。

８．受入れ体制

１)入国時身元保証人については、機関保証（広島大学）とする（入国管理局了承済）。

２)宿舎については、学生宿舎（混住型）を用意すると共に、ホームステイ受入れ家庭に依頼

する。

３)学生チューターを配置する。

４)健康保険制度については、各自が民間の傷害死亡保険等に加入するよう勧める。

９．本プログラムは、全学的組織「短期交換留学プログラム実施委員会」が中心となって、推

進する。
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｢カルコン日米学部学生の交流推進への取組み」九州大学

ﾌﾞUlI､|大学においては平成6年１０月より試行的に米国等学部学生受入れプログラムを発足させ

た。開講しているプログラムは，JapaninToday，ｓＷｏｒｌｄ（JTW)と称し,英語を使用して現代世

界における日本を教授するものである。カルコンの経緯等を踏まえて当面は米国を中心に学生

を受入れる予定である。本プログラムは．世界に開かれたセンター・オブ・エクセレンスを標傍

するﾌﾞU11､|大学の将来構想とも連動したものであり，大学改革の一環として位置づけられるもので

ある。プログラムは基本的には，次の６つの要素で構成される。

①必修科目としてのJapaneseCultureandBehaviorにおいて日本の社会政治，文化を総合

的に紹介し，日本理解を促進する。

②選択科目として，プログラム名JapaninToday'ｓWorldに対応した科目を各分野にわたって

設定し，より深い日本理解を促すｂ

③自主研究（IndependentStudy）を必修として課し，1年間の日本滞在中にレポートを作成さ

せ；口頭発表をもって完了とする。学生の自主的な活動を通して，日本理解を促進する。

④選択科目として，日本語クラスを開講する。学生のレベルに応じてクラス編成を行い，オプシ

ョナルコースも別に設定し，多角的な構成で学生の日本語能力を高める。⑤毎月１回，フィール

ドトリップを実施し，実地に日本人の生活習慣等を経験させて，日本理解を促進する。単なる遠

足に終わらせないために，毎回レポートを提出させｉ何を理解し，何が理解できなかったかを明

らかにして問題提議を行う。

⑥学生の日本語能力開発を目的として，日本語のみを使用して生活するサバイバルキャンプを実

施する。学生がいかに日本語あるいは日本の生活に適応していけるかを学生自らに考えさせる企

画でもあり，地域住民との交流小学校訪問筆大学以外の環境での適応#肋を養う。

＊ＪＴＷパンフレットにおいては

LJapaninToday，sWorld：TheConcept

ⅡＴｈｅ‘NewOutlook，,atKyusyuUniversity

Ⅲ、TheProgramCourses

が該当。

*プログラムの具体的な内容は次のとおり。
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1．プログラム名：‘現代世界のなかの日本，
JapaninToday，ｓＷｏｒｌｄ

2．プログラムの概要と特色

（１）プログラムのねらい

日本について、また、日本が育んﾌﾟ塙度の知識および経験について、人文科学〈社会科学及び
自然科学（工学・医学を含itDの各分野から講義し、日本に対する理解を深めることを目的とし、
併せて各人のレベルに応じ、日本語の授業を行う。

（２）プログラムの形態及Uql寺色

英語を母国語とする国からの学生を中心とした約４０名に対し、同一の教室において英語によ
る講義を開設する。これと並び日本語の授業を行う。

3．実施時期・授業期間

（１）実施時期：1995年10月23日～1996年７月25日
（２）講義期間：Ｉ期・・・1995年10月23日～1996年２月16日

Ⅱ期・・・1996年４月８日～1996年７月25日

（２月17日～３月６日までは、自主研究中間発表、サバイバル・キャンプ等を実施）
（３）休業期間：冬期・・・1995年12月23日～1996年１月７日

春期・・・1996年３月７日～1996年４月７日

4．指導体制（関係教官）の状況

（１）責任教官：

本プログラム実施責任者として留学生センター長が当たり指導教官体制を組織し、このプログ
ラムの運営を行う。

（２）協力教官：約３０人

（３）事務責任者：庶務部留学生課長岩本速雄

5．受入れ予定留学生数：約４０名（最大）

6．学生の資格・条件

外国の大学の学部（主として第３年次以上）に在学し、日本に関心を有する者で成績優秀、かつ、
人物良好な学生であること。ただし、日本語を既習していること、また、日本文化に関する分野を専
攻していることは要件としない。
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7．授業科目の概要

＊１期（10月－２月）

必修科目「日本文化及び日本人の行動様式」：日本文化に関する基本的知識を修得させ、日本人

の行動パターンを論じる。（通年開諭

選択科目

（１）ｑ北較文学」：高橋勤(言文･助教授）

日本文学を欧米文学と比較して論ずる゜

（２）「日本語及び英語の対照言語学」：板橋義三（言文･助教授）

日米の言語の相違等を通して語学教育等の基本的問題を論ずる゜

（３）「エネルギー供給の現況と将来」：内野健一（工･教授）

石炭石油、原子力などによるエネルギーの日本及び世界の現在の状況と将来について論ず

る。

（４）「日本の都市環境政策」：藤倉良（工･助教授）

日本の環境政策を歴史・行政の立場及び社会経済学的観点で論ずる゜

（５）「国際ビジネス法と日本」：ＣＯＷＡＮ（法・講師）

日本での経済活動を行う際の日本法の特色性格を論ずる゜

（６）「日米等学生ディベイト」：井上奈良彦（言文・助教授）

テーマを定めて学生間の討論を行う。

（７）「日本語」：留学生センター教官

初級・中級・上級と各人のレベルによってクラス分けして行う。（通年開講）

＊Ⅱ期（４月一７月）

（１）「日本及びアジアの農業」：坂井純（名誉教授）、小林康平儂･教授）

東アジアの水田耕作を中心とする農業の特質（実地見学を含む）を論ずる゜

（２）「日本での政策決定」：大河原伸夫舷・助教授）

政策決定過程における理論と日本の特質を論じる。

（３）「日本の医学」：廣畑富雄（名誉教授）他医・歯・薬学部教官

日本の医療の現状についての概説

（４）「日本の自然史」：井沢英二（工･教授）

日本の自然地理及び環境史について論ずる゜

（５）「芸術法と日本」：河野俊行（法･助教授）

社会科学的観点から芸術が係わる諸問題を論じる。

（６）「国際環境iEi策と日本」：ＣＯＷＡＮ舷･講師）

国際環境[Bi策と日本の政策の諸問題を論じる。

（７）「現代世界における日本の指針」：ＤＥＭＥＹＥＲ（法・講師）

ヨーロッパの統合過程に例をとって日本の指針を論ずる。

（８）「日本の工業所有権保護」：熊谷健一（法･助教授）

工業ｿﾞﾗ)T有権の国際的ﾋﾋ鮫の中で日本の制度を論ずる。

（９）「日本におけるヨーロッパ思想の継受」：稲垣良典（文・名誉教授）

西田幾太郎を例にとり、日本におけるヨーロッパ思想の継受と変容を論ずる゜

８．その他の特徴

①自主研究:学生がテーマを設定して、自主的に研究を行い、通年で作成する論文を口頭発表する。

②フィールド・トリップ：Ｂｚｌ５文化等を実地に見学し、レポートを作成する。

③サバイバル・キャンプ：日本語のみを使用して数日間の合宿を行う。地域住民との交流等を通し

て日本人の生活様式等を理解させる。
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１月合同会合にむけてⅣ．
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１月合同会合にむけて

◎１０月２０日の小委員会当日に米国側からSuIluIlaryMelnorandum（資料５参照）が

ファックスで届いた。内容は、６月合同会合の短いまとめ、９月下旬のＷｏｏｄ学長とＡＡ

Ｃ＆Ｕのプログラム担当者２人による千葉大、筑波大、東大、九大、広島大５大学訪問の

報告および全体的コメント、１月合同会合の日時および議題についてである。

１月合同会合の日時は１９９６年１月７日（日）昼～８日（月）の１日半で、場所はワ

シントン市で会場はまだ未定である。米国側の提案議題は以下のようなものである。

(1)新しいジュニア・イヤー・アブロード・プログラムについての最新報告

(2)このプログラムを受けている米国人学生からの（ローラシアン協会を通じての）初期

報告

(3)日本語の準備および教授法についての問題

(4)特別な問題・障害の克服（例えば、学年暦をうまくあわせること、ＡＩＥＪの奨学金

の応募および通知の期日をうまくあわせること、２単位のコースの変換）

(5)クリアリングハウス推進の是非および手段

(6)(米国側）プロジェクト指導者の来春日本訪問計画

(7)米国側コンサルタントの利用の可能性

(8)現計画に対するカルコンの評価の現状

(9)日米学部学生交流の長期的ゴールおよび拡大ブリッジング・プロジェクトの現状

◎１０月２０日の小委員会では、このSummaryMembrandumをめぐって以下のような意見が

出された。

○１月の会合の目的は前回の話をもう一度整理して、これからどうするかを議論するもの

であると考える。

○(7)の米国側コンサルタントについては、始めて聞く話で、意味が不明である。

○日米間で問題があるとすれば、（５）のクリアリングハウスについてである。これは、短

期留学に関する情報を一元的に管理するシステム（クリアリングハウス）を作り、インタ

ーネットを使ってだれでもアクセスできるようにしようとするものである。

日本側が考えている交流は、大学間協定を前提にしたものである。当分の間は受け入れ

学生の数も限定されているので、交流協定で受け入れた学生の教育をしっかり行うのが先

決であると考えている。

米国側は、交流協定を結んでいない大学の学生も幅広く対象にすることを希望しており

そのためにクリアリングハウスが必要だと主張している。

この問題を考える上で、次の３点は重要である。

（A）スクリーニング（志願者の選抜）
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（B）キャパシティ（受け入れ能力）

（C）双方向の交流

(A）スクリーニング（志願者の選抜）

米国側は、ＧＰＡの成績が良い学生はどこにでもいるという前提で話を進めている。し

かし、この場合の成績は相対的なものなので、大学のレベルによって非常に違ってくる。

どこの大学でのＧＰＡの成績かということが問題である。

日本の大学は、日本の学生に対しては大学入試という判定のシステムを持っているが、

外国の学生に対してはそのような判定方法がない。個々の学生を判定する方法がない以上、

所属している大学でおおよその判断をせざるを得ない。その点、協定を結んだ相手校であ

れば、事I情がよくわかっており、そこの教官が保証した学生を送ってくるわけだから、安

心して受け入れることができる。少なくとも、受け入れ大学の学生と同レベルである必要

があるし、出来るだけ質の高い学生に来てほしいと考えている。誰でも応募可能とオープ

ンにしたら、日本側としては志願者をふるいにかける能力はない。

(B）キャパシティ（受け入れ能力）

このキャパシティ（受け入れ能力）とは、具体的には奨学金つまり日本国際教育協会の

短期留学推進制度による留学生の受け入れ枠、および、各大学における英語での講義・日

本語教育への配慮等を中心とした受け入れ態勢と留学生用宿舎という設備の問題である。

日本国際教育協会の短期留学推進制度による留学生の受け入れについては、今年度３期

に分かれた中の２期（９～１０月渡日）分までで、1,200人である。そのうち、米国から

は全体の１／４の307人で、これは、国別の順位としては韓国に次いで第２位である。

（ちなみに、受け入れの機関別で見ると、国立大学は650人、私立大学537人、公立大学

13人となっている。）来年度については、文部省は対象を環太平洋諸国から全世界に拡大

して1,800人を要求している。

(C）双方向の交流

大学によって最初から双方向の交流を目指しているところでは、ある程度日本でも知名

度の高い大学に留学しないと日本人の学生にとって現実的なメリットがない、ということ

がある。

日本国際教育協会の短期留学推進制度は大学間交流協定を前提にしている。実際問題と

して、この制度によらないと学生は日本に来ることが難しい。まだ日本は、筑波大学、東

京大学、九州大学の３大学で始めたばかりなので、受け入れる学生数も限られており、交

流協定に基づいて行うのが現実的である。現段階では、門戸を幅広く広げても、それらの

学生を受け入れるキャパシティがない。当分の間は交流協定の下で学生を受け入れ、きち

んと教育するのが先決であると考える。

米国側の考えているクリアリングハウスというのは、日本側の受け入れ態勢がもう少し

整備された段階で考えることだと思う。教育機関の使命や学生の公平な分布ということも

考えると、米国側の言うことも理論的には正しいかもしれないが、現実には最初からでは

うまく機能しない。将来的にキャパシティが増えた場合には試験のようなものをして、振

り分ける可能性もあるかも知れないが、現段階はそこまで行っていない。
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○(9)の拡大ブリッジング・プロジェクトの説明

ブリッジング・プロジェクトは、米国人学生に日本への関心を高めてもらうことを目的

とした総額100万ドルにものぼる大がかりな計画であった。この計画は連邦政府に提出さ

れたが、まだペンディングのままである。Ｒ１ＩＯｏｄ氏を中心とするプロジェクト・チーム

は予算を速やかに獲得するため、今年の５月５日に計画再編のための会議を開催し、その

結果まとまったのが、拡大ブリッジング・プロジェクトである。

当初の計画では、独立したものであったわれわれの関わっているカリキュラム・アブロ

ード・プロジェクトが、拡大ブリッジング・プロジェクトでは、（b)に)とリンクして、３

つの要素の１つとして位置づけられている。すなわち、

（a）カリキュラム・アブロード・プロジェクト（FIPSE--Furldforlmrovementof

PostsecondaryEducationの援助による）

（b）クリアリングハウス

（c）ファカルティとカリキュラムの開発（米国の大学が日本に送りだす学生を対象と

して事前に行うもの）

の３つである。

○米国人学生の受け入れ人数に関して

米国側の重要な論点の一つと思われる日本で受け入れる米国人学部学生の数について、

早急にそのような人数に到達しなければいけないのだろうかという声が出された。種々の

受け入れ態勢が整備されるのに伴って受け入れ人数も増加していくだろうということにな

った。

◎１月会合の参加者は、会議の連続性を重視して前回６月に参加した７大学を主たる対象

と考え、当該大学に速やかな人選を依頼した。また、大学負担で参加する場合についても

連絡を依頼した。

◎１２月に次回小委員会を開き、委員と１月合同会合参加者の双方が出席する打合せ会と

する予定である。
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ＪａｐａｎｅｓｅｌａｎｇｕａｇｅｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎｔｈｅＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓａｓａｈｉｇｈ
ｐｒｉｏｒｉｔｙ，ａｎｄｗｉｌｌｕｓｅａｌｌｎｅｃｅｓｓａｒｙｍｅａｎｓｉｎｃｌｕｄｉｎｇｔｈｅ
ＥｏｒｍａｔｉｏｎｏＥａｗｏｒｋｉｎｇｇｒｏｕｐ．
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第16回日米文化教育交流会議（カルコ

１９９３年４月２９日

ワシントン，．

ン）共同声明（仮訳）

・３０日

Ｃ、

日米両国の政府関係者並びに財界、学界及びその他の分野からの代表により構成さ

れる日米文化教育交流会議（カルコン）は、１９９３年４月２９日及び３０日、ワシ
ントン、Ｃ・国務省において第16回合同会議を開催した。

▼￣

第16回合同会議においては、ワシントン大学ケネス・パイル教授（歴史・東アジア
研究）及び佐波正一氏（株式会社東芝相談役）が議長を務めた。

カルコンは、ケネディ大統領と池田総理大臣との間の合意により１９６２年に発足

し、日米二国間関係における重要な文化的及び教育的支柱に対する日米両国での公的
な及び一般の関心を集める役割を果してきた。

今回の合同会議には、クリントン大統領と宮沢総理大臣から、文化及び教育の交流

促進に対する祝辞が送られた。合同会議は、米国への日本語教育アシスタントの派遣
数の増加、米国人研究者等の訪日機会の増大、州及び連邦レベルでの教育の交流、創
設されたマイク・マンスフィールド・フェローシップの実施への協力、及び米国にお

ける日本の伝統的な美術作品の修復といった文化及び教育の交流に関する最近の宮沢

総理大臣のイニシアティブを歓迎し、また、“ライブラリー・オブ・ジャパン”の初
めの５巻の出版、米国における日本専門家のメディア向けダイレクトリーである．オ

ン.ザ・レコード”の出版、日米舞台芸術交流プロジェクトに関する米側のイニシア
ティブを歓迎した。

１９９１年に東京で開催された第15回合同会議以降の進展をレビューした後、代證表
は以下の四つの課題を議論した。

－学部学生交流

一テレビ及びその他のメディア協力

_市民交流

一今後取り上げるべきテーマ

〔学部学生交流〕

双方の調査をレビューした後、両パネルは、両国間のより良い理解と一層親密な関
係を築くために、日本で学ぶ米国人学部学生の数を著しく増加させる必要性について
合意した。
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パネル委員の間で多くの議論があり、また、オブザーバーからの意見もあった。日

本で学ぶ米国人学生の数を大幅に拡充させるために、ジュニア・イヤー・アプロード

・プログラムを発展させるという米側の提案に応えて、日本側は、日本の大学、特に

国立大学におけるジュニア・イヤー・アプロード・プログラムの数の増加に向けて作

業をすることに関心を有する旨表明した。米側は、これを強く支持した。

また、米側は、日本で学ぶ米国人学生の数を大幅に拡充させる努力には、米側のコ

ンソーシアムによる努力及び分校が示している可能性を含めた幅広い教育戦略が含ま

れることを希望する旨表明した。

両パネルは、米国人学生のニーズを更に明確に把握するために、カリキュラム及び

留学の傾向についての調査が行われるよう勧告し、さらに、この調査の結果に基づき、

日本の大学が、ジュニア・イヤー・アプロード・プログラムの改善のための適切なプ

ログラム及びカリキュラムの開発に関してイニシアティブを取るよう勧告した。また、

パイロット…プロジェクトの実施を含めて、太平洋を挟む両国の大学が学部学生交流

及び留学プログラムの促進のために協力するよう勧告した。

両パネルは、両国政府が日米教育委員会と協力して、大学の教職員、特に交流及び

留学プログラムに携わる事務職員のための訓練プログラムを拡大するために共に作業

するよう勧告した。，

外国における勉学の成功のためには語学能力が必須であるので、学生の語学能力を

改善するために官民において双方が積極的に活動することが必要である。

両パネルは、上記の目標を達成するための方途を探るために、両国により構成され

る特別ワーキング・グループを設置するよう勧告した。同ワーキング・グループが、

両国における高等教育団体に対し、以下の点を明らかにすべ〈協議に入るよう奨励:す

ることが期待される。

－質を確保する交流・留学プログラムに関する組織及びフォーマット

ー各々の財政的支援の責任

一モデル・カリキュラム

ー交流・留学プログラムを実施するにあたっての制約

この協議は、最終的には上記の課題に対する解決を規定するアンブレラ協定の形を

とることが期待される。この点に関して，日本の国立大学協会と豪州における同協会

のカウンター・パートである豪州大学長協会（ＡＶＣＣ）との間の協力関係を確立す

る過程で得られた経験は有効と考えられる。
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同ワーキンググループが、両国における機関及び学生を援助するための二国間のク
リアリング・ハウス・メカニズムの構造を規定することが期待される。同クリアリン

グ・ハウスの機能としては、例えばジュニア・イヤー・アプロード・プログラム、留
学プログラム及びカリキュラムに関する詳細な情報を提供すること、カウンセリング
及び支援的サービスを提供することが含まれるであろう。

双方は、上記のすべてについての進展を定期的にレビューすることを合意した。

〔テレビ及びその他のメディア協力〕

代表は、カルコンにより委任された２つの調査についてレビューし、議論した。米
側パネルは、米側パネルに委任された調査による最初の勧告を実施するための大規模
なプロジェクト、すなわち、米国における日本専門家についてのメディア．ダイレク

トリーである“オン・ザ・レコード”を編集することが既に終了したことに留意した。
同ダイレクトリーは、約1000人の米国報道専門家に配布されている。

両パネルに加えて会場のオブザーバーからの多くの議論及び意見の表明の後、両パ
ネルは、米国のジャーナリストのために、日本における日本専門家について同種のメ
ディア・ダイレクトリーを編集するよう勧告した。両パネルは、また、日本のメディ
アのための米国専門家に関する同様のダイレクトリーは有益であると認識した。

両パネルはヘテレビにおける日本人のコミュニケーション・スタイルを米側に対し
て、米国人のコミュニケーション・スタイルを日本側に対して紹介し、もってそれぞ

れの理解を改善するための、日米共同のプログラムの重要性について意見の一致を見
た。

両パネルは、また、ニュース番組の共同制作にあたって遭遇する特有の問題を把握
し解決するための方途を検討するための現在継続中の日米によるセミナーを拡充する
こと、及び、プロデューサーのための交流・短期訓練プロジェクトを拡充することを
勧告した。

最後に、テレビ共同・協力制作の分野で更に作業を行うよう勧奨することについて、
米側から強い関心が表明された。

両パネルは、調査及び議論の中で示された多くの示唆及び勧告を検討するためにワ
ーキング・グループを設置し、カルコン全体に対して1年以内に調査結果を報告する
よう勧告した。メディアからの代表者を含む同ワーキング・グループの構成について
は、両議長の間の協議により決定される。
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〔市民交流〕

両パネルは、本件に関する２つの調査をレビューした。両パネルは、このような交

流が強力かつ健全な二国間関係を維持する上で重要であると認識した。

〔今後取り上げるべきテーマ〕

特に今日の社会．:政治問題に関連して、日本におけるアメリカ研究及び米国におけ

る日本研究について検討する必要性について討議が行われた。これら２分野に関して

現在進行中の調査が完了し次第、カルコンに対する報告書が作成されよう。特に日本

語で出版された、現在進行中の研究及びその成果にもっとアクセスできるようにする

必要性が認識されたのと同様に、特に初等中等段階において米国での日本語教育を奨

励し拡大する必要性が認識された。特に基準を設定するという観点で、相手国での任

務を課された職業人のための赴任前研修について討議が行われた。研究へのアクセス

及び赴任前研修の必要性に関する報告に関心が集まった。最後に、「日米舞台芸術交

流事業」の活動に注目が集まった。両パネルは、同活動を日本に向けて拡大する可能

性について討議した６’

提案された数多くのテーマの中から、カルコンは、引き続き学部学生交流に注意を

集中することとしたいとの結論を得、また、これが引き続き発展するのを見守るため

の二国間のワーキング・グループを設けることに合意した。カルコンは、また、双方

の委員長の間の相互協議により設けられる、テレビ協力に関するワーキング・グルー

プの創設に合意した。カルコンは、すべての関係者に対し、米国における日本語教育

のフォロー・アップに高い優先順位を付すよう要請すると共に、ワーキング・グルー

プの設置を含むすべての必要な手段を講じるであろう。

以上
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資料２

KnIUTESOFDISCUSSmN

BEIWEEN

TmJAEAlHLS、STImENTExcHANGEPH〕GRAHSImmllmTmE

oFTYmJAEANASSuCIATIoNoFNATIONALUNIVERSIInS

Ａｌ①
■

ASSOCIATmNOFAKERICANCOLLEGESANDUNIVERSImB

１７－１８０ctOberl994HikonebJapan

１１heJapEm-U・SStudentExchangeProgmm（JUSSEP）Sub-committeeoftheJapan
AssociationofNationalUnviversities（JANU)，headedbyitsChairmanDr、Leo

EsakiandtheAssociationofAmericanCO11egesandllniversities（AAC&U)，headed

byitsPresidentDr、PaulaRBmwnleemetonl7-180ctoberl994atHikone，

Japan，toexchangeviewsandinfOrmationregardingstudentexchangebetween

JapanandtheUnitedStates・Namesofallparticipantsareasappearingin
Annexhereto．

２Ｔｈｅmeeting唾calledthat,pursuanttotheJointStatementofCULCONXVI

(Aprill993，Washington)，theCULCONUS-JapanJointWorkingGroupon
UndergraduateEducationalExchangeagreedinitsDecemberl993meetingto
･increasethenmnberofAmericanundergmduatestudentsstudyinginJapan”and・
ｔｏｗａｍｔｈａｔｅｎｄｔｏ“exploreallpossiblevenuesforbuildingappropriateand
qualitypm厚aｍｓｆＯｒｔｈｅｓｅｓtudents､nThemeetingalsorecalledthattheJoint

WOZkingGIDupagreedthatJANUwilLincollaborationwithAAC&U，developand
implementmodelpmgmmsatJapanesenationaluniversities．

3．Themeetingnotedthat・intheUnitedStates，AAC&Uinclosecooperation
withEarlhamCollegehassecuredpartiallundingfromtheFundforthe

lmplovementofPost-secondaryEducation（FIPSE）Iorathree-yearcurriculum
developmentprojecttobeconductedbyUS、expertsincollaborationwith

Japaneseexperts・TheintendedoutcomeoftheprojectｗｉｌｌｂｅHpdelcurricula

appropriateforUS，undergtaduatepursuingdegreesintheliberalarts，

businessorengineering，Thesemesteｪ一oryear-1ongcurriculawillinclude

intensiveJapaneselanguageinstruction・coursesinJapaneseculture（e・g
historyliterature，politics）andcoursesessentialtostudents，continued

progresstowardtheirdegreesattheirhomeinstitutionsThegoalwillbe

curriculathatcarrytranslerIablecreditandthatcanbetaught・inEnglishas
wellasinelementaryJapaneSebyinterestedJapaneselaculty．
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Themeetingappreciat図theinitiativetakenbyAAC&Uandbelievedthatits
outcomewouldwithoutdoubtcontributetothedevelopmentofappropriate
curriculｕｍｔｏｂｅｄｏｎｅｂｙＪＡＮＵｔｈｚＤｕｇｈｉｔｓｍｅｍｂeruniversities・Thepeeting
howeverstressedthattheimplementationofdevelopedcurriculaisatthe
diＳｃ正巳tionofeadlJapaneseuniversityconcemed

４ThemeetingalsonotedcImFiculumdevelopmentiscunEntlyunder面aybysome
ofJapanesenationaluniversities・includingKyushuUniversity，Chiba
University，thellniversityofTokyoandtheT召ukubaUniversitybsupportedby
theUinistryofEducationScienceandCulture（Honbusho)．withaviewto
preparingappmpriatecurriculaforUS，studemtscomingtoJapanThemeeting
consideredsuchinitiativewouldracilitateincreaseinnumberofUS．
undergmduatesstudyinginJapaneseUniversities・

Tofacilitatetransferofcreditandaccreditation，theJUSSEPSub-
committeewﾋﾞｮｓｅｎｃCumgedtocoordinatewiththeseunive面sitiesforparticipation
ofracultｙｉｎｔｈｅＡＡＣ&Ucurriculumdevelopnだ､tproject．

5．ThemeetingnotedwithkeeMnter巳ｓｔｔｈａｔａｃｅｎｓｕｓｏｆＵＳｓｔｕｄｅｎｔｓｉｎＵＳ・
with１℃gaｪｄｔｏｔｈｅｉｒｉｎｔｅ正stsinshort-temlStudyinJapanaswellasacensuR
ofUSstudentsemD11edatinstitutionsinJapanareclnTentlyon-goingwith
thelatterbeingconductedbythelaurasianlnstitutionlbkyo，JapalL

ThemSSEPandAAmUagreedthatidentificationofinterestsofUS・

studentsthroughsuchcensusisessentia」forsuccessrulcumculumdevelopment．

6．TheDDeetingpaidattcntiontotheAustralia-JapanAcademuicLinksAgreement
establishedinDecemberl992betweenJANUandthcAustmlianVice-Chancellors，
Committee（AVCC）forthepurposeofpromotingexchangeinthespharesof
Leachingandre頸arch

TheJUSSEPandACC&UrecomlDendthatsuchanovemllagreanent・including

studentexchamgabeestablishedbetweenACCHUandJANU．

Ｄｏｎｅｏｎ１８０ｃｔｏ比ｒｌ９９４ｉｎＨｉｋｏＴ尼らJapan．

こし

１三

ＬｅｏＥｓ２１ｄ

Ｃｈａｉｌｍｎ

ＪＵ＆SEPSub-cdDmittee

JapanAssociationofNational

-86-Universities（JANIＤ

PaulaRBmumlee

President

AssociationofAmerican

Collegesandllnivcrsities

(AAC8IU）



資料３

ＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ

ＴＯ： JalDaneseCoIleagues

ＦＲＯＭ： USMembersofthGJojntPlanningGroupmRtheFmSEQfhnded
CumculumAb『ｏａｄＰ『Qject

ｐＡＴＥｌ Ｍｌｙ４，１９９５

GreetingSfTOmtheUS・ｌＩｔｉｓ２ｂｕｓｙｔｉｍｅｏｒｙｅａｒｈｅｒｅａｓｗｅconcludetheSpringsemegter・

Butwehavemadesomeprogress,nonoYheless,onourassignmenMOrourjointp7Oject・We

will9hareSomeofthareSultsjMhBpagestMfbllow,ａＭｗｅｌｏｏｋｆｂｒｗａＪｄｖｅⅣmuchto

hostingaMworkingftlrtherwitMnegrouptlMh1wjlljoinusatEarlhamCollegMi血､０，

BlhCkgrouM

TobrieHyrevlewfhebackgrouMofthislransmission･ilrespondstoSuggestionSmadebyD「‘

LeoEsakiinaletterofFcbrua｣ｙ15,1115t｡、rRiChardWoodaMsubSequentlyjn

co､versationwithprqjectstafMMC＆Ulate『thatmonth、ByDrEsaki'８…owMhe

Japane§ｅpar雌jpantgaMheSanFfanciscomeetｉｎｇｉｎＪ趣uaryfbltthatthenextsiePshouｌｄｂｅ

ｔＢｋＢｎｂＷｈｅＵＳ・side・specifically,theJap麺esecolleagueswishedustodevelopaMshare

in6arlyMaydescriptionsoftheldndsofCoursesandprogamsthatwouldmeettheneed3of

ourstudents四djnstitutionsTheJapanese,DrEsakiexplajneCl,wouldthenreacttothese

descriptions-posSIblybefbretheJunemeetiIig・Ｉｎａｎｙｃａｓ§,thesedescrlplionswouldprovide

uSallabasiSfbrmoredetajIeddiscussionjMIme．

ＤｌｍｎｇＤｱ`Esaki，gvisittotheUSjnlateFebrualy,ｈｅａＭＵＳｐｒＱ)ectstafralsobeganめ

workoutanover誠lfiramewoFMbmhypothetlcaloneosemesterCUrnculum・ThiSwaS

subgeqUentIyoutMmedi功JbsephJohnstmfsMarch23memoraMumtoUScolleagues・Ｔｈｉｓ

ｓａｍｅｍｅｍｏｗａｓａｌｓｏｓｈ副edwithDT1Esaki,whoTeplIedinlateM麺chthaMtprovided且

``色on鈍ructivclIba且isfbrnmherwofkandalgoindicfltGdlhathBwoUldciTculatBitlllｍｍ

ａｍｏｎｇＪＵ鯛EPmemberS・SincethatpoiJM功March,WehaYefbcusedo孔ga8he巾g

infbrmationaMdevelopingideasrelatedtothekjndso化oursegmentionediuMheprOposed

framework，
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odleressentialbMuckgroundisprovidedbytheSummaryMemorandumofFebruary6，

idemjfyingkeypOjntsmadcmtheSBnFranciscomeetingaMposingquestionsFequmng
DU

answers，Wehopeth帥thecMncationsprovidedthereaStothepulposesof･thepmject,in

panicularowerehGIpM‘ＡＭｗＧｗｉｓｈｔｏｒｅｌｔｅｍｔｅｈｅｒｅｆＭｅｅkeypointsI

LDescriptionso他redhereandelsewherBofoowsesaMcoursecontentare

suggesZionsｏｎｌｙ‘Ｅａｃｈｉｓａ`,tatakidai,i'orstartingpojnt,only、励餅areintended

いheIpourJapanesecoI1eaguesunderstandthe/WMFofprogramsaMcourBestM

wouldbestmeetthcrleedsofUS､uMergradUatesandtheircollege9ａＭ

ｔmivergities・Therefbreth6bToaderprinciplesuMerlyingtheSedeBC両ptionsandthe

characteristjcsoftheprograms8ndpoursegarefnrmoreSignincantthan

suggeStionSaStoPartiCula『contenMexts,assignmenfs,etc！

2．WeMIyundeFstandaMaCcePtlMthedevelopmentaMimplemBniationof

cumculajsSolelyatthedisCretjonofMMdualJapaneseuniversitieg・The

princIpIeofseIf･govemanceisobservedinlhiscounhy,ａｓｗｅＩｌ

3．ＷＭｔｗｅ飯etherefbretryjn8tofiMigaourrjculumwhicMheJ叩anesc

universjlie9wishtoo雌ｒｑＭｗｈｉｃｈＡＡＣ＆Uandotherongani鋼ionssupportiveof

studyabroadiMapanmlghtwishtoSuPpOrtaMmakewidelyknown．

WhaYfbllowgigor8anizedintermsofthepfopo8edframeworkspelｌｅｄＯｕｔｉｎｔｈｅＭａｍｈ２３

ｍｅｍｏ,Becauseofi鱈centraIjty1othisdocument,ｍｄｍｒｅａＳｅｏｆｒｅ企relzoe1werepeatithe礎

andonthenexllwopages,witMheexplanatorycommejMsorigjnallyprovjded，

ＡＰｒｏｐｏｓｃｄＦＵＰ向ｍｃｗＯｒＬ

JapaneseIanguageinstruc1io風

Ｈｉ$to印/Civilization/Culture(intcrdi8cipIinaJyand

３ｔｏ６ｈｏｕＴｓ

３ｔｏ６ｈｏｕｒｓ

Comparative）
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］hoUrS Anjnt②fdisciplInaJy,compa『ativeaMpmbpblyjssueごｏｒ

problem･bascdcourseonabroadtopiclikeIhee2Mronmentor

tcclmology

３to6hours Courg巴(s)inmajordiscipline

TTiecou砺eSelectionofpanicuIarsIudentsmi8htdiffer-withone･fbrexample・taking

sixhowseacMnthefirs1twocategories,threeinthethird鋤dmothinginUiefburth;・

餌othertakingth幅ehoursi1nthefirst,sixinthesecoMandthrBeeachinthethMand

fbMhHXeideahowever,isIhaMhesewouldbethebasiclypesofcOursesinthe

WpiCalSemeSlIerprogram・TIieyear-longprogramwouldh帥eth…ｓ２ｍ⑥Glemeritg,鑑

ｗｅ}Ｉ

Wethmkofthefir鉢ｔｗｏCat電one息鍛Ｐａｒｔｓｃｆａｇ⑥､eraleducatiomcoreandthethir。

(dependinguponthepoliciesoflhesendiIlginstMionandlhen鉱ureoM1estudent0s

worMMleCourse)assomethingtMmightcountlowarde油ergeneraleduCationor

tlxem鋤or！

TTIefirstcacegory-12nguageinstr1uction-r副segahostofquGstions,asMariespeclally

igaw虹aWhatprep画atioMfany.i…sumed？Wh2tlevel<s)is/aretaugMToWhat

degEEedpwetwtooffbrJapanesefbrspecl型applications-gg`，il】businessor

technoIo鰍？WbichofsGveralpossibleapproachesareused？Thesequestions

rhotwithstaMing,weassumG2MIanguagastudyis巳bedrockexpectation‘

WehavBbBBMMtowardthejnterdi9CiPlhWyfbrmofcourseinthemiddletwO

c蝕egonesinpartbyabe1iefin1heeduCatjonaWaluaofwcルco鮠eiVeCl

inteTdjsciplinarycows輔andthejrabjlhytoprovideabTe臼dthofperspectivethaM8

particulanyappropMBtoshoTt･termstudyⅢButanequaUyimPoJtantre鑓oMbrthe

jmeFdisciplinaｪyissue･basedcourseisinparticulardxeemhUsiaSmfbTiteXPre8Sedby

Df､宮saki，OneoMDeIeadingconcemsoftheJapanese,hehaSeXPlained･ISthatoUT

prQjecthasBeemBdtoth2mtorequirethedevelopmenlofspeciB1courgCSinUlewhoIe

Bzrayofmajorfields-moTework,uMerstandably,thantheyarewillingtounclertake，

－８９－



ButtOlheextentIhatasUbstamive,Comparative,intermedja【e･to･advancedlevelCroSS・

discip1jn町courseonsay,theeIwironmentortechnolO鮒orhUngeroThealtho碑e

mightp【ovideopportunitiesfbrstudentBmajorit)ｇｉｎｄｉ胴cuMelclStodowork

(Mudjngprqiects)Mwouldcarrycredjt泊wardMrmQjor８，thisproblemcouldbe
djminished

Thelastcategory,however,recognizB5tha1manysludentswouklstilIneedsome

dj3ciplina2ycouJses‘Andweghouldthinkいgelherhoww8wou1dsuggestmeeting

thisneeCl1lhsomecasesahoSuuniver圏ityiMapmmightbeabIetoo鮪『叩

appropnmecoursBDiTec8edIndependent鈍udiesmigIllbemore企asjblestiIl，VarioUS

fbrmsofdjStancBeducationarealsopossjbilitieS．

ItisstiIlassumed,finally,１Ｍ盤manyofanthBsBcow8esasposSibleShoUlddeal

comparativelywilhtheirsubjec-fiPomtheperspeclive,thaMMotonlyoftheUoS

aMJ印smbutothercoulMes(andcultures)aswelLExamplesmi沙tMudeoour8es

omhepokmialperjodi柚EufopeaMAsiaoTEastABjasincBWorIdWarIITYiese

ooursesshouldalSoenroIIａＭｂｅｃｒｅｄｉｔ･worthy化rJapaneseaMallother

undergmdun(ＧＢ,mtjus1thosefMMleUS

AttIii9point,havingthough6moreabout1hefiamework,wBseetheneedfbrso鯨e

qualifMiDns(seebelow)‘Axiditiscertainlynottheonlyframewofkposslble,Ａｓ＆whole,

however,weStillregardit理aBoundoveralIs1ruc1uTe，AndfbrpTegentpurpoS鍋iti5

helpMimh蝕ilgivegussomecommOnagsumptionsａMre鹿renCopointsfbrmoredanalIed
diScUgSion．

WeshouldaddtMthecourseseuMsionedareinsKMnec鍋esven/ｂroad、wedonotassUme

tIMHttherBmBmanyJap趣sseprofl9ssorgwhocouIdtenchtheminthei7entirety、Few

AmericanprofbSgoT“ould・Inst白且｡,withDroEsaki､sconcuryengB,wehaveEssumedthat

someteam･teachihgofsuchcourSeswolMbepossjblaWehaveaSsuredlMmthatifM1osBｏｎ

１ｈｅＵＳ３ｉｄｅｗｈｏｈａｖｅｔｅａｍ１ａｕ9htcOuldhe1pMIySharethatexperie風Ce,theywouldbe

－９０－



Ple…ｄｔｏｄＯｓｏ

Fumherde8criWtiOnOfiMM伽alColI席esaMp｢ogIpamMbF6tudGuDtsoMi肱『e加血則ors
e

p

Japaneselanguageinstrucllon３ｔｏ６ｈｏｕＦｓ

UnfbⅣuIlately`Pro企ssorMaFiNodahasbeeniMapafhandwillnotreturnuMM台ermid・

May・AsareSult,ｓｈｅｈａｓｎｏ化eenabletogiveu8materi副fbrinGIusionhereoWedD

expecttohiwede3cnptionsfYomheTweIlbefb帷themeeting,however,:ｕｉｄＷｊｌｌｓ白Ｍｔｈｅｍ

ｗｈｅｎｗｅｄｏ．

冴馳Ⅳ/CMlization/Culture(interdisciPlinaｴyandcomparative）３ｔｏ６ｈｏｕｒｓ

ARtachmen仏j息adescriptionofapossibleversionofthisgeneraledu卿ioncourse，PlBase

notethatthecowsedeScribedisayearolo価gversion，ＥｖｅｎＳｏ,tlieprimary

aUthor9-P7o化ssorsJamesManIeyaMWjlliamCummings-Feco印izetMlmeyhaﾊﾉe

proposedMemuchmcrethancouldprobablybecovered，ＴｈｅｙａｌSopojntout,however･th8t

as1illMlerIigtofpossibletextS,resoujPcesaM軸picscobddbeusefiMiln8Milwouldallow

fbrIlppropriato蝿陀…〃fbｱs1udent二ｗｈｏＭｇｈ化cable,ｗｉｔｈ”mefMsingoftheirwOrk,to

obtammaiorcreditJimManl副isparticularIypMCi6rlMtthGuse０fth6hMerwietin

apcessingresourcecenteFs(librarie§,museums,cIearinghouseS)thatCaMlWilitatethe

deveIopm“tofexpaJMledsy1labi,andhehasgenerousIyo齢redtodeITlonstra1ethis副the

JunemeetingⅢ

ＪｉｍａｎｄＢⅢ釧sowishtoemphasi露1M1hejrmemolistsねOmmyWestOmtextsandnot

elhougMapaziescones1TheyIookfbrw誠dtoleamingmoreaboutpossibMapanesesourpe3

hWuns・TheyalsorecognjzethatJapaneseQolleagueswouldtajloraMfbQusanysyllabusto

refle域theirindMduallDre財enCesandexperMSe．

AninlBTdiscipliH2W､comparaiiv白`issue・orproblcm-basedcouT8e３hours

－９１－



onabroadtOpioliketheeuMro対mcntortechnology

IIUftachmen山,ｗｅhave,as3nillus1rationopa』tjaIlyoutli”dacourseonthee随viromnexW･

nheauthoFslncIudemoEtmembe婚ｏｆｔｈｅＵＳ・Side．

WeneBdtoqualifysomewha2ourpreviousstateme賊thatsuchacou7seOoUldbedegigmed”

thatitwouldcarTycredMnanymajorfield・IlisunlikelythatenougMIrGctlyr01Gwwlt

contentcouldbejncludedtOmakethIspossiblein1hecaseofengiTlaering,uYMMhem柳Cs,or

thenaturalβciemcesmajorsButifthecOurselstaughtrigOrOuslyiMwithSOmeflexibi町

fbrMepeMeTltstudy,itshoIMbequileposgibleinmostOtMHeldsItwouIdalsocarXy

generaIedUcationcredMbrqﾉﾉsMeMg．

Course(S>inmajordisCipIine３ｔｏ６ｈｏｕｒｓ

Inthisare3wehavegivenmostofourattentionsonLrtothB［wDclassesofpro鱒ssional

studentstheprQjecttargets：majorsinbuginessandengineering，Ａｎｄｗｅｈａｖｅ鮪cUSedmore

ondescnbingtheapPrOpriateshaPeoftMroverallprogramsthahonindMdualCouFScS．

reparedbyProfbssorMiohaBlUBeeｍ－ｓｕｍｍ噸zestherelevantcritsｱＭｂｒａ

PrOgrm節hnbuSlneSSaMPrOPOSeSanOUtlin②ofDne-SemcsteTanClOnedyearP7OgramS、Itthen

outl伽sthe1MeIPgraduaterequlrememBofbusinesssMentsaZhIshomeinBtiＭｉｏｎ(Thc

UnivergityofPeMlnsyMnia)ａＭ，iIlthatcontext,theglMellnesgovemingstMy・abroad

proglPamSlnthecaseofbOthprofEssionalIYhajors,wehavBbcenccncemedthatthemany

seCsofexfSmaIBndinstitutionalguidelinegaM上riteriamightcrcateprOblenng・FonUnately，

however,伽programheWoposesjsentjrelyconsistenlwjththepmj鍬'spropO9ed

f【amework．

The雌tth錘PenngyMniH仏scurrentprogramwizhHitotsubashirequiresthM･yearJHpBnD難

IangUageproficiencyshouIdnot,ofCoUrSe,influehtcethiBpmjectbIfweimposedsuohalule‘

thenumbeTsofUSstuden焔whocouldparticipatewDuldbe8everelylimited．

－９２－



“且…_且8.山essesPmarilylmdergraduateengineerIngmaloys,butOouldalsobeusel

inPlannImgfbrphysicalsciencemaio焔DevelopedbyProfbssorsXanjiOnoaMTom

Chapm肌itpertainsonly6oaone･semestBrcourseofstudy,durjMthesecoMsemesterof

tllesqphomQrByear・ＩｎｔｈｉｓｃａｓｅａｓｗｅｌＬｔｈｅｐ【oposedprog『側mofstudyconfbmkswell1o

lafgerftameworkwemeusingJncludedarebolhadiscusslonoMle『ationalefb『the

p“icularproposalaMfiv叩ageｓｏ化Cu鯛cdeBEriptions，

butOouldalsobeuseM

confbmkswell1othe

ConcluSioJl

Ｗｅｈ叩ethesemateriGkIsarahelpfhLWehavelriedtopfovideenough@Ｍnot的omuCh，

infbfmation・Ｗｅｗａｎｔ⑩ｒ③emphasi露thatwedonotregardthesejGleasasanythjngbuta

T胸kyoMbryourgoodwiIMMlCooperation、ＷｅｌｏｏｋMSigfbr比nherdiscuSsion・Th

fbrwardtoourmee1inginJu【Xe！

－９３－



ATTACHMENTA

PossibleHistolWCivilazation/Culture(刀urse

Title：“JapanandtheWorld：PointsofReference，Ancient，，ａｎｄ“Japanand
theWorld：PointsofReference，Modern，，

ＤｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎｏｆＰｏｓｓｉｂｌｅＣｏｕｒｓｅｓ：Ａｆｏｃｕｓｏｎｔｈｅｈｉｓｔｏｒｉｃａｌ，
philosophical，artistic，andliteraryaspectsofancientandmodernJapanThe
coursemightbequestion-centered，comparativeandcoulddrawonmodern
resourcessuchastheinternet・Thiswouldbeatwosemestercourse-thefirst
wouldfocusonancientJapan，thesecondonmodernJapan．

Appropriatefor(level，major)：Asageneraleducationoption：anylevel；
forselectedmajorswithsomeadaptation．

includinglanguage)：Nona
std・course，std5-courseload)：Ancient，３hrs.，Modern，

P1℃requisites(if2mM
Credits(assume3hrs、

３hours

POssibleTとxts：

[Ancient］Ａ肋hoZo91／ofJapcmeseLfterQ〃re(includingexcerptsfrom
Murasaki'ｓＴｈｅＭｃｏｆＧｅ"が)byDonaldKeene；ｒｈｅＡｒｔｓｏｆＪａＰｃｗｚ，
ｂｙＨｕｇｏＭｕｎｓｔｅｒｂｅｒｇ；"ｈｌＴＨａＺＺ'ＳＪａＰａ?z：FromPrehfsto]ＷｔｏＭｏｄｅｒ打
ＴＺｍｅｓｊＳａｎｓｏｎ，ｓＪａＰＱ〃：ＡＳｈｏｒｆＣｍＺ〃ｒａＺＨｆｓｔｏｒＶ，ａｎｄＴｈｅ
ｗｅｓｆｅｒ〃WorZdcmdJapα"ＪＮＣ比ＴｈｅＣＺａｓｓｆｃａＺＴｈｅａｔｒｅｏｆＪａＰｃｍ，againby
DonaldKeene

[Modern］ＭＺ]r､ror伽theShlWZe，ｂｙＲｏｂｅｒｔＡ・Rosenstone；Ｊａｐａ"ese
Of7zemabyDonaldRichie；andliteratureselectionsbyKenzaburoOe，Kobo
Abe，VasunariKawabata、NatsumeSosekiandTanizaki．

Ｏｕｔｌｉｎｅｏｆｐｏｓｓｉｂｌｅｕｎｉｔｔｏｐｉｃｓｗｉｔｈｂｒｉｅｆｌｉｓｔｏｆｓｕｂ－ｔｏｐｉｃｓ：The
coursemightstartwithexcerptｓｆｒｏｍＴｈｅＭｅｏｆＧｅ"が，ａｎｄconsider
culturalimplications，including，politicsandsocietMreligions，folkbeliefs
andthecultofbeauty・ItmightexploreconnectionstoChina，thanmake
comparisonstothewest，includingcourtlyandchivalrictraditionsinmedieval
Europe，perhapstouchingoncourtlife，ａｒｔａｎｄａｅｓｔheticsinlndiaatthesame
time．

ｌｔｃｏｕｌｄｕｓｅｗｏｒｋｓｌｉｋｅＧｅｎｊｉｏｒｔｈｅＢyodoTempleasstartingpointstoexplore
historicaLartistic，religiousandotherculturalaspects・ＡＣＯmparative
analysiscouldbelllade，ｆｏｒexample，oftheByodoTempletoChartresCathedral，
､ｏｔｉｎｇｂｏｔｈａｓｓａｃｒｅｄａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅｓ、Ｉｔｍｉｇｈｔｄｏｔｈｅｓａｍｅｗｉｔｈｓｅｌｅcted
landscapepaintingseastandwestandselectedtheaterpieceseastandwesL
AlsopossiblewouldbeafocusonearlyfeudalislLeastandwest，includingthe
riseofBuddhislll，includingZen，andTokugawafeudalism

Otherorganizingthemesmightbe“TravelstoJapan：AncientandModern，，Ｔｈｉｓ
－９４－



mightbetheentry-pointintoModemJapan，withRosenstone，sTheMirrorinthe

Shrine：AInericanEncounterswithMeijiJapan，whichemphasizesabiographical

approachThemodernperiodmightemphasizeliteratureandfilm，ｗｉｔｈJapan,s
twoNobellaureates，KawabataandOeandwithKurosawa，sfilms、Otherwriters

mightincludeSosekiandTanizaki・Localhistoryandlocalexploratioｎｃｏｕｌｄ

ａｌｓｏｂｅａｐａｒｔｏｆｔｈｅｃｏｕｒｓｅ．

Assignll肥nts，exercises，examinations：Studentsmightkeepajournaland

writethree3-5pagetypewrittenpapersoncomparativetopics・Example：cultural

assumptionsinaNohdralnaandoneofShakespeare，splays．

Keyprinciples(whateverelseischanged，courseshouldembodythese)：
Comparativeperspective，andinterdisciplinarity，Ｌｅ.，notjustahistory
course，oraliteraturecourse・Rather，onestartswithacomplexcultural

artifact，Genji，ｆｏｒexample，andthenshowsthedifferentfacets，literary，

historicaLreligious,etc・Thecoursecouldencourageactivestudentlearning

andcouldincludefieldcomponents，andencouragementtoextendintellectualandcouldincludefieldcomponen

explOrationoutsidetheclassroom

－９５－



ATTACHMENTB

POssiblelntelYlisciplinaly，CoImarative，Issue-based（burse

Title：Environment，Society，andEthics：ThePacificRim

DescriptionofPossibleCourse：Anexaminationoftheenvironmentofthe

PacificRim(includingNorthandSouthAmericaaswellasAustralia，Southand

EastAsiaandtheRussianfareast）；anexaminationoftheenvironmental

challengesfacingthisregion-whosediversepartssharemanyresourcｅｓａｎｄ

growingproblems-fromtheperspectivesofarangeofdisciplines，principally

withinthehumanitiesandsocialsciences，butincludingthenaturalsciences

andprofessionalfieldssuchasbusiness，lawiengineeringandhealth．

Appropriatefor：Ａｎｙｌｅｖｅｌｏｆｇｅｎｅｒａｌｅｄｕｃａｔｉｏｎ，and，ｗｉｔｈａｄａｐｔａｔｉｏｎ，
forsomelnajors，especiallyinthehumanitiesandsocialsciences．

Ｐｒｅｒｅｑｕｉｓｉｔｅｓ：Ｎｏｎｅｉｆｃｏｕｒｓｅ

ｌｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙｌｅｖｅｌｗorkinthemajor

Credits：３hourspersemester．

ｔａｋｅｎｆｏｒｇｅｎｅｒａｌｅｄｕｃａｔｉｏｎｃｒｅｄｉｔ・

iftakenforcreditinlnajor．

Topicsandtexts：Ｂａｓｉｃａｔｔｅｎｔｉｏｎｍｕｓｔｂｅｇｉｖｅｎｆｉｒｓｔｔｏａｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ

ｏｆｓｏｍｅｏｆｔｈｅｅｌｅｍｅntsofenvironmentalchallengeinthePacificRimOne

topic，forinstance，mightbeoceanicpollutionasaconsequenceofcbanging

agriculturalmethods-theuseofpesticidesinraisingriceandothercrops，

fｏｒｅxaJnple・Ａｎｏｔｈｅｒｍｉｇｈｔｂｅｔｈｅｉｍｐａｃｔｏｆｔｈｅｆｉshingindustry・Athirdmight

bethatofhazardouswastedisposal．

Eachparticulartopicwouldpresentopportunitiestobringdifferentdisciplines

intoplay・Ｆｏｒexample，inthecaseofthefishingindustry，ｗｈｏｓｅｕｓｅｏｆｄｒｉｆｔ

ｎｅｔｓａｎｄｆａｃｔｏｒｙｓhipshavehadseriousenvironmentalimpact，thecoursemight

explore：variousEasternandWesternconceptionsofwhattheenvirormentisand

humankind，ｓｐｌａｃｅｉｎｉｔａｎｄｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｉｅｓｔＣｉｔ；sustainablevs、non-

sustainablefishingtechnoloｇｉｅｓ；ｔｈｅｅｃｏｎｏｍｉｃｓｏｆｔｈｅｆｉｓｈｉｎｇｉｎｄｕｓｔｒｙ；

internationalconflictresolutiononthisissue；andprojectedreductionsin

bio-diversityshouldcurrentpracticecontinue．

Therearemanytextsthatwouldsupportsuchacourse・Letustakeasexamples

onesthatcouｌｄｂｅｕｓｅｄｉｎｅｘｐｌｏｒｉｎｇｔｈｅｅｔｈｉｃｓｏｆenvironment、Ｏｎｅｏｒｍｏｒｅｏｆ

ｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇＷｅｓｔｅｒｎｂｏｏｋｓｍｉｇｈｔｂｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄ・MCukm9PeczceWfththe

PZα"e士．BarryCommoner;Ｍα"'sRespo7nsfbfZftyforlVat皿re：EcoZo9fcaZ

PmbZemsa7tdwesfer?ＴＴｍｄｆｆＺｏ?Ts，JohnPassamore;AMorCzZZyDeePworZd：Ａ〃
Essczyo7TMoraZSf97zfffcα"Ｃｅα"。Ｅ"Dfrome肋ａＺＥ幼fcs，LawrenceJohnson；

RadZcaZEcoZogV，ＣａｒｏｌｙｎＭｅｒｃｈａｎｔ；ａｎｄＲｅｍｑｋｆ９Ｓｏｃｆｅｆｙ，Murray
BookchilLInaddition，ｉｔｗｏｕｌｄｂｅｅｓｓｅｎｔｉａｌｔｏｈａｖｅｔｅｘｔｓｏrreadingsonthis

subjectbyJapaneseand/orotherAsianauthors．

AssignJI絶nts，exercises，examinations：Studentsmightkeepajournaland
writethree3-5pagetypewrittenpapers、
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０．~

KeyprinCiples：（whateverelseischanged，courseshouldembodythese)：
Comparativeperspective，certainly；thecourseshouldalsobeinterdisciplinary
andshouldencourageactivestudentlearningandshouldincludefieldcomponents，
encouragementtoextendintellectualexplorationoutsidetheclassr００ｍ

－９７－



ＡＴＴＡＣＨＭＥＮＴＣ

ＰｏｓｓｉｂｌｅＰｒｏｇｒａｍｍＢｕｓinessMajors

llhderlyingProgramPrinciples

Ａ、ＴｈｅＵＳ・undergraduatebusinesscurriculmnisbecoming

・ｍｏｒｅｌｉｎｋｅｄｔｏｔｈｅａｒｔｓａｎｄｓｃｉｅｎｃｅｓand，ｔｏａｌｅｓｓｅｒｅｘｔｅｎｔ，

englneerlng

・moreinternationalandglobal，withgreaterstressonlanguagestudy
andstudyabroad

．、orefocusedonengenderinginitiative，flexibility，responsibilityand
leadership

BTheAmericanAssemblyofCollegiateSchoolsofBusiness，theprimary
accreditingagencyforbusinessprogramsintheUS.，recomendsthat
theundergraduatecurriculumshouldprovidecoverageｏｆ

legalandregulatoryissues

onorganizations
･theinfluenceofpoliticaLsocial,

．theimpactofdemgraphicdiversity
・ethicalissues

・globalissues

CAstudyabroadexperienceforbusinessstudentsshould

・provideabalanceofbusinessandnon-businesscourses
・takeadvantageofpriorlanguageabilitiesinJapanesewherepossible
butofferanEnglish-1anguagealternativeaswell

uProposedProgramOutline

Ａ・One-SemesterProgram

・recommendedfor（althoughnotlimitedto）thosewithsomeJapanese
languageability

・twotothreecoursesoutsideofbusinesssubjects（sameasforliberal
artsandengineeringstudents）

・wouldincludeJapaneselanguagestudy
・ｏｎｅortwocoursesonbusinesssubject(s）

Example：‘`MarketingManagementinJapan,,ｏｒ“JapaneseCompetitive
Strategies,,

BOne-VearProgram

・fourtosixcoursesoutsideofbusinesssubjects

・twotofourcoursesonbusinesssubjects

・wouldincludeJapaneselanguagestudy

CInternship －９８－



TheoptionofaninternshipwithaUS・orJapanesecompanyduringor

aftertheperiodsofstudyshouldbeavailableSinceJapanesecompanies
apparentlyhavelittleintemshiptradition，andsinceAmericanstudent

languagｅａｂｉｌｉｔｉｅｓｍａｙｓｔｉｌｌｂｅｌｉｍｉｔｅｄ，ｉｔｗｉｌｌｂｅｉｍｐｏｒｔａｎｔｔｏ

ａｒｒａｎｇｅｉｎｔｅrnshippositionswithUS・companiesoperatinginJapalL

Thestudentwouldconsultperiodicallywithafacultysupervisorand

prepareapaperontheinternshipexperience・Theinternshipshould
standasacreditcoursethatwouldtransferwiththeotherregular

academiccoursestothestudent，sAmericaninstitution・Alternatively，

thestudentcouldarrangedirectlywiththeAmericaninsｔｉｔｕｔｉｏｎ，ｓ
ｆａｃｕｌｔｙｆｏｒａｎｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔｓｔｕｄｙｃｏｕｒｓｅｔｈａｔｗｏｕｌｄｉｎｃｌｕｄｅｔｈｅ

ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐ．

Ⅳ．Ｅ姪u叩ｌｅｓｏｆＵＳ・UhdergraduateBusinessProgram

Ａ、UniversityofPennsylvania

ThecurriculumforundergraduatestudentsenrolledintheWhartonSchool

oftheUniversityofPennsylvaniarequiresofallstudents：

■Proficiencyinaforeignlanguage(coursesofferedbytheSchoolof
ArtsandSciences）

■Generaleducationcourses

・economics(２courses，bothmicro-andlnacro-economics）

・Writingcourse(１course）

・Inathematics(through2ndtermcalculus）
・statistics(２courses）

・operationsandinformationmanagement(１course）
“

・generaldistributionintheartsandsciences(２courseson
socialstructures，’’２courseson“language，artsandculture,”ａｎｄ

２courseson“scienceandanalysis，，）

■Businessfundamentalscourses

・accounting(２courses）

・finance(２courses）

・IDarketing(１course）

・management(１course）

■Businessdepth

・４courses(coursesinthestudent，sareaofconsiderationsuchas

finance，strategyorllnrketing）

■Businessbreadth

・３courses(notinthestudent，sareaofconcentration）

■LeadershipandcolmDunication

・１course

－９９－



■GIobalenvironment

・３coursesineitherbusinessorartsandsciences

■socialenvironment

・２businesscourses

■Organizationalenvironment

・１businesscourse

BUOtherexamplesofundergraduatebusinessprogramstobeadded.］

Ｖ・m2unplesofUS・StuOW罠AbroadandStudent-DUchangeProgr2uns

Ａ、UniversityofPennsylvania

TheWhartonSchooloffersseveralstudy-abroadandstudent-exchange

programsforitsundergraduatebusinessstudents・Theprogramsfollow

twoguidelines：

■Nomorethantwobusinesscoursespeｒｔｅｒｍｆｏｒｕｐｔｏｔｗｏｔｅｒｍｓｃａｎ

ｂｅｔｒａｎｓferred．

BG

Thetransferredcoursesmaysatｉｓｆｙｔｈｅ“businessbreadth，，or

globalenvironment,,degreerequirementsbutnotthe“business
fundamentals，，ｏｒ“businessdepth”requirements．

■

■TheWhaltonSchoolcurrentlyoperatestwoundergraduatestudy-abroad

programsinbusinesswith：

Lyon，France：withUniversityofLyonⅡandEcoleSuperieur

ComercedeLyon(ECS-Lyon）

・Onesemester，coursestaughtinFrench

.Ｅxampleofbusinesscourseoffering：‘MarketingManagementin
Europe,，

Madrid，Spain：WithUniversidadPontificiaComittas(ICADE）
・Onesemester，taughtinSpanish

・Exampleofcourseoffering：“Internationalizationofthe
llG6

SpanishCompany,，，“20thCenturySpanishLiterature
PoliticalEconomyofSpain”

●

●

■TheWhaltonSchoolalsoofferstwoundergraduatestudent-exchange

programsinbusinesswith：

Milan,Italy：WithUniversitaLuigiBocconi(abusinessschool）
・Onesemester，coursestaughtinltalian

・Allregularuniversitycoursesareopentoparticipants

Tokyo，Japan：WithHitotsubashiUniversity

・Ｏｎｅyear，coursestaughtinJapanese(3rd-yearlanguage

proficiencyrequired）

・Allregularuniversitycoursesareopentoparticipants
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ＡＴＴＡＣＨＭＥＮＴＤ

ＰＯｓｓｉｂｌｅＰＩｗＯｇｒａｎｆｂrH1gineeringstudents

AswediscussedinSanFrancisco，thereareanullIberofimpedimentstodesigning

a“junior-year-abroad，，programinJapanthatwillbeattractivetoengineering
students，InadditiontothecollNnonproblemsofcostandlanguageability，there

isthemajorissueofprovidingcoursesthatwilltransferfordegreecredit

suchthatthestudents，progresstowardgraduationwillnotbeinterruptedby
goingtoJapan、Theselectionordesignofappropriatecoursesisconfoundednot

onlybythefactthatdifferentengineeringdisciplinesrequiredifferent

curriculabutalsobythedifferentcurricularstructuresindifferentAmerican

universities．

Althoughtheremaybeacasemadeforfifth-yearprogramsthatinvolvea

significantalnountofindependentprojectworktailoredtoindMdualstudents，

ｗｈｉｃｈｍｉｇｈｔａｐｐｅａｌｍｏｓｔｌｙｔｏｓｔｕｄｅｎｔｓｇｏｉｎｇｏｎｔｏｇｒａｄｕａｔｅｓｃｈｏｏｌ，our

objectiveofattractingasignificantnumberofAInericanengineeringstudentsto

Japanisprobablyservedbettｅｒｂｙａｎｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙｉｎｔｈｅｓｏｐｈｏｍｏｒeyear・

Participantsinsuchaprogramwouldstillhavetimeintheirundergraduate

yearstocontinuestudyofJapaneselanguagebackattheirhomeschools・Thus，

ourproposedprogramforsophomorestudentsmightconsistofone-thirdJapanese

languageandculture，one-thirdgeneraleducationandinterdisciplinarystudies，

andone-thirdtechnicalcourses・Wesuggestthatwestartbydiscussingaone-

semesterprogramforsophomoreengineers・Ｌｉｍｉｔｉｎｇｔｈｅｔｉｍｅａｂｒｏａｄｔｏｏｎｅ

ｓｅｍｅsterminimizesthedisruptiontothestudent，sdegreeprogramwholestill

givingasignificantexposuretoJapan，suchaprogramshouldbeattractivetoa

widerrangeofstudents．

BecauseofthemismatchbetweentheJapaneseandAmericanacademiccalendars，

arrangingasecond-semesterprogralDrunningfromApriltoAugust，wouldcause

theleastdisruptiononbothsides・Somespecialactivities，suchaslanguage

andtraining，generalorientation，andindustrytours，couldbearrangedforthe
monthofMarclL

Onaone-semester(l2-l5creditfour）basis，wemightproposeaprogramoffering

3-6creditsofJapaneselanguageandculture，３－６creditsofgeneraleducation

courses，aninterdisciplinaryandcomparativecourseonenvironmentalissues(３

credits)，andaselectionof6-9creditsoftechnicalcourses・Varyingthemix
oftechnicaltopicsａｂｉｔ，wesuggestthefollowingofferings：

Computing(prograHmingandNumericalMethods)－３credits
MechanicsofMaterials-3credits

EngineeringMechanics(StaticsandDynamics)－３credits
ElectricalandElectronicCircuits-3credits

lntroductiontoMaterialsScience-3credits

Briefdescriptionsofeachofthesecoursesareincludedinthefollowingfive

pages・Otherpossibilitiesthatmightbeusefulcouldincludesomebasicmath

－１０１－



AdvancedCalculus，Second-semesterPhysics(electricandsciencecoursessuchasAdvancedCalculus，Secon（

ity，magnetislLlight，ａｎｄsound)，orModernPhySics．
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ProposedCourse：ComputerScience-PrograUmingandNLmericalMethods

Appropriateforstudentsofengineeringorphysicalscienceinthesecond

semesteroftheSophomoreyear．

Prerequisites：ＤifferentialandlntegralCalculus，IntroductiontoOrdinary

DifferentialEquations，ElementaryComputerProgramning

Credits：３hours

W・CheneyandnKincaid，

notesonvarioussoftware

Texts；しMiller，ＴｈｅｊｏｙｏｆＣ，JohnWiley，1993；

lVmerZccZZ伽hematfcsa71dCbmPIｲｵ仏岫Brooks/Cole；

packagessuchasequationsolversandspreadsheets

1．UsingComputers(３１ecturesl

2・OverviewofFortranandCPrograHming(４１ectures)．

3．SolvingSimpleNonlinearEquations(６１ectures)．

4．Evaluatinglntegrals(５１ectures)．
5．SolutionofLinearSystems(６１ectures)．

6．NaturalFrequenciesandEigenvalues(６１ectures)．

7．SystemsofOrdinaryDifferentialEquations(９１ectures)．

8．FittingofData(６１ectures)．

Outline：

Keyprinciples：Givesengineeringstudentsanintroductiontocomputerand

analyticaｌｓｋｉｌｌｓｔｏｕｓｅｉｎｔｈｅｉｒｓｕｂｓｅｑｕｅｎｔｃourseworkandprofessional

development・Discussesseveralmethodsofusingcomputerstosolveprograms，

includingelementaryFORTRANandCprogramningtechnques，ｔｈｅｕｓｅｏｆ

spreadsheets，ｓｙｍｂｏｌｉｃｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏｎｌａｎｇｕａｇｅｓ，andsoftwarepackages・

Techniqueswillbeillustratedusingsampleproblemsdrawnfromelementary

engineering・Emphasisonintroductionofalgorithmswiththeuseofspecific

toolstoillustratethemethods．

Othercollunents：OperationonaUNIXplatformispreferred．

－１０３－



ProposedCourse：MechanicsofMaterials

Appropriateforstudentsofengineeringorphysicalscienceinthesecond
semesteroftheSophomoreyear．

Prerequisites：ＤifferentialandlntegralCalculus，Mechanicsportionofcollege
PhysiCｓ

Credits：３hours

Texts：ＲＣ・Hibbeler，MechanicsofMaterials，Macmillan，1991,orCrandalLDahl，

andLardner，IntroductiontotheMechanicsofDeformableSolids，McGraw-

HilL1978

Reviewofequilibriumprinciples

Conceptsofstressandstrain

Axialloading

Torsion

Purebending

Beamsundertransverseloading

Elasticstress-straintemperativerelationships

Transformtionofstressandstrain，biaxialstress

Deflectionofbeams

Yieldcriteria

Beamdesign

Colm皿s

Pressurevessels

Outline： ●
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●
●
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Keyprinciples：Ｔｈｅｏｂｊｅｃｔｏｆｔｈｉｓｃｏｕｒｓｅｉｓｔｏｇｉｖｅｕndergraduateengineering
studentsthebasictoolsstress，strainandstrengthanalysis；definitionof

materialstrength；structuralapplicationsoftrusses，beaIIls，shafts，columns，

andpressurevessels．

Othercomnents：Useofcomputersandlaboratorydemonstrationsaredesirable．

－１０４－



ProposedCourse：EngineeringMechanics-StaticsandDynamics

Appropriateforstudentsofengineｅｒｉｎｇｏｒｐｈｙｓｉｃａｌｓｃｉｅｎｃｅｉｎｔｈｅｓｅｃond
semesteroftheSophomoreyear．

Prerequisites：Differentｉａｌａｎｄｉｎｔｅｇｒａｌｃａｌｃｕｌｕｓ，elementaryordinary
differentialequations，elementarymatrixalgebra，basicmechanicsfromPhysics．

Credits：３hours

Ｔｅｘｔｓ：ＭｅｒｉａｍａｎｄＫｒａｉｇｅ，Ｅ〃gmeerflT9Mecha打fcs，Ｖｏｌｕｍｅｓｌａｎｄ２，

SfcEtfcscz71dDWcmfcs，ThirdEdition，Wiley

Reference；BeerandJohnston，VecforMechcwTfcsfbrE7IgZ打eersjStaffcscmd

Dl/nqnTfcS，FifthEdition，McGraw-Hill

Outline： １． Mechanicsofparticles
a・Newton,ｓＬａｗｓ

ｂ・Statics：forceequilibrium

QKinematics

dParticledynamics：kinetics

e・Impulse・MomentumPrinciple

fWork・EnergyPrinciple

g・Energyconversation

hApplicationsofparticlemechanics

Mechanicsofrigidbodies

aStatics：forceandMomentequilibrium

b、Rigidbodydynamics：Kinetics

c、CenterofMassTheorem

d・AngularMomentumPrincipal
e・Molnentsoflnertia

fApplicationsofrigidbodymechanics

2．

Keyprinciples：Theestablishanunderstandingofthefundamentalprinciplesof
Newtonianmechanicsandtoprovidestudentswithanintroductiontotheir

applications，Newtonianmechanics(staticsanddynamics）ofparticlesandrigid
bodies・Impulse-momentumandmechanicalwork-energyrelations．

－１０５－



ProposedCourse：ElectricalandElectronicCircuits

Appropriateforstudentsofengineｅｒｉｎｇｏｒｐｈｙｓｉｃａｌｓｃｉｅｎｃｅｉｎｔｈｅｓｅｃond
semesteroftheSophomoreyear．

Prerequisites：ＤifferentialandlntegralCalculus，basicelectricityfrom
collegePhysics

Credits：３hours

Texts：Ｓ・Schwartz，EZecfrfcaZE"9伽eerMJz9･Ａ１ＴＩ肋rodnc脚o"，Saunders，
1994,ｏｒＷ.Ｈ・ＨａｙｔｅａｎｄＪ・LKemmerly，肋9伽eerW19cfrc皿ｆｔＡ灯aZysfs，
FifthEdition，McGraw-Hill，1993,ａｎｄＳｅｄｒａａｎｄＳｍｉｔｈ，MfcroeZecfromc
OfllG1tffSgThirdEdition，Saunders

ElectricCircuit

lntroductiontocircuitanalysis

Techniquesofcircuitanalysis
Sinusoidalandperiodicsignals

Phasoranalysis

Transientresponseofpassivecircuits

Analongbuildingblocks

Operationalamplifiers

Digitalbuildingblocks
Semiconductors

■
●
■
●
●
●
●
●
●
●

■
曰
Ⅱ
ユ
（
叩
／
］
（
叩
ぺ
叩
）
△
幻
扣
］
ユ
｜
●
届
皿
）
（
〃
院
叩
）
【
〃
四
０
（
ｕ
ｘ
ｍ
）
（
叩
〕
皿
）
〈
、
叩
〉

勺
Ⅱ
０
▲

Outline：

Ｋｅｙｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ：Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｅｌｅｍｅｎｔｓｏｆｅｌｅctricalcircuitsand
electroniccomponentstoprovideabasicintroductiontoelectricaldevices・
Definitionsofelectricalquantities，linearanalysis，signalwaveforms，
ｔｒａｎｓｉｅｎｔａｎｄｓｔｅａｄｙ－ｓｔａｔｅｃｉｒｃｕｉtbehavior，ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｄｉｏｄｅｓａnd
transistors，smallsignalmodels，andoperationalaJnplifiers．

－１０６－



ProposedCourse：IntroductiontoMaterialsScience

Appropriateforstudentsofengineｅｒｉｎｇｏｒｐｈｙｓｉｃａｌｓｃｉｅｎｃｅｉｎｔｈｅｓｅｃond

semesteroftheSophomoreyear．

Prerequisites：Onesemesterofcollegechemistry，onesemesterofcollege
physics

Credits：３hours

Ｔｅｘｔｓ：Ｗ､Ｄ・Ｃａｌｌｉｓｔｅｒ，Ｊｒ.，MaterfaZsSGfe"ｃｅａ７ｚｄＥ〃9伽eelw[９：肋
o

mfmdmcfiolT，ThirdEdition，JohnWiley，1994.

MetallicStructures:unitcelLclose-packedmetals,diffraction

ofX-rays・

ControlofPolyphaseStructuresinMetals：Phasediagrams，

diffusionnucleationandgrowth

MechanicalProperitiesofMetals：Ｓｔｒｅｓｓ－ｓｔａｉｎｒｅｌａｔｉｏｎ，

ｄｉｓｌｏｃａｔｉｏｎｓ，ｗｏｒｋ－ｈａｒｄｅｎｉｎｇ，ｅｆｆｅｃｔｏｆｔｅｍｐｅｒｔｕｒｅ，

microstructｕｒａｌｃｏｎｔｒｏｌ

ＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇＡｌｌｏｙｓ：ｎｏｎ－ｆｅｒｒｏｕｓａｎｄｆｅｒｒｏｕｓａｌｌｏｙｓ，

precipitation，eutectoidtransforlnation・

Ceramicstructures：silicates，glass・

Processingandapplicationofceramics・

StructureandProcessingofPlastiCs・

PropertiesandApplicationofPolymersandComposites・

ElectricaLMagneticandOpticalPropertiesofMaterials.

Outline： １．
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Keyprinciples：Generalintroductionofthevarioustypesofmaterials

encounteredinengineeringdesigns：metals，ceramics，ｐｌａｓｔｉｃｓ，glasses，

composites，andelectronicmaterials・Relationshipbetweenstructureand

propertiesandtheirdependenceonstructureattheatomistic，crystalline，and
microstructurallevels．
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PossibleJapaneseLanguageCourses

Title：JapaneseforCollegeStudents

DescriptionofPossibleCourses：Ａｆｏｃｕｓｏｎｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎａｌｓｋｉｌｌｓａｎｄ

strategiesinacademicandsocialsettings・Thecoursesarecateredtothe
varioｕｓｌｅｖｅｌｓａｎｄｉｎｔｅｒｅｓｔｓｏｎｔｈｅｐａｒｔｏfpotentialstudents．

IhderlyingPrinciples

(1)Flexibility

StudentshavevariedbackgroundSEvenifstudentshavehadtwotothreeyears

ofstudy，instructionofJapaneselanguagewithintheUS・isfarfromuniform

lnaddition，theJapaneseprogramofvariousJapaneseuniversitieshave

differentresponsibilitiesandfocusdependingonthetypeofstudeｎｔｓｔｈｅｙ

ｈａｖｅａｎｄｔｈｅｋｉｎｄｏｆｅｘｐｅｒｔｉseinteachingtheteacherspossess・Itis

thereforecrucialthattheJapaneseprogramisflexibleenoughtoaccoumodate

thestudentsneedonthｅｏｎｅｈａｎｄ，andtobemaximallyeffectivegiventhe

specificinstructionalstaffanｄｔｈesettingoftheprogram

(2)Relevance

ThestudyofJapaneselanguagewithinthecontextofstudy-abroadshouldbemost

rewardingwhenthecontentoflearningisreadilyusableintheimmediate
environｍｅｎｔｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｗｉｌｌｆｉｎｄthemselves、Ｔｈｅｐｒｉｎｃｉｐｌｅｏｆ

ｒｅｌｅｖａｎｃｅｗｉｌｌｅｎｔaildifferentcontentfocusatdifferentlevels：inthe

elementarylevel，thecontentofinstructionsbouldbedesignedtohelpminimize
thefrustrationofbeinginaforeignlanguageenvironment；intheadvanced
leveLitshouldfocusmoreontheuseofJapanesewithinprofessional

interactions．

Comfiglrationofoourses

ProposedarethreegenerallevelsofcoursesinJapaneselanguage・Ｅａｃｈ

ｌｅｖｅｌｅｎｔａｉｌｓｔｗｏｐａｒａｌｌｅｌｓｅｔsofcourses，ｅａｃｈｓｅｔｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇｏｆｔｗｏ

ｃｏｎｓｅｃｕｔivesemester-longcoursesof3semester-creditseachForexample，the

fourcoursesofthebeginninglevelmighthavethefollowingconfigurations：

Springsemester

Japanese2

and/or

Japanese4

Fallsemester

Japanesel----〉

and/or

Japanese3----〉

Studentshavetheoptionoftakinganywherebetweenonetofourcoursesduring

theiryeardependingontheiｒｌｅｖｅｌｏｆｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙａｎｄｉｎｔｅｒｅｓｔ，Theyhave

sevendifferentoptionsforJapaneselanguageasfollows：

ｌ＋２

１＋２＋４(placelllentoutof3）
３＋４

３＋４＋２(placementoutofl）
１＋３＋２

１＋３＋４

１＋３＋２＋４-108-



Thewaytheparallelcourses(e､９．１and3inElementarylevel）ａｎｄｄｉｖｉｄｅｄｗｉｌｌ
ｂｅｌｅｆｔｕｐｔｏｅａｃｈｉｎstitutionForexample，ｉｔｍｉｇｈｔｂｅｍｏｓｔｅｆｆｉｃｉｅｎｔｉｎｏｎｅ

ｕｎｉversitytohavespokenandwrittencourses・Whileinanotherplaceitmight

bemosteffectivetohavegeneralandspecializedcourses・Also，ｉｔｍｉghtbe

moreusefulforengineeringstudentstohavethegeneral/specificdivision

Factorstobeconsideredinclude(thoughnotlimitedto）theexpertiseofthe

teachingstaff，kindofstudentsfromAmericanuniversities，typeofstudents

fromothercountries，thelevelofthecourses，ａｎｄｔｈｅｋｉｎｄｏｆcoursesin

EnglishandinJapanesetowhichtheAmericanstudentshaveaccess．

OutlineofCourseContent

ElementalyJapanesel-4（fourl-semestercourses＠３credits）

Objectives：(1)Becomeabletouseandcomprehendcommonlyusedphrases，

especiallythoseusedintheirdailyinteractionswiththeuniversitycoHmunity；

(2)Buildasolidfoundationinstructure，Socio-culturalconceptsthatare

reflectedineveryaspectoflanguageuse(e､9．in-group/out-group：hierarchy)；

(3)Comprehendedandproducetextswrittenusinghfrcz9cwTa，kafczkcma,and

simpleka7zjf.；(4)Improvedeliveryinthespokenlanguage；ａｎｄ（５）
DevelopstrategiesforaccessinginformationaboutJapaneselanguagethrough

interactionswithnativespeakers．

Ｐｒｅｒｅｑｕｉｓｉｔｅ：ａｂｉｌｉｔｙｔｏｇｒｅｅｔａｎｄｅｎｇａｇｅｉｎｓｉｍｐｌｅｆａｃｔ－ｆｍｄｉｎｇ
ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｓａｎｄｋｎｏwthebasicmechanismofthewrittenlanguage(approximately

50classhoursonbasicJapanese）

POssibleleamingllEIterials：

Sf”α況○"αZFmTctfoM,JaPa71eseTextbook，Workbook，andTapes(Tsukuba
LanguageGroup，1992．Tokyo：Bonjinsha）

AⅢＭ,ComPrehe7Tsfo〃Prqc流Ｃｅ池Pα"ese（Mizutani，OsamuandMizutani，

Nobuko･Tokyo：JapanTimes）

TVweatherreport，draIna

Advertisements，menues，ｍａｐｓ

IntelmediateJapanese5-8（twol-yearcourses＠３credits）

Objectives：（１）Ｅｘｐａｎｄｔｈｅｒｅｐｅｒｔｏｉｒｅｏｆｃｏｌｌｏｃａｔｉｏｎｆｏｒｄａｉｌｙ
ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｉｎｂｏｔｈｓｐｏkenandwrittenJapanese；(2)Becomefamiliarwith

discourseOrganizationofbothspokenandwrittenJapanese；(3)Developsome
strategiesforcomprehendingclassroomlecturesandnote-takinginone，sfield

ofspecialization；ａｎｄ(4)Learntousereferencematerials(e・gJapanese-English
dictionary，kanjidictionary，electronicdictionary，libraryreferences);and

(5)Expandvocabulary，especiallyinone，sfieldofspecialization．

Prerequisite：ａｂｉｌｉｔｙｔｏｅｎｇａｇｅｉｎｍｏｓｔｄａｉｌｙｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｓｗｉｔｈｓｏｍｅ

ｈｅｌｐｆｒｏｍｔｈｅＪａｐaneseinterlocutor，tocomprehendandproducesimplewritten

textinappropriateJapanese，andtoextractinformationbyscanningsimple

writtentexMapproximately300to500classhours）

PossibleleamingIlnterials：

Sffmffo〃αＺＦ皿肛c例。"αZJcZPcwTeseTextbook，Workbook、andTapes(Tsukuba
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LanguageGroup，1992．Tokyo：Bonjinsha）
A〃Z7zfrod皿c況o〃folVemspapermpα"ese（Mizutani，OsamuandMizutani，
Nobuko，Tokyo：JapanTimes）

lWt414sndeMmlczbulVfhcn9o（Hori，ＵｔａｋｏｅｔａＬ，1987．Tokyo：Bonjinsha）
Xe欣wshaJapcmese-E7T9ZfshLeα〃er'sDfcffo"ary(Takebayashi，Shigeru,ｅｄ，
1992．Tokyo：Kenkyusha）

Jａｐａ"eseChamcferDfcffo?TaryWffhOompommLookUp汎α４町Ｘα"が（Spahn，
MarkandHadamitzky，Wolfgang，1989．Tokyo：NichigaiAssociates）
ＴＶNews，draHla，lectures

AdvancedJapanese9-12(twol-yearcourses＠３credits）
Objectives：(1)Developstrategiesforparticipatinginacademic
interactionsinone,ｓｆｉｅｌｄｏｆｓｐｅｃｉａｌｉｚａｔｉｏｎ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ，ｆｏｒexample，

comprehendingandreactingtoclassroomlecturesandformalpresentations；
note-taking，andsulluIlarizing；andpresentingone，sresearchandideasorallyand
inwriting；(2)Refinesocioculturalaspectoflanguageuse，especiallyinnon-
face-to-faceinteractions(e・gletters，telephone，fax，email)；ａｎｄ(3)Expand
vocabulary，especiallykanjicompounds．

Prerequisite：ａｂｉｌｉｔｙｔｏｅｎｇａｇｅｉｎｍｏｓｔｄａｉｌｙｉｎｔｅractions-face-to-face
oroverthephone-smoothly，tocomprehendexpositoryandcorrespondence
writings，andtoproduceinappropriateJapaneseshortrecountingofones
experienceaspartofanessayorcorrespondence.（approximately500to700
classhours）

Possibleleamingllnterials：

lV1/1｣1JsMeMmczbuMmn9o（Hori，Ｕｔａｋｏｅｔａ1.,1987．Tokyo：Bonjinsha）
FormaZEoDpTessfo7lsブｏｒＪａｐ〔meseZ"ferac汎o〃（Inter-UniversityCenterfor
JapaneseLanguageStudies，1991．TokmJapanTimes）
ＡＣⅢZ士皿ｒａＺＨｆｓｆｏｒＶｏｆＪａＰｃｍＦｏｒＪａＰａ７ＴｅｓｅＬα"9皿a9eSfmde"fｓ（Matsui，
YoshikazuandMatsumotoKeiji，1995．Tokyo:Bonjinsha）

XogfoXfknGZj肋s此‘StrategiesforComprehendingLectures，（SannoTanki
DaigakuNihongoKyoikuKenkyushitsued.）
TheKe"ｋｗｓｈａＪａｐα"ese-E"gZfshLeq1ter'ｓＤｆｃ況○"ary(Takebayashi，
Shigeru,ed.，1992．Tokyo：Kenkyusha）
JcZpcz7IeseChqmcferDfc況○､ａｒｙ限thOompolmdLooknpDfcM〃XcmJf（Spahn，
MarkandHadamitzky，Wolfgang，1989．Tokyo：NichigaiAssociates）
Videotapedlecturesinstudents，areasofinterest
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資料４

RebundmgtheBridgmgPmject
May５，１９９５

SummaryofMeetingResults

MeetingChairs：

EricGangloff,ExecutiveDirector,Japan-USFriendshipCommission/CULCON
RichardScarfb,Director,CenterfbrlntemationalEducation，USDepartmentof

Education

Palticipants：

PeggyB1umenthal,VicePresident,EducationalServices,Instituteoflntemational
Education

BillCaｴToll,DirectorofProfessionalDevelopmentandFieldService,NAFSA

JeanneMarieDuvaLSeniorDirectorofEducationalProgramsDivision,NAFSA
SylviaDelafield，AssociateDirectorPublicAffairsandDevelopmentブYouthFor

Understanding

PamelaFields，CULCONProgramOfficer,Japan-USFriendshipCommission
CariForman,ProgramOfficer,FIPSE

JoeJohnston，VicePresidentofPrograms，AssociationofAmencanColleges＆
Universities

SteveKoenig，ProgramOfficer,EastAsianDivision，ＵＳＩＡ

DavidLonganecker，AssistantSecretaryfbrPostsecondaryEducation，USDepartment
ofEduc2tion

MikeMcCany,Director,AlliancefbrlntemationalEducationalandCulturalExchange
HiroshiMiyaji,President,AssociationofTeachersofJapanese
PhilPalin，SeniorPartner,TheLaurasianlnstitution

WaynePeterson,BranchChiefEastAsiaPacific,FulbrightProgram,USIA
C1audioPrieto,DeputyAssistantSecretaryfbrHigherEducationPrograms,US

DepartmentofEducation

BrianReiUy,Partner,TheLaurasianlnstitution

JaneSpalding,DirectorofPrograms,AssociationofAmericanColleges＆UniversiUes
BrooksSpector,JapanCountryAffairsOfficer,USIA
RonWalton，DeputyDirector,NationalForeignLanguageCenter
RichardWood,President,EarlhamCollege

ＴｈｅＵ.Ｓ、DepartmentofEducation'sCenterfbrlntemationalStudiessponsored
aone-daymeetingonMay５，１９９５tobringtogetherexpertsonvariousissues
surroundingAmericanundergraduateeducationalexchange[oJapantodiscusswaysof
redesigningtheBridgingPrqjectproposalandastmtegyfbrreintroducingtheBIidging
PrOjecttopotentialfUndersorconsortiaoffilndersinboththepublicandprivate
sector．

ThemeetingbeganwithareviewofpertinentbackgroundtotheprQject：Ｄｒ・
GangloffleviewedCULCONgoalsineducationalexchange;Ｍｒ､Palindescribedthe
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currentBridgingPrQjectconceptasproposedtotheNationalSecurityEducation

ProgramandwhyitmayhavefailedtosecurcfUnding;ａｎｄＤｒ・Wooddiscussed
developmentsintheprOjecttodevelopculTiculaatJapanesenationaluniversities
appropriatefbrU.Ｓ・undergraduates,whichisbeingfimdedbyFundfbrthe
lmprovementofPostsecondaryEducation(FIPSE)．Inaddition,Ｍｒ・Remyintroduced
thegrouptoanewon-1ineinfbrmationserviceonstudyabroadinJapanfbrUS・
studentsthatisavailableontheWolldWideWebfimdedinpartbytheCommission．

Thegroupthenengagedinabrainstormingsessiononhowtoredesignthe
BIidgingPrOjectwithregardtotheintendedstudentsaudienceanditsdiscIeetfimctions

andinlightoftheon-goingprogressoftheCurriculumAbroadPrqject・Thegroup
alsodiscussedstrategyfbrpresentingthenewly-organizedBridgingPrqjecttopotential
fimdersorconsortiaoffimders，LengthydiscussionresultedinthefO11owing
suggestionsfbrretoolingtheBridgingPrqiectandstrategiesfbrfindingpotential
fimdersandgainingvisibilityfbrtheprqject：

GeneralCbaractelisticsI．

Ａ，ｉ'CentralizedDecentralizationIi

TheprQjectwillbefbundedontheconceptofmcentralizedfacilitationof
decentralizedlinkages.ⅡThemodelfOrthiswillbetheNOrthAmerican
RegionalAcademicMobilityProgram(RAMP),thegoalofwhichisto
’ofbrgelinksamongparalleldCpartmentsandfacultymembersinthe
U.Ｓ，CanadaandMexico.仰lTheparticipantsalsothoughtthatthis
conceptmightbemoreattractivetoourJapanesecounterpart・

BActivatingexistingagreements

A1thoughtheprQjectwillemphasizethemcentralizeddecentralizati０，１，
model,itwillalsoencouragetheactivationofextantinstitution-to-
institutionagreements、Althoughtheseagreementsaregenerallylimited
bysymmetlicparticipation，theycanofferexchangesonanin-kind，
ratherthanthecash,basis．

DiscreetFunctions□

》
■
■
（

》
Ⅱ
Ⅱ
△

Ａ、Clearinghouse

TheCULCONJointWorkingGrouponUndergraduateEducational
ExchangeagreedinDecember，１９９３thataclearinghousemechanism
shouldbeestablished：‘,TheWorkingGroupreaffirmedthenecessityof
establishingabinationalclearinghousemechanismfbrthepurposeof
providingactiveintercessionintheUnitedStatesinrecruitingstudents

IFIPSEPmgramBook，1994.
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mterestedinstudyinginJapanltsfimctionswouldincludesuch

activitiesasprovidingdetailedinfbrmationonjunior-year-abroadand
studyabroadprogramsandculTiculum，andprovidingcounselingand
fblcⅢtativeservices.$`ZTheBridgingPrQjectwillMfiUthismandateby
incorporatingthefbUowingcomponentsintoacleaIinghousemechanism：

Recruitment1．

Targetａ．

TbeBridgingPrQjectwilltargetstudentswhoarestudying

JapaneseatthecollegeleveLCunPently，thereareabout
40,OOOsuchstudentsannuallyintheUnitedStates．

Technology-basedｂ、

Informationaboutstudyabroadprograms，scholarships
andJapaneseprogramsatUSuniversitieswillbeavailable
throughJapanLink,anelectronicinfbrmationserviceon
theWorldWideWeb，establishedbytheLaurasian
lnstitutionwithfUndsfromtheJapan-USFriendship
Commission・Servicesmightbeexpandedtoincludea
networkofmvirtualchampions,''orfacultymembers，
administratorsandstudentswhocancounselinterested

studentsonstudyabroadinJapan.(seefacultyand
curriculumdevelopmentbelow)．

●●

JapanLinkwillrequireadditionalfimdingtomamtalnand
expanditsServices；fUndingfromUSandJapanese
sourceswillbesought．

HelpingdevelopapoolofqualifiedandinterestedUS
studentsfbrJapaneseslotsandscholarshipsestablishedat
individualJapanesenationaluniversitiesbytheJapanese
MinistryofEducation．

Ｃ、

Privatescholarships2．

TheclearinghousewillprovideinfOrmationaboutcurrent

scholarshipprogramsfbrstudyabroad，bothUSandJapanese，
andhelptodevelopnewones．

２ＣＵＬＣＯＮＵ,SJapanJointWorkingGrouponUndergraduateEducationalExchange・Agreement
BasedonDiscussionsofDecemberll-1２，１９９３．
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3．ClientServices3

Theclearinghousemechanismwillbechargedwithfacilitatinga

varietyofcuentservicesnecessarytothesuccessofaUSstudent
studyingi、Japan、Theseinclude：

Pre-departureorientation(includingintensivelanguage

training）

ａ．

ｂ，In-countrycounseling

C･ Housing

dTransferofCredit

e･ Visas

FacultyandCurriculumDevelopment(atUSinstitutions）Ｂ、

ThegoalofthisfUnctionoftheprqjectwillbetodevelopacorpsof
f2cultymemberswhoaresensitizedtoJapan-relatedissuesandcan
incolporatematerialaboutJapanintoregularcurricula，especiallywhere
fUll-fledgedJapanstudiesandJapaneselanguageprogramsarenot
available、Suchfacultymembers，whencapableofincolpolatmg
materialsonJapanintotheirteachingandinterestindoingso,willalso
servetomotivatestudentstostudyinJapan．

1．LocalChampionorVirtualChampionnetwork

TheBridgingPrQjectwillsupport,bothfbrmallyandinfOrmally，
anetworkoffaculty,administratorsandstudentswhohave

studiedinJapantoencourageotherstudentstopursuestudyin
Japan・Traditionally,anetworkofsuchlilocalchampionsmhas
beenthemosteffectivemeansofrecruitingstudentstopursuea

specificstudyabroaddestination・Thenetworkmightbe
broadenedandmademoreaccessibleinanelectroniｃｆｂｒｕｍｏｆ

ｉ'virtualchampions1iavailabletoofferadvicebasedonpersonal
expenencetointerestedstudents・Thiswouldbeincolporated
intotheJapanLinkservices．

CulTiculumAbroadPrqiect(FIPSE-fUnded）Ｃ、

Thisisathree-yearprQjecttodevelopandimplementmodelcurriculain
D

selectedJapanesenationaluniversitiesfbrUSundergraduatesstudying

．Inthecour君eofthediscussion,anumberofpaTticipantsnotedthattheinclusionof必clientservices”、
the“clearinghouse”mightdiscourageJapaneseparticipation・Thediscussionwasinconclusive．
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therefbrsemesteroryear-longterｍｓ・Thefirsttwocurriculabeing
developedarefbrnberalartsorbusinessmajors,andfbrengineering
students・TheprogramswiUbetaughtinEnglishwithastrongJapanese
languageandcultulecolnponent．

ThefOcusfbrtheseculTiculaasweUasthestudentsrecruitedtogo
throughtheBridgingPrOjectisnottocultivateanewcropofJapanese
studiesmajors,buttogivethosestudentswhomaynothaveever
consideredstudyabroadanopportunitytogetatasteofthelanguageand
culturethattheycanincolporateinsomewayintotheircareerslateron．

FIPSEisprovidingfimdsfbrtheCulTiculumAbroadPrqject．

TheCurriculumAbroadPrQiectwillbeaseparatebutintegratedfimction
oftheBridgingPrOjectlnfbrmaUonaboutprogramsdevelopedthrough

theprOjectwillbeavailabletoUSsmdentsthroughtheclearinghouse・
Inaddition，theprqlectwillcoordinatewiththefacultyandcurriculum
developmentcomponentoftheBridgingPrOjectatUSuniversitiesto
ensurethehighestlevelpossibleofcontinuity．

DQualityAssurance

ＣＵＬＣＯＮｗｉｌｌｐｌａｙａｎｏｎｇｏｉｎｇｒｏｌｅｉｎａssuringthatstandardsofquality
aremaintainedinallaspectsoftheBridgingPrqject．

Strategies●

》
■
Ⅱ
△

》
■
■
△

一
口
■
（

FundingStrategies

l．Federalmulti-agencyfimding

Ａ、

ItmightbepossibletosecurefUndingfOrdifferentaspectsofthe
BridgingPrqjectfromvanousfederalagencies・Thesewould
includeUSInfbrmationAgency，USDepartmentofEducatlon，
USDepartmentofStateandtheJapan-USFriendship
Commission、ThesemightbestbetargetedfOrfacultyand
curriculumdevelopment．

2．Privatefbundationchallengestootherprivatefbundations

PotentialtargetprivatefbundationsincludeFreemanFoundation，
Ford，MacArthur,ＡＴ＆Ｔ,Northwest，BechtelandMotorola・

ThesemightbestbetargetedfOrclearinghousecostsandstudent
scholarships．
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３．Japanesefimding

TheBridgingPrqjectwmseekfimdingfromJapanesefUndmg
sourcesincludedtheCenterfbrG1obalPartnershipandMinistry
ofEducation・Thesemightbestbetargetedfbrcleannghouse
costs，specifically,thetechnologyofAsiaLink．

VisibintyＢ、

ItisvitaltothesuccessoftheBIidgingPrqjectthattheinitiativeis
recognizedathighlevelsofbothgovemments・T11efbllowingstrategies
willbepursuedsimultaneously：

SenatorLugar，soffice1．

senatorLugerhasrecentlyexpressedinterestintheissueofUS
studyabroadinJapanandorganizedafbcusgrouptoinfOrmhis
staffoftheissues・Thisfbcusgroupwillreconvenetodiscussthe
resultsoftheBridgingPrQjectredesign．

Ｄｒ､Woodwillsimultaneouslypursuehisprofessional
connectionstoSenatorLugertoinfbrmhimfUrtherof
developmentsintheeducationalexchangeinitiative．

SenatorRockefeller，soffice2．

SenatorRockefellerisamemberoftheJapan-USFriendship
CommissionandhasexpressedcontinuedsupportfOrCULCONis
educationalexchangeinitiatives・TheCommissionwillapproach
SenatorRockefellertoseekhissupportoftheBridgingPrqject．

AmbassadorMondale，soffice３．

AmbassadorMondalehasbeenachampionfbrtheneedto
educatemoreUSstudentsinJapan・TheBridgingPrOjectshould
continuetoconsultwithAmbassadorMondaleandencouragehis

supportineverywaypossible．

ＮｏｖｅｍｂｅｒＳｕｍｍｉｔ4．

PresidentC1intonandPrimeMinisterMurayamahavediscussed

theneedfbrexpandedexchangebetweenthetwocountries、
WhentheymeetinNOvemberitwouldbeadvantageousfbrthe
UnitedStatestooffertheBridgingPrOjectasanwomiyagewor

gifttoJapan・USIAandStaterepresentativeswillworktohave
theBridgingPrqjectincludedontheagendafOrNovember．
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5．Japaneseinterest

TheBIidgmgPrqjectwiUserveJapanesemterestsinthe
fbUowingways：theJapanesegovemmenthascomlnittedto
openmguniversitiestofbreignstudents;increasingthenumberof
AmericanstudentsinJapanwiUhelpfmfmtheJapanese
govemmentpledgetoincreasefbreignstudentstolOO,OOOper
year;theprqjectwnlfUlfmtheagreementreachedatthe
CULCONmeetinginDecember,1993.

Time-sensitivestrategiesＣ，

SomefimctionsoftheBridgingPrOjectaremoretime-sensitivethan
others・Theclearinghousemechanism，fbrexample，mustbepursuedin
theshort-termasitismorenkelytoyieldthemoreimmediateresults
thatwillbepoliticallybeneficialtobothsides・Theculriculumand
facultydevelopmentcomponentswillyieldlonger-termresultsbut
shouldbepursuedsimultaneouslywiththeclearinghouse．
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資E米三1-ｓ

SummaryMemorandum
Octoberll,１９９５

ＡｎｔｈｏｓｅｆｎｔｈｅＵＳ･andmJapanparticipatingintheCurricuIumAbmad
】PmjecLajointefYbrttodevdopshorLtermstudypmgramsfbrUS・Stments
inJapanesenation日lUmweI同sities6

Ｔｂ：

JosephS､JOhnston,VicePr巳sidentfbr】Pro目図面ｍｓ,AsgociationofAmeⅡfcgnn
ConegesandUnivemities

JaneRSpaldmg,Dir②ctorofPTOgmms,Assoc画tionofAmeric且nCoIIeges
andUniver$itieS

IRichardWood,Ｆ１毛sidenもEarlhamCoIIege

]Ｆｍｍ：

ItisanindicaiionofthehealthoftheCmTiculumAbrOadPrOjectthatourtasko伽mmaｪizingits
progressisnotaneasyone.”｣chhashappened・merewasaveIysuccessfUjointworking
meetingatEadhamCollege,Jimc四to27.n2eTewasanequanyproductiveviSitbytheU・S
pJOjectdjkectorちtoHvepaｴticipatingJapanesenationaluniveT百itieS,September1928.Andmore
importantlyomJ2panesecoueagueshavcwoxkedsteadi1y麺deHbctivelythroughoutthesummeｒ
ａｎｄｅａｄｙ肌Someofwhatwas正portedatEarlhamhasnowbeenovertakenbymorcrccent
developments・EspcciaUysinceThelえuJrasianhstitutionhasprovidedaUparticipantsfimnotes
oneachday，sdscussionsatEaHham゛andsincetheworldngmeetingproducedthe"Japan-U.Ｓ・
JointMemorandu㎡ofJime27,ouremphasisheT巳、此SummmyMemomndum⑦Iolmsedin
theJune27documem)willbeonthecurrentstaiusoftheprQject・

ＩｔｍａｙｂｅｕｓｅｆＵ,however,ｔｏｖｅⅡｙｂriefIy正callsomeoftheelementsofthe画fIh2mme｡etin巳3f、,however,ｔｏｖｅⅡｙＭｅｆＩｙ正callsomeoftheelementsoftheEarIhammeeting・

EHbrtsinprecedingmonthstoidenti句andaddressdiscrepanciesbetweentheUS
andJapanesesidesregardingtheneedfbrthepmj城itspuqDosesanditsspecific
desi印didmnchtocreatetheconditionsfbrapositivemeetingmthejudgememof
PeterWOUitza6aparticipantandpmiectevaluztozbothsideswereweUp卸ared
andfbmsedonthesameaims・Discussionswerecandidcooperativeintone,and
producedgoodresuts,Bothindividual1yandasgroupStheUS,ａｎｄJapanese
participantsseemtohavedevelopedconsidemblemutualrespectandunderさtanding

Japaneseparticip8msffomeachparticipatingnationaluniv巳Tsitydesmbedplogcss
incImiculumplaIminsinvitedcommcntsandansw巳redqueStionS・meirplograuns
werecleadyatavaⅡietyofstagesandbuildingondi丘brentSlZCn部hsandin
SometimesdiHbICntdiｴBctions,Theｕｓ､sidesawpromiseinaUthenewprogmns、
Japaneseparticipantsshowedacommomnterestincontinuingtoaddressquestions
andconcemSbandinpmceedinginaspiritofconsultation．

1．

2．

Participantsdiscussedextensivelythemngeof命ctorsthatwoulddetemhinewhether
thenewprogmmswouldmeettheneedsofU-SStudentsandtheirinstitutions

TheseincludctheacademicligorofcoursesandthedepthoftIEatmentofsubjects；
theextenttowhichtheprogmmsbroadly"articuIate>，，or戯withthecuniculain

●

『
。

－１１８－



ｕｓ・students,homemstitutions5andthe``tmnsparcncD'，ofthepICgmmstoUS、
ICgish己【5andfhculty-i.＆,theeodenttowhichtMatterwmhavefbeaMi可mna
distancetounderstandthecontemoFthecoursesandthecrcdittheyshouldcalTy・

ＰａｴticipantsalsocomparedobservationsonthedistinctiveneedsbmotivationS
expectaiionsandother亡已itsofUS-undeI迫扉kCmatesandthekindsofcUassroom
WLcticesandotherlearmngOpportunitiesthesesuggesL

TherewaSa釘JmmaIyoftheMonbusho,sapproachtopromotingJapanlJS・sMent
eoEchangebinc】udingtheprMsionofschoLaJshipsbytheAssociationoflntemational
Education,JapantoI,OOOstudems此mdheAsiaPaci且cr巳gioKLTheUSsidewas
pleascdwiththisveryeHbctiveandgeneTDusl巴sponsebyTheJapanesegovemment
andindicateditsintemiontotｴytomisescholarshipfimdsintheUSasweU．

4．

ＢＩも３k角outdiscussionswcreconductedonseveraltopicqMudingSpeCialissuesm
en2血eemgeducatiozLbusinesseducatioユandJapaneselangn｣ageins亡uction・

nlercwase5[tensive(mscussionoftheuseHｴlnessandpossibledesignofaMatemlor
mnltilateraMeamghouseto色cilitatetheshort-tennexchangeofsMents.(on
whichmorebelow)．

5．

6．

The[cwerepresemationsonthethildpmtoftheBridgjngPmiect,ofwhichthis
FDPSE-fmdedCMculumAbroadPrqiectandthepotenUalclearingdlousearethe
五rsttwoparts､Ihisthirdpart-asyetunfimded-ｗｍｂｅａｎＡＡＣ＆Ｕｅ狂brtto
stimulateandsupportfhQﾕItyandcuHiculumdevelopmentrdatedtoJapanataset
ofU・ScoUegeSanduniversities．

7．

nerewasdiscussionofthepossibni上yofalcciprocalAAC&Uledprqje“bywhich
USinstitutionsmightdevelopshortごtennprogmmsfbrlmdeTgraduates丘om
JapaneSena上ionaluniversitiesbifthelatterareinterested．

8．

IheLaumsianInstitutionrep姥sent鉱ivessharedthercsultsofasurveyofU､S
studcntsinJapananddemol函tmtedanewhomepageontheWOr1dWHdeWeb
designedtoimerestotherstudentsinstudytherc

,．

]Finally鯵ａ§ずeemeultwasleachedontheJ8panlJS・JOintMemoIｮndun弓ｗｈｉｃｈ
chamCterizcdthediscussionsas塵ext[cmelyhitfhlHDrbothsides?，andconHImedthe
needtocontinued皿og1eonaUthcissuesdiscnlssedatEaIlhaｪLespecia1】ythatofa
possiblcdcaringhouse．

10.

nlislistisnecessamypartial;fhrtherdetailiscontainedinthedajb′notescompnedanddisｵｪibuted
byThelaumsianInstitution．
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methｴceUS､pmjectdirectoだ(andco-型』tho応ofthjsmemor通ndum)wercabletovisitJapanfbr
nined3D'sinlateSeptemb“thankstofmdsrcmainingina8mnt此mtheJapanU.S・Fziendship
Commissionthathad…portedaninitiaMsittoHikoneandTblq/ｏａｙ己aragobytheprOject，s
presidentialadvisoKygoup・wｅthaｴktheConxmdissionfbrallowingthisel[penditl正己;thetripwas
expcmelyusefninhmheTingtheworkoftheCmTiculumAbroadPIOjectdUJingtheperiod
betweemtheEaIlhamMeetmgandthemeetingscheddedfbrJmxuaｴyoI”５inWashingto1DC
Wealsowaｴznlythankourho率ateachofthenatioxmaluniversities;thcirgenemsilymd
hospitalityweree9由ﾖoxdbaIy61twzLspFcou軍eba９℃atplea風ﾕｪ己tosceagamourcoUeagR1es丘om
theSanFrnnciscoandEa此ammeedngs-andgoodtomeet比rthe丘､ttimetheircolleaguesm
thedevelOpmentofthBsenewprOgmns-WethankBr且dleySmithoftheIzmmSianlnstitutionfbr
hisassistancewitLandpartiCipa2ion虹sevemlofthevisits-Weappendalist,byinstitutio恥of
thosewithWhomwemet型e2Chind鉛hti6n

WevisitedEveu1iiversitiesinthreemetropolitanar℃as3inandnearnI9/o,ChibaUniveT旨ityb
Unive`5ityof耐ukubaandUniver§ityofTolg'｡;inFUkuoka､１９/ushuUniver5ity;andin
IlUroshima,moshimaUhiver百ity6AweekendvisitwasalsomadetoMOrio処whereEadham
CoUegehaslongmaintainedaplOgzmLBecm1seofsevBrelimitationsonourtime,wecouldnot
arT己ngeonthistripvisitstosevemlolganizationskeytothisprOject，mostnotablytheJapanese
AssociationofNationalUniversitiesandtheMinistIyofEducatioLCulture2ndScieT1ceWisits
th牢,ifth可canbemTangedwnlbeacemmlpartofournexMsitintheSPring．

EachunMrsitysUpplieduswithasubstantialfbIderofinfblmatioJ￣blochurEs>courselistings
andthelike-andtwofhnsetsoftheseazDbeingmaimainedherpatAAC＆Ｕ・Sincetheyprovide
歯、oreinfbnnationthanwecanmmma［izehere,wewillcOpyandsharerdevantpartswith
coUeag1esontheU.S・ｓｉｄｅandfbcusonbnefchamcterizationsoFeachnewprog【五ｍandthe
ldndsofissucsitsdevdopeT百areaddrcssing．

ＴｈｅＮｅｗＰｒｏｇｍｍｓ

ChibaUnMrSiIy

Foundedinl949andlocatedinChibaprefbcturgabout25mneseastofTolq/o,ChibaUniver恵ity
comprisesnjneEacultiesandschoolsandemoUsoverl4,OOOstudents(12,290ofthem
unde屯raduateS).AsofMayl”４thel4゛OOOincludedsome610fbrci帥studentsffom45
countricSbutnoncofthcscwzLsfiomthcUS．

Chiba､sIntemationalStudentExchangeProgramOSEP),scheduIedtobegjninOctober1g96，
wmenrou20mde[厚aduates(peJhapslOorl2wmbe伽mtheUS.).AdmissionwmbebaSed
onmte[箔lmwer国tyagcements・C1asseSconductedinEnglisLwmbeintheneldsofhumanitieS
socialsciences,nammISciencesandengjneeringStudentswouIdlypicaj1ycarryl6c汀cditsper
semestemapaneselanSnlageinstructionisnotar℃quircdpartofthepmg君ｍ､ItisoHbredatthe
begilmingandintermediatelevelS,andstudentswhocompleteaco凶写c(whichtheywouldtakein
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additiontotheirnonnanoad)wiUbeissuedaStztementofAcadenncAchievemerxt(thoughno
credit)bytheUnivc虹sity，slntemationalStudmtCenter．

ThetemativelistofcouIsesincludesse岬ensemester-1ong``CCU毎ｅｓＣｏｍｍｏｎｔｏＡＵＳｔｕｄｅｍＳ,，，ten
couTsesinthehumanitiesandsocialsciencesandtwdvecoursesmsclenceander垣meeIing､These
lattertwelvemMMdedintocou■sesonbroadsubiectsandcour3esfbrmajors・Reseamhwork
andintemships(duringthesummeT/SpringvE1cation,non-credKOarepmnedoptionsinthe
engineenngandscienceareaasweU.

AstheabovedescziptionsUggestStheChibaprogmmisdevelopmgawelcomestr己ngthin
engineeTingandscienceWvhilealsooHbTinganam臼yorcom客esfbrstudemsinotherfidds・Our
concemscenteredontheadeqUacyandtmnsfbmbnityor2-creditcouｴNses(taughtfbrtwohoms
eachweek)－anissuewithantheseprOgamsandonedealtwithbelow>aftertheseb[iefprOg泡m
descriptionsWealsoqUestionwhetheritisgoingtobefbasiblefbrUSstudemstot2keeight2‐
hourcour写esatatimeandstmhavetimcfMntense(non-credit)Japaneselanguagecoursesthat
wmmeettentimesperweekfbr45minutesaclass､Asolutiontobothproblemswouldseemto
betohavesmdentstakefbwercoursesthatcanymorec｢edib-say>fbur3-hourcourses-aｪld
thenaJapanesecoursefbrwhichithasbeencIearlyammigedthatthestudents，homeinstitution
wmE扉mtczediL

UniveI君ityoflmkuba

meUniversityofTsulmbasimatedmTsukubaScienceCitylfbltymilcsnorthcastofTolg/o,wzls
establishedinl97aOfitsl3,356studed1ts,9,445aｴ℃under夢zlduatesandg50arefTOmabroad

TSmba，snewJUniorYearatTsukubaProgr臼、(JIP)beganlastmonthwithanincommg
contingentofnearlytwen可'ＵＳＳmdentsfiFomStanfbrdPhioStatebStateUniver宮ityofNew
YorlSandtheUnfv已rsiwofMchjgaユamongotheTs､TWocolleges-theCoUegeoflntem2tional
MationsandtheCoUegeofmmanSCiences-teachtheEngnsMangm】agecurTicuhmもwhichis
o丘brcdtofb面即andJ亘panesesmdemsalike・AnarrayofJapaneselanguagecou応es-thrもe
introductoryandEveintennediate-isofIbMthroughthelntemationalStudentCenter・ThemP
wiUrequirenDradmission1SOhou定ofJapaneselang唾lgestudyandtheabilitytor℃adatleast
1OOKanii,pluShiriganaandkatakana

ThecouｴsestaughtinEngUshaieoftwo卯es:six“speci21courses?，oBfbringcomparativeviews
ofJapanesegovclnmentandpoliticSeconomicsandfinance,cultureandsocietybintemational
communicationandtMike;andtwen肝two"ordinarycoursesMrawnprincipaUy分omthe
disciplinesofintemationalrelations,lawbeconomics;higtory>psychologyandeducationMost
cour写esinbothcategoriesar巳ｔｗｏ－ＧＴ色｡it,andtheprogramisonaquartercfdendar・

Tsulmba，sJIPprogmnshouldappealtothosewithaninteT己stinthesocialsciences,asweUasin
busmess・InthisitsHrstyear>howeveTWnanyofitsstudentsseemtｏｈａｖｅｃｏｍｅｆｒｏｍＵ.S、
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programsinJ2pancscandJapanstudieswh率TsukUbahase9dslmgconnectionS,anditalso
rEmainstobeseenhowlhelangu白gerequirementwillshapetheadmissionspool．

ＷｈｅｎｗｅｍｅｔｗｉｔｈｔｈｅＵＳ､studems,theywereverypleasedwiththeirreceptionandoriemation
toTsukuba,asweUastheModgingTMronesuggestionwasthattheevaluationoftheir
languagesldUsfbrpurposesofappropriateplacemembefhrmoreeoEtensiveanddistinguishbetter
betwcenUsteningspealdng1℃adingandwTfting，

UnivemtyorTolq'oCKomaba）

WhatisnowtheConegeofArtsandSciencesoftheUniversib'ofTolqowasfbundedat
Komaba,inthesouthwestpartofTolq/o,in1949.ItenrO11snearh′gPOOstudentsincluding7,666
HⅡ青t-andSecondPyearunde匠2癖duatesintheJUniorDivisionand45ZinitsownSeniorDMsion
fbrthird-andfburth-year5tudemsOfthe300fblCig1studentsemolled,s6aIcundeTgrzlduates，
andnoneisBomtheUS＿

n1eUniv鰍tyinitiateditsAbroadinKomaba(AmOMOprogr己mlastmonthThearstclassof
twentystudentsincludesoneffomtheUS・AIKOMpmgramdhrectorsanticipatethreetofbur
U.S・studemsneoEtyeaE

TheAmOMpro岬mconsistsofth工eespecialreqUh℃dcom巴es(complisingeightcreditsper
semesヒロ)andeIectiyes(accountingfbratleasteightmore)nnerequiredcouｴsesarGAn
LmoductiontoJapaneSeCulturgAspectsofJapaneseSociety>andaspecialsetof``May
LecturesandSeminars,"inwhichfhcuhymembers台omvariouspartsoftheCoUegeofArtsand
S嵐enceswilllecmreonJapaninagjobalcolltext-IntheelectivecourseS,AIKOMstudentswm
studyalongsideJapaneseandotherintemadonalstudentsE1ectivecoursesbeingo髄edthisyear
aI亡AspectsoftheJapaneseLan邸ageandCulmre,ASurveyofJHpaneseTheatrePolitical
HistolyofJapaLAnOv巳rviewofMOdemJapaneseLiterature,andtheJapaneseEconomy、
CompletingthesetofcoursescrcatedespeciallyfbrAⅨDMstudentsisadirectedindependent
studyoptioninwhich田tudentsdesiglaprq)ectandcornpletearesearchpaperinclose

consultationwiththcprogrBmcoordinator6

AIKOMsmdentsmayalsotakeanyofthesevemlcoursestaUghteachyearinEnglishinthe
CoUegeofArtsandSciences,optional4crcditJapaneselanguagecoursesatanyoftl唾elevels，
andregN11arcoursesnottaughtinEnglishNOpriorboWlcdgcofJapanortheJapaneselanguage
1sr℃quired,however>fbradmission．

ｎｌｅＡｴKOMcuniculumcontainslittleornosqezlce,mathematicsandengineeIing,Mitisstrong

inthehumanities,andfbaturessubstantialsocialscienceaswell・Withtheadditionofafbwmore
economlcscoursesbitcouldbeanappropriatedestinationfbrUS・businessmaJo届,aswdlasthe
Uberalartsstudentstowhomitisnowbestsuited

KyuShumive底ity
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mthecityofFUlmokaonthesomhemislandofXyushu,KyushuUhiver己ityenrollsapprOximately
M,OOOsmdents,11,300ofthemunder2国nduatesFoundedml911,itnowhastenfhcmtieslts
700fbrei印StudemScome台omBftycoumtries､Kyushu，sisthepionce[ingsdhort-tmnsmdy・
ｐｍｇｍｎ,its`PJaPaninlbday,ｓＷOrld,,proEmmhayingbcenlaunchedinl9舛Ｔｈｅ“Tr巴ntyear，s
classnumba君Z6studentsb18且ｏｍｔｈｅＵＳＩｈｅＵ.S・studentsaresophomoresJmlorsand
seniors台omMchiganBBerkel酬WashingtoLRiceandPIinceton・Theyar巳maioringattheir
homeinstitutionsinarangeofBeJdsinthehnmanities,socialsciences,natumlsciencesand
engneenng．

ThcJTWprOgTamemailsaminimumloadoftencrcditsOnetwo-semestercoupseiscompulsory弓
JapaneseCultur℃andBehavior・Approximatelytenelectivesareo髄cdeachsemest“andthey
addｴ巳ssanotablywideSpectmmoftopicsbespeciallWisaMiscontempomｴyJapan(examPlesare
com3esmene面gy,businesslaw)bio・technolOgybemnronmentalpolicyandmedicine).Ａｕstudents
arealsoexpectedtounde画takeanindependentstudyprqiectthatincludesawTittenreportand
twooralpresentationSandaseriesofnon-cTeditmonthlyHeldtnps,includingａ且ve-day“suwival
campMuringwhichonlyJapaneseisspokenOptionsinthepro印amincludeparticip丘tionin
e9[ternshipsrelatedtotMndependentStudyprqjecfandstudyofJapaneseatHnyofthreelevds
(ourTecordsaⅡCunclearastowhethertheUniversityawardscreditfbrlanguagestudy)．

Havingbegun仕試>theKyushupro醜mnowhasvaM,Ie岬e㎡iencewithUSstudents(Who
programadministrato応desciibeasmorcaptthantheirJapanesepeerstocomplainabouもfbr
example,mdiHbrentteaching)Ithasalsodevdopedanumberofactiveleamingfbrmats,beyond
thoseofthetmditionaMassmom,thatshoumappealtoUSstudemsbaswellasamngeor
coursesofpotentialinteTesttoprofbssionalstudentsaswdlasthoseinthelibemlarts．

Hiroshi唾nUniV-i勺

moshimaUniversi可，fbulldedinl94g,comprisesninefacmtiesandenroUsl7bOOOstudents，
13,3g2ofthemundel厚Eduates､５５０intemationalstudentscomeftomS4countries・The庭arcno

undeI画zlduat轌丘omtheUSIheuniversnyisnowcompletingamoveofmostofitsfhcultiesto
thenew]Bqgashi-HroshimacampuSsome45mmtes6omthepresentdowmownlocation．

mroshimaplanstolaunchitsmoshimaStudyAbroadProg｢aminl996withthirtystudents
Dis世nctivelyamongtheBveunMrsities>moshimaisencolmagngstudentsinterestedinasingle
semesterofstudyasweUasafhllyear．

mecurTiculumascuxTenUyplannedisdMdedbetweenseveral(appaZ巴ntlycore>courseson
JapaneselanguageandJapanesesocietyandcultureandasetofthirtyormoにelectivesinawide
vari可ofHelds・n1eseinCludepontics,economics,litemtur角women,sstudieSpeacestudUes〆
religionenvironment,andps5/chology､Therearealsoajmlsixcoursesineducalio1and
additionalcouI竃esinthenatnm1sciences｣awandothernekLsaIccontemplate｡.Independent
studUeswHIbeanoptioLasweUmeantjcipatedstudentloadissixtoeight2-c汀℃ditcourses
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NOpにviousstudyinJaPaneseIanguagewmbelcquiredlnstmctioninJapaneSewiUbeoHbTEdas
anoptioユeithGrfbrcreditornoL

The肋osbimaprogramisatleastasextensiveasanyotherinitsoHbnhlgs(althougMkeseveml
othersitdoesnotyetprovidemuchinthesciences)ｴtsconcemmiionofeducationcoursesmay
makeitofinterEsttoanimportantpre-profbssionalpopulationwehavenotso戯taZgetedgfUture
teaCherslheprogrammayalsohavearebtiveadvHntagewhichitcouldfmtherdevelopinthe
areaofpeacestudiesandrelatedsUbiects．

GencralmSsues

Therewereanumberofissuest脳amseinallo｢mostofthevisits,andweshouldbrieay
commentonthemhereaswelL

Anumberofthechanengesnow f園cinglｈｅｎ－－ｏｒＯｒＤＣ 」皿呂【】Ｉａｃｕｎｐｎｒ

thenewprogmmscould,wethinLbemosteEbctivelymetbyacIeaｴｺﾞnghouseofthekind
endo庵edbyCULCONattheoutsetofthispmiect・AsenvisionedbyUSplanneIMhe
cleaｴinghouSecouldbebinationa1incharactemltcouldtakeashareoftheresponslbiliUfbr
recnitingUS・studentSsortingandinteqpr造tingtheirapplicationsfbradmissiondecisionsbythe
nationalunive[舌itieS,providingsomeapplicantsschoIaｴｩshipSpmvidingceTtainmpporttoUS
smdentspriortodeparturcandonceinJ2p梨and企cilitatingthetmnsfbrofcreditboth
logjsticallyalldbyconvenmgpandstoendoX1sethequalityofthecourseworkcompleted．

WeunderstandlhevnluetothenationaluniversitiesofbilateralagPeementSandlcalizethatthey
arecurTentlyrequiredfbrtheAIEJscholarshipsq1theotherhand｡aCleaｪinghousecouldmore
readnybringthenumbersofUS・studentstakingadvantageofthesepmgmmstotheleve1s
necessaIy-asweUasbetterensurethequalityoftheapp1icantpoolandtheaiIbrdabilityand
convenienceofparticipatiolL

Ace､疎dconcemistlminsistenceonbilatemlag域eementswillatsomepointimpederatherthan
虫】pportourmutuaIaims・Fir5t,itseemsmmecessamyTedundant(incosもtimeandeEbrt)to
IcqulreanyintcTestedUS・institutiontonegotiatcsepamteagreementswitheachnational
universityoffeIingaprogmlY喝and立些]竺四塾Abettercourse>ifbilateⅡ泡1噸eementS…tobe
use4wouldseemtobetohavethemmadebetweenconsortiaonthelwosides・Anagrceme[Itby
auniversib/oneithersidewou｣dthenaffbrdstudentsaccesstoand伽manyunivemSib/onthe
otherm]is…ngementwouldstillnotObngeanyJapaneseumv…tytoacccptanygivenstudent
orsendanygvenstudenLsolongasadmissiondecisionswcTcthenmadeonanindMdualbasis．

Itseemstousappropriatethatthenewprogramsmakeadmissiondecisio､sonanindMdualbasis
fbrseveraheaSons・MOstimportantly,talentedstudents,WhodeServeandareqUa1iHedfbrthis
opportunl叺arewidelydistributedacmPossthecOUegesanduniversitiesinthiscountry・Haward，
YalqChicago,BerkeleyandotheruniversitiesofthisrankmayhさvethehigheStconcentmtionsof
strongstudents,butataquiteavemgeUSinstitutjonperhapsfivetothirtypercentofemolIed
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smdentshavegradeaver3gesandtestscoにsequaltoorexceedingthoseoftypicalstudentsat
thesebetterImownschoolSandtheqUalityoftheeducationthcyaｴereceivingwillinmanycases
bebetter､Sobothtoensure血KtmoreworthyUSstudentshaN'eanOppoltunityatleasttoapply
andtoensuｴethatthe帥wingnumbersofplacesinthenewplo函己mscanbefmedbystrong
applicants,wewouldhOpethatadmissiondecisiOnscouldbemadestudent■by首smdent､n1e
qUestionwouldthenbenot錘isthissmdentfromanversitywithwhichouruniversityhasan
agreememW,but`isthisstudentsomeonewewantmourｐｒｏｇｍｍ?"．

Wecanimaginethz[tbilatemla写eememswouUd剣beusefUifthisadjustmentweremadeAs
indicatedatEallham,bilateT訓ageementscouldcoeldstwithacleaIinghouse・Moreov“the
cleaJinghousecoulditselftakercspomsibnityfbrpromotingnewconsortiala甑Ccmentsofthekind
deSczibedabovａ

ｅ垣bi】iWof2editcour註 Coursesinthenewprog｢amstypicauycarrytwohoursoF
czeditDnasemestersystemandwithno1aborntoryrequiremenらcOursesinUS､univemsities
typicanycaITythreePresumabIyarmngementshavebeenmadewiththehomeunive面tiesofthe

US・studentsnowinJapaｴLInsomeinstances,howeverbthisdisparitymaycauseUSinstitutions
nottoacceptcreditinmansfbr・ThisisespeciaUylikelytobethecasewithcomseswhichstudents

willwanttocounttowardstheirmajors;fhcultymaybeespeciallyconcemedthatinanyadvanced
courseSsubjectsbe…minedatmoredepththgnispossibleinatwo-creditfbrmat-
Possiblestmiegdesmigbtbe：

ａ)oHbringcom＆esfbrthreecr巳ditS,Withanincr巳aSeinnumbedpofclaSSmeetmgS．

b)supplementingtwo-creditsworthofclassmeetingswithanyofsev剣one-credit
expenenceSinC1ndinganindependeHltstudy,anintemship,HeldworlJaboratory
worlSorsem,ice-IeamingmeseldndsofeXpenenceoften(ｏｒ,insomecaseS
always)carTycreditmtheUS.;tMmpoTtantcriteliaarethattheybepuIposefhL
snpervised,haVeanintellectualdimension,and(often)producesomekindof
product．

c)pairingtwo-cr℃ditcoursesoncogngtetopicsintola喀亟fbm岩creditunits

…gEachlmiveTsityhasmadeimpT己ssiveefTbrtstofindgoodhousingfｂｒＵＳ・sMentsThe
qUarterBthathavebeenreservedmaybebett錘ｏｎａＸ'eragQ1hanthosctypica1mtheU・Ｓ

TheoneconcemisthatthehOusinginsomemstanceswillnotenableU・Sstudezltstolivewith
Japanesestudents>sinceitisinanlntemationalStudentCenter1℃servedfbrthosefromoutside

JaparLWherCthiSMhecase,perhapsSpeCialattenntioncouldbepaidtootherarmngementsthat
wouldencoumgemixingAIrmgememsfb｢evenveTybriefhomestayswouldalsｏｂｅｗｅｌｃｏｍｅ．

PossibleStUdenLdissajLisfhctio ､Wewanttoshaleagamou｢bdiefthatwhileU.Ｓ､studentsｗｉｌｌ
●

hmtimetotimeexercisetheirligdlttocomplmitisgoodaswellfbrJapaneseeducato応to
limitthefbxTners，expectations.Ｕ,S､studemsneedtounderstandthattheirprOgmmwmnot-and
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should､oLifitistohavevalue-providea、"American"expenence､Teachingmaydi且br3student
C

1ifem2ydiEピビr・AndthatisappIopIiate．

TheAgendafbrtheJanuaryMeetmg

OurnextprqjectmeetingwmbeinW2shingtoユＤＣ,Jalmaｴy7and8,1”6.Ihemeetingplace
haSnotyGtbeendetenninedWesx】ggestth2twebeginwithabu且btlunch2[tnoononSundayb
adjoumai5gOO肌andhavedinnerasagroupat7:OOpmOnMOndaybwewinworktOgether
nom9:OOamto5:OOpm,whenthemeetingwillconclude,ProjectdirectorsonMMdesshould
detemhmeassoonaspossibleWhowiUattend

OurSuggesFtedagendatopicsWouldinclude：

updaledreportsBomthenewshort-termstudypmgBms
anyeaｴIyreports(viatheLaumsiann1stitution)ffomUSstudemtsintheprogK画ms
lheissueofJapancscLanguageprcpaI誼｡nandinsmﾕction
ovcmomingspecialpmblemSbaｴrieu､s(fbrexample:coortm1ajiqgcalcndars5
adjustingappUcationandnotiEcationdatesfbTAEnscholar恵hips;thebmsfbTof
two-c薊もditcourses）
whctherandhowtoproceedwiththeclearinghouse
pIamngfbrspxingvisittoJapanbyprqject⑪eCtors
theavanabilityofUSconsultants
stamsoftheCmCON，sel"aluationofthecmTもntprOject

longtemgoalsfbrU・S--Japanunder8“du2te嘩chmgeandstatusofdhelarger
BridgingPrQject

●
●
●
●

●
●
●
◆
●

OurthankstoallofyouっbothheTeandinJapanmisprqjectisveryweUbegun､WelooMDrward
toworkingwithyouasweprcpaIefbrtheJanuarymeetingandtoseeingasmanyofyouas
possiblethere．
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詳言５挙営置豊二二」＝ｉ会ぞ

ＪＵＳＳＥＰ／｣、二二皇ニミー妾

(平成7年１１月現在）
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